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プロローグ



「地球唯一の男、桐き生りゆうアサトはこのクラスに編入する事が正式に決まった」

　四月半ば、女子しかいない教室で、俺おれは視線の集中砲火で体に穴が空きそうだった。

　俺の隣では、担任の佐さ久く間ま教官が俺のプロフィールを紹介しようとするが、全員一斉に携帯ツールＬＬＧの投影ディスプレイラデイウス・ノヴアを展開し、シャッター音を鳴らす。

「どんだけデカイのよあれ!?　肩幅広っ！　手足太っ！」

「超展開キタ──!!」

「ええい黙れガキ共!!」

　戦場の悪魔と呼ばれているらしい佐久間サオリ教官の一いつ喝かつで、女子達は慌ててカメラウィンドウを閉じた。一部の生徒はお叱しかりに何な故ぜかうっとりとした表情をしている。

　警戒して怯おびえた表情で見る人。好奇心で珍しげに眺める人。無関心を装いつつもチラチラとこちらの様子を覗う人。こちらを眺めつつキーボードを叩たたいて何かをメモしている人。

　だが、一人残らず動揺しているのは確かだった。

　俺より体格がいい男はいくらでもいるが、男を見た事がないなら仕方ない、と納得する。

「アサト、自己紹介をしろ」

『はい』と言って、一七〇センチを超える佐さ久く間ま教官を見下ろす俺おれに、女子達は空いた口が塞ふさがらない様子。たぶん俺はこの学校で一番大きいのでは、と思う。

「桐き生りゆうアサトです。まだ不慣れな事が多いですが一年間、よろしくお願いします」

　ぺこりと下げた頭を上げると、女子達の視線があらためて痛い。

　しかしながら、軍事学校なのに本当に全員女子で、女子校に迷い込んだ気分だ。

　今一度クラス中を見渡し、そのレベルの高さをあらためて認識する。

　視界に広がる数十人の女子全員が平均以上のルックスをしている。可愛かわいい系、癒いやし系、ボーイッシュ系、庶民的美人系、お嬢様系、お姉様系、あらゆる美少女が目白押しである。

　時代特有の美意識の高さが生んだ美少女達には感心するが、ひたすら気まずい。

　俺は特別女子が苦手ではないが、男子ばかりの学校にいた事もあり、数十人の美少女に見つめられるのは気恥ずかしい。

　でも俺は今日から女子しかいないこの学園に通わなければならない。

　女子の視線が痛くて、助けを求めるように奥の席に座るマイカに目線でコールするが、鈍感な彼女に以心伝心など望むべくも無く『どうしたの？』とばかりに小首を傾かしげている。

　桐生マイカ。彼女は俺の血縁者で身元引受人らしく、今日からこいつと同室だ。あいにくとこの学校に男子寮は存在しない。

　美少女揃そろいのこのクラスでもマイカは特に可愛いし、そんな女の子と同室というのは悪い気はしないが、やはり抵抗感は拭ぬぐいきれない。

「調査の結果、こいつはマイカの血縁者らしい。アサト、お前はマイカの隣に座れ」

　佐久間教官に促され、俺は視線で教室をなでながら席へ向かう。

　大学の階段教室のようなクラスに、三人がけの長テーブルがいくつも並び、その上にはパソコンのキーボードと画面が映る投影ディスプレイラデイウス・ノヴアが寝ている。

　でも内装はやや近未来的になった程度。ＳＦ映画の宇宙船みたいなのは居心地が悪いだろうからこれでいい。けど左右からの視線が強烈過ぎる。

「よぉマイカ、一日ぶりだな」

「昨日会ったばかりで『ぶり』はないでしょ」

　席に座るがマイカは目を合わせてくれない。三日前の事をまだ怒っているらしい。

　やがて朝のホームルームが終わり、教官が退室すると俺らは一斉に女子達に包囲された。

「あんた本当に男!?　男装じゃなくて!?」

「ご飯何食べるの？　キャットフードとドッグフードならどっちが好き？」

　質問の嵐あらしに俺は圧倒されるが、注目されるのが好きなのか、マイカはご機嫌顔だ。

「昨日一緒にいたけどあたし達と変わらないわよ、まぁ一緒に住むのは今日からだけど」

　マイカのその一言が引き金だった。

「一緒に暮らすの!?　鎖と首輪は用意した!?　しつけとか大丈夫？」

「ちゃんと注射打った？　去きよ勢せい手術した？　まだなら知り合いの獣医紹介するわよ」

　俺おれは本当にここでやっていけるのかと、女子の喧けん騒そうの中、思わず嘆息が漏れる。

　そこへ、集団の後ろでジャンケンをして負けた女子が恐る恐る近づいてきた。

「マイカ、それ……さ……触っていい？」

「いいわよ♪」

　俺の意思はと聞きたいが、まぁ別に握手くらい……ぐにっと股こ間かんを揉もんできた。

「ぬわあああああああああああ!?」

　触ってきた。女子の白く細い手が流れるように俺の股間を思い切りわしづかんできた。

「どうだった!?　どうだった!?」

「なんかぐにって柔らかくって、あと丸い固形物が二つあった！」

『おぉおおお!!』

　触った女子はどこからか取り出したスプレーを手に噴きつける。除菌的な何かだろうか。

　顔を燃え上がらせ両手で股間を押さえる俺を無視し盛り上がる女子達。そしてマイカは別の女子達に自慢話中。こうして俺の珍獣ライフは幕を開けた。

　あぁ、どうして俺はこんな時代に来てしまったのだろう。そう、こんな…………全すべての男がウィルスで絶滅した時代に…………

　西暦三〇一二年現在。地球に、俺を除き男という生物はいない。










第一話　女しかいない地球に俺復活



　時がさかのぼる事、三日前。目の前に美少女の顔があった。何な故ぜか顔が赤い。

「お前誰だれ？」

「せせせせせせせせ先生起きたっ！　起きた起きた！　起きましたぁ!!」

　飛とび退のいて壁のモニターを叩たたきながら叫ぶ女子。挙動不審な子である。それよりもここはどこだろうか。ベッドから起きて見渡すが、病室らしき部屋は細かいデザインや質感が俺の知るソレとは違い、窓と照明器具が無いのに部屋は明るくて、左手の壁には何枚もの画面ウインドウが浮かんでおり、俺の身体情報と思われる数字や単語、人体図が映っている。

「３Ｄテレビってここまで立体的に見えたか？　最新設備？　まぁいいけど」

　寝起きのせいか体が少し重いが他に問題はない。入院患者が着ているような、ブルーのガウン姿である事を考えれば何かの事故に巻き込まれたのだろうか。それに……

　壁際で真っ赤な銅像みたくなっている女子をあらためて見直す。

　ちょっと気の強そうな大きな眼め、小さく形のよい唇や俺が眼を開けるなりリンゴ色に染まったミルク色の頬ほおは、年相応の愛らしさと将来性を感じさせる。そして肩まで伸びた艶つややかな黒髪は僅わずかに青みがかり、髪の理想美と言われる綺き麗れいな濡ぬれ羽ば色いろで、加えて出るところが出たボディラインは男なら思わず釘くぎづけになってしまうだろう。

「お前名前は？」

「ひゃえ!?　き、桐き生りゆうマイカ……」

「桐生？　もしかしてお前俺おれの親しん戚せきかなにかか？」

　しかし、従姉妹いとこや又また従姉妹いとこなら皆知っているが、こんな奴やつはいない。それに、

「その制服見た事ないな、どこの軍事学校のだ？」

「ぼぼ、防ぼう衛えい学がく園えんよ」

「聞かない学校だなぁ、でも防衛学園って女子がいるのか、華やかでいいな」

　緊張を取ってやろうと笑うが、相手は未いまだ警戒中。顔は赤いし、眼めはパチクリしている。

「俺は桐生アサト、国こく防ぼう学がく園えん二年三組だ」

「えと、えと……あ、あの……あんたの子孫で防衛学園、二年二組……よ」

「子孫？　おいおいお前何言って──」

　言いかけた時、ドアが『シュッ』と静かな音を立てて開いた。

「よかった、起きたのね。気分は悪く無い？」

「ようやく起きたか原始人。千年も堕眠を貪むさぼった気分はどうだ？」

　訳も解わからないまま突然の美女訪問に、俺はドキっとする。

　優しい声で心配してくれる、ロングヘアーが美しい眼鏡めがねの女性は白衣を着ているため女医か何かだろう。口の悪いショートヘアーの女性は驚くほどグラマラスな体をいかつい軍服に包み、背の高さに加えて、鋭い目つきと右頬ほおに走る傷跡が勇ましい印象を与える。

















「返事をせんかこの原人が！　貴様それでも大和やまと民族か!!」

「はい！　気分は悪くありません！」

「わぁ、声低い」

　条件反射で敬礼し答えると、白衣の女性がおかしな感想を漏らしながら口に手を当てる。

　俺おれの声はそんなに低くはないはずである。

「良かった、どうやらちゃんと解凍できたみたいね。私は小こ宮みやカナデ大尉、日本防ぼう衛えい学がく園えんの技術研究所所長よ」

　落ち着いた物腰で話す小宮さんは、何度見直しても若いスレンダーな美女であり、肩書きの印象とは随分とかけ離れている。

「私は佐さ久く間まサオリ大尉だ。今年からはこの日本防衛学園の教官をしている」

　荒々しい声で自己紹介をしながら、ただでさえ大きな胸を張る佐久間さんにも違和感がある。女の人でこんな若いうちに尉官、そして教官になれるのだろうか。

　俺の通う国こく防ぼう学がく園えんの教官は筋骨逞たくましい屈強な益荒男ますらお達で、二〇〇六年から続く第三次世界大戦で活躍した精鋭達だ。彼らのシゴキには苦労した。

　だが彼女の襟章は横線一本の上に星三つ、確かに大尉のソレだ。

　今は戦時中で昇進のチャンスなんていくらでもある。と納得して、言葉遣いには気をつける事にした。

「佐久間大尉、質問をよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「千年や解凍とはなんでしょう？　さらに日本防衛学園という軍事学校は聞いた事がありません。それと……小宮所長、近いです」

　徐々に顔を近づけてきていた小宮所長は慌てる。

「あ、ごめんなさい。男の人なんて図鑑でしか見た事なかったから」

「図鑑？　今まで男を見た事が無いわけがないでしょう？」

　俺が眉まゆ根ねを寄せると、その反応に佐久間教官は溜ため息いきをつき、小宮所長は頬をかく。

「えーっと、アサト君、今年は何年？　あと自己紹介お願いできる？」

「今年は二○一二年、私は日本国防学園二年三組、桐き生りゆうアサト一等兵です」

「今年は三○一二年で日本国防学園はこの日本防衛学園の前身で今はもう無いわ」

「…………へ？」

　眉み間けんにシワを寄せた教官が、所長を押し退のけて怒鳴る。

「こういうのは好かん！　いいか原人、貴様は千年間冷凍カプセルで眠っていたから今は西暦三○一二年だ！　先週、海底探査隊が貴様をサルベージし、カナデが解凍したのだ！　貴様の通っていた国こく防ぼう学がく園えんは五〇〇年前に防ぼう衛えい学がく園えんへと改められたし三次大戦は終わり今は我々国際連合と五国軍事連合とで十次大戦中だ!!」

「え、ちょっ、冷凍カプセルって」

「そして男は五〇〇年前に絶滅したから図鑑や古い映像でしか見られん!!」

　世界が止まる事五秒、

「ええええええええええええええええええええっっ！！？　って、そんなわけ……あぁ分かりました。これ訓練ですね？　予想外の事があった時に対応できるように」

「待ってて、今新聞を」

「そんな小道具、パソコンと印刷機があればかんたんに──」

「はいこれ」

　小こ宮みや所長の目の前に立体映像の画面が展開され、文面が現れる。あろうことか、所長はその立体映像を右手でつかんで俺おれに突き出してきて、俺は思わず顔が固まってしまう。

　西暦三○一二年と書かれているが、読まなくてもこの触れる立体映像だけで十分未来だと納得してしまいそうになる。壁のウィンドウも３Ｄ画面ではなくコレと同じ物だろう。

「これ、どうやって？」

　聞くと、小宮所長は左手の腕時計を見せてくる。

「それは投影ディスプレイラデイウス・ノヴア、君の時代の液晶画面に代わるモノよ。このライフ・リンク・ギア、略してＬＬＧで展開したの。ＬＬＧは現代の多目的ツールで君の時代のケータイみたいな物よ、生活必需品だから後であげるわ」

　スマホも下剋上される時代だなぁ……と俺はしみじみ思う。

　顔を上げると、また小宮所長が顔を近づけてきて、その綺き麗れいな顔に心臓が高鳴る。

「えーっと、まだ落ち着かない？」

「あ、いえ、はい、落ち着きました、解わかりました。ここは未来で俺の学校はもう無いと」

　当然まだ信じてなどいないが、情報を得る為ため、とりあえずはそういう事にしておいた。

「うむ、そして調べた結果、学園内に貴様の子孫がいてな、カプセルの解凍は親族の承認が必要だから呼ばせてもらった」

　教官の眼めが、スッとマイカと名乗った少女に向けられた。

「厳密には貴様が眠った後に生まれた妹の四〇世代先の子供で名前は」

　照れ気味にマイカが口を開く。

「さっきも言ったけど、桐き生りゆうマイカよ。一応、あんたの遠い姪めいになるのかしら…………」

　どことなく顔立ちが従姉妹いとことかの親しん戚せき連中と似たマイカに視線を合わせると、マイカは急に口を結び、睨にらむわけではないが、俺をジッと見つめたまま何も言おうとしない。

「遠い姪ねぇ、それで俺はお前をなんて呼べばいいんだ？　ちなみに俺は一七歳な」

　俺の方から話しかけると、マイカの顔にやや赤みが差す。

「あ、あたしも今年で一七歳だし、マイカでいいわよ、あたしもアサトって呼ぶから」

　俺おれが随分と緊張屋な子だなと思っていると、佐さ久く間ま教官が口を挟む。

「貴様の身元引受人は彼女の保護者である従姉になるが防ぼう衛えい学がく園えんは全寮制だ。三日後には貴様の日用品も部屋に届く。彼女と日常を共にしこの時代の価値観や作法を学べ原始人」

「って！　俺こいつと同室ですか!?」

「日常を共にしろと言っただろう。それまでは病院暮らしだが、何か問題でもあるのか？」

　動揺する俺に佐久間教官は怪け訝げんな顔になる。

　この男女同室への抵抗の無さに、俺は男が絶滅したという話を信じそうになってしまう。

「それと今後の予定だが今日と明日は検査で明後日は一ヒト〇マル〇マル〇マル時から総理大臣と面会、一ヒト〇マル三サン〇マル時からは歴史学者、一ヒト五ゴ〇マル〇マル時に心理学者への研究協力、一ヒト九キユウ四ヨン〇マル時に上層部の方々への挨あい拶さつ回りをしてその後は記者会見とその他、各種部門の研究者達との面談がある」

「俺はどこの芸能人ですか!?」

「なにせ地球唯一の男で千年前の地球を知る原始人だからな。安心しろ、貴様が外に出てもパニックにならないよう対策を取ってある」

「これを見て」

　小こ宮みや所長が先程の新聞を再度見せてくれる。

「えーっと、新たな男の生存を確認。五○○年ぶりの男に各界騒然？」

　新聞の一面には俺のプロフィールと軍事学校へ入学する事が記載され、記事の最後には、

「彼は我々と同じ一人の人間であり、彼の人権を尊重。彼との面会等は全すべて下記の番号へ連絡し、軍の許可無く彼の自由を束縛するような一切の行為を禁じる。なんか凄すごいですね」

「最初はトップシークレットにする予定だったけど、学園に通えば隠し通せないしね」

「私は防衛学園に通うのですか？」

「貴様の籍は前身である国こく防ぼう学がく園えんに置いたままだからな。それに我々にも貴様を解凍した責任がある。面倒は軍が看みるが、かわりに軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうに乗って貰もらうぞ」

「軍事甲冑？」

　佐久間教官の言葉に俺は疑問符で返す。

「この時代の兵器だがそのうち分かる。いやならいいが、行く当てはあるのか？」

「いえ、私は死ぬまで軍人ですから、ご厚こう意いに甘えさせて頂きます」

「ありがとうアサト君。それでも一応生徒には緘かん口こう令れいを敷くわ」

「一部では貴様を貴重なサンプルとして一生研究所に閉じ込めておくという声もあったがカナデが反対してな。カナデに感謝しろ」

「そんな、私は当然のことをしただけだから」

「そうなんですか！　ありがとうございます。ですが何な故ぜ男は絶滅したのですか？　そう簡単に信じられる事では……」

「新型ウィルスだ」

「新型ウィルス？」

　真顔で言う教官に、俺おれは問いなおした。

「二十四世紀、男の出生率が加速度的に落ち、当時の科学者がＹ染色体を含む受精卵が細胞分裂し、胚はいになる事を妨げるウィルスのせいだと発見した時にはもう手遅れだった」

「ウィルスは全世界に同時多発して、日本で地球最後の男性が死んだのが五〇〇年前よ」

「では今も？」

「無論、全人類が感染したままだ」

　所長に代わって教官が語り始める。

「男が人口の三割を切った頃ころには先天的な病気や障害の心配が無く、子供に好きな形質を与えられる人工精子が認可された。今では女同士で結婚し子供を作るのが常識だ」

　びしっ、と佐さ久く間ま教官の人差し指が俺に向けられる。

「つまり、貴様は地球唯一の男だ！　桐き生りゆうアサト!!」

　教官の迫力につい信じそうになりながら、俺は次の質問をする事にした。

「私は、何な故ぜ眠っていたんですか……？」

「記録によると、射撃訓練中の事故だったらしいわ」

　その問いには小こ宮みや所長が答える。

「君は他の生徒の暴発した弾が頭に当たって植物状態になったの。解凍した時に弾は取り出したけど、当時の医療だと難しい場所だったわ。だから君のお母さんが君を眠らせたの」

「母さんが？」

　所長は深刻な表情を浮かべ、語り始める。

「君のお母さんの桐生アスミ博士って、軍の技術研究本部の職員よね？」

「はい」

「きっと未来の技術に託したかったのね。博士は冷凍カプセルを作り君を寝かせたみたい」

　そこまで言って、途端に所長は表情を暗くし、視線を落とす。

「でも博士の死後、君は国に引き取られたけど、カプセルは博士のオリジナルで解凍方法が分からなかったみたいなの。そして解凍方法が解わからないまま何十年も経たって、その間に冷凍保存技術はどこの国の病院でも速くて簡単に、それも低コストでできる技術になって」

　一度喉のどを詰まらせてから、所長は続ける。

「誰だれも君のカプセルに関心を示さなくなったわ」

　嫌な予感が胸を通り抜けた。俺が何か言おうとする前に、所長は一気に喋しやべる。

「君に唯一興味を持ってくれたアメリカの大学が引き取る事になったけど、他国からの宣戦布告無しの攻撃で輸送中に船は沈没。それから第四次世界大戦が始まったらしいわ。

　当時の記録では海上に残った人達へ救助隊は出されたけど、戦時中でサルベージが危険を伴う事、一人の為ために人員と費用をかけて研究価値の無いカプセルの回収はできないとして、君は冷凍カプセルと一緒に千年間、海底で眠り続けたわ…………ごめんなさい」

　深く頭を下げる所長の姿がかすむ。俺おれは見捨てられたのか。と自問せずにはいられない。

「でも今の私達には君が必要なの！　だから私は現代の進んだ技術で君を解凍して──」

「そこまでにしろ。カナデが用意した資料を置いていく、落ち着いたら読んでおけ」

　そう言い残して、佐さ久く間ま教官は小こ宮みや所長を連れて出ていった。

　　　◆

　所長達がいなくなれば病室は静かなもので、時計の音すらしなかった。

　一度驚き過ぎたせいか、あまりに唐突な事で頭がついていっていないのか、今の俺は不自然なくらいに冷静で、だけどどうしていいのか解わからなかった。

　千年経たって男は絶滅した。信じられるはずがない。だが、女大尉の教官と所長に投影ディスプレイラデイウス・ノヴア。信じられないのではなく、信じたくない自分にすぐ気付いてしまう。

　どれだけの間、部屋の壁を眺めた事だろうか。しばらくすると教官が残した資料が気になり、ベッドの横のテーブルに用意された紙の束をめくった。

　そこには二〇〇一年から現在までの日本と世界の歴史や現代社会について書かれていた。

　北極圏の利権問題で始まった三次大戦。俺が参戦したこの戦争で、日本は二次大戦に続き敗戦国になったようだ。

　世界大戦は千年の間に何度も起こり、日本は勝ったり負けたりして何度も衰退と発展を繰り返しながらも、俺の知る国土を維持し続けていたが辛かった。

　一次から二一年で二次、それから六一年で三次大戦が始まった事を考えれば、千年に七回というのはむしろ平和だ。

　だが、第二次世界大戦で唯一の被爆国となり絶対の平和を掲げた日本は三次大戦で他国からの要請を受け、断だん腸ちようの思いで参戦し、今度こそ平和な日本にと意気込んでいたのだ。

　なのに次の世代、さらに次の世代へと移るごとに戦争を繰り返し、資料に記載された被害者数を見るごとに目頭が熱くなり、教官達の告げた事実を否定したくなった。

　千年前の人間である俺にとって自分の生きた世界が、国がのちにこんな歴史を刻んできたのかと思うと震えが止まらなかった。それでもなんとかページをめくると、

　《西暦三〇〇六年、第十次世界大戦勃ぼつ発ぱつ》

　それに続く戦争の記録。二十一世紀初頭が第三次世界大戦の真っただ中ならば今は第十次世界大戦の真っただ中だ。

　俺は資料をテーブルに置いて母の顔を思い出す。

　自分を生かすために独自に冷凍カプセルを作り眠らせた母。

　生涯にわたり自分の蘇そ生せいを願ってくれた母。

　そして夢叶かなわぬまま死んだ母。

　だが母の死後に望み通り蘇そ生せいした自分。

　気がつけば、俺おれは誰だれに言うわけでもなく、口にしていた。

「……母さん」

　その言葉を口にした途端、部屋の気配が変化して、俺はマイカの存在に気付く。

　マイカは口をモゴモゴさせて、戸惑いながらも視線だけは俺に合わせて言う。

「その、こんな事になっちゃって、大変だと思うけどさ……」

　こいつまだいたのか。俺がそう思っていると、

「でもそんな落ち込まないでよ！」

　笑みを作ると壁から離れて、俺に歩み寄りながらマイカは続ける。

「ほら、別に天てん涯がい孤こ独どくってわけじゃないんだし、あたしっていう可愛かわいい家族もいるんだからさ、ね♪」

　その能天気な言葉と口調に、俺の中からふつふつと怒りが湧わいてくる。

　落ち込むな？　家族？　お前が？　父さんや母さん、隣に住む従姉妹いとこの幼おさな馴な染じみ、そして同じ釜かまの飯を食べた隊のみんなの顔がフラッシュバックするのと、マイカが俺の肩を叩たたくのはまったくの同時で、俺の本能が理性を凌りよう駕がした。

「ふざけるな！！！」

　それは、俺自身でも驚くぐらい汚い声だった。

　俺に怒鳴られたマイカはびくりと体をこわばらせて、すぐに歯を食いしばる。

「……なによ……せっかく……」

　マイカの目に滲にじむ涙が俺の頭を冷ます。

「いや、今のは──」

「ばかぁっ!!」

　零こぼれる涙を散らしながら部屋を出て行くマイカの背を、閉まるドアがかき消した。

　つい感情的になってしまい自己嫌悪した。すると、落とした視線がテーブルの下に引き出しを見つける。中を開けると『防ぼう衛えい学がく園えん入学セット』という半透明の箱が入っている。

　中の布地をつまみ上げ広げて見ると、マイカと同じミニスカートだった。おまけに下着のパンフレットがあって、表紙の写真からして中を見る勇気は無い。

　まさか、と思いガウンを開き下半身を確認して、俺は死にたくなった。

　　　◆

「本当にあの古代人は使えるのか？」

　病院の廊下を歩きながら、サオリはカナデにそんな問いを投げかける。

「彼はあの第一一分隊の隊長よ、サオリだってアサト君のデータ見たでしょ？」

　一〇人前後の分隊が集まり、最大五〇人の小隊を作る為ため、一一番目の分隊は存在しない。

　その名は唯一の例外である、とある部隊を指す単語だ。

「……それは……そうだが」

　第一一分隊。日本史上最も過酷と言われた三次大戦時最強の部隊、特殊作戦分隊群に存在した少年兵分隊で、予備分隊であるにもかかわらずその活躍ぶりは伝説と化すが、政府の思惑と千年の月日で彼らの存在は薄れ、今では戦史マニアや軍事関係者しか知らない。

「私はこういう言葉が嫌いなのだが、いるんだよなぁどの世界にも」

　言葉を切り、サオリは息を吐きながら天井を見上げた。

「……天才という奴やつがな」

「そう天才よ、アサト君ならきっと私達の計画を成功させてくれるわ！」

　少女のように目を輝かせて興奮するカナデに対し、なぜかサオリの顔は冷めきっていた。

「それに、アサト君だったら、あの無敗の戦乙女マーベル大佐にも勝てるかもよ？」

　言われて、サオリは屈辱を忘れないようにとあえて残した顔の傷跡をなで足を止めるが、

『しかし……あの目は私とは違った』と呟つぶやき、カナデの背中に、小さ過ぎる声を漏らす。

「戦う才能と殺す才能は別なんだよな…………」

　肩書きを裏切る、アサトの若く汚れ無き空気を思い出して、サオリは瞼まぶたを下ろした。

　　　◆

　これが転校までの経緯である。

　確かにマイカは無神経過ぎると思うが、悪いのは俺おれだろう。けれど、あれからマイカとは気まずい感じで、俺の検査や挨拶回りにマイカもついてきたが会話は少ない。

　だが今は授業中。関係の修復はひとまず置いておく事にした。一時間目は幸いにも数学、千年の間にどれほど数学界で新しい発見がされようが高校二年生レベルの授業内容には影響が無く、授業内容は理解できる。問題なのは、

「…………むぅ」

　生徒全員の席、一つ一つに複数の投影ディスプレイラデイウス・ノヴアが展開。黒板代わりの巨大ディスプレイと同じ内容がその一つに映っている。

　マイカを見ると、目線の黒板ウィンドウの内容を見ながらノート代わりのウィンドウに投影キーボードで文章を打ち込み、黒板ウィンドウを指でなぞり範囲指定、つまんではがしてノートウィンドウの画面に張りつけ、コピー＆ペーストのようなことをしている。

　流石さすがに、千年経たったという事実を否定しきれない光景である。

　俺が使い方が分からず頭を悩ましていると、自分のウィンドウの右下に『新しいお知らせがあります』と表示されていた。

　そっと指先で触れると『新しいルームができました』と表示されて、もう一度触れてみると、途端に新しいウィンドウが展開、上部にはデフォルメされた可愛かわいい女の子のキャラクター達がファンシーな部屋でおしゃべりをしている風景が映り、その下にはスカイプのように順次メッセージが更新されていた。

〉てるりん：‥ねぇねぇアサト君てどう思う？　地球唯一の男なんてちょーレアだよね♪

〉きるぴー：‥背ぇ高くてカッコイイし、あたしは結構好きかも

〉ぺったん：‥良くも悪くも今後に期待、とりあえず休み時間他のクラスに自慢しちゃお♪

「へぇ、もっと迫害されるかと思ったけど割と……」

「はい、ではこの問題が分かる人」

「あ、はい」

　反射的に拳こぶしを突き上げると同時に、女子達の頭上に手の平マークが現れた。

　皆ウィンドウの一点に触れている。どうやらこの時代の挙手はボタン制らしい。

〉ぷち＠３：‥何あれちょーウケるんだけど、手え上げちゃってるよ、ギャグ？

〉ミルチー：‥来ました古代人ギャグ、でもなににアッパーしてんの？

〉猫福満月：‥あれ？　なんか手ぇ変じゃない？

「ア、アサト君、君は何な故ぜ拳を上げてるんですか？」

　先生が当惑の表情で一歩下がり、俺おれを見る。

「すいません、俺の時代では軍事学校生はみんなこうするよう言われていたので」

「軍事学校だとどうして拳になるんですか？」

「それは、いつ敵に襲われてもすぐ殴れるし、手ぇ開いてると指攻撃されるし、何よりも手を上げたら流れ弾で指が千切れ飛ぶから、可能な限り手は二四時間開くなって言われて」

〉はりー：‥ぱっと見かっこいいけど中身がちょい残念、あたしはやっぱエリコお姉様派

〉ケイ：‥そうそうやっぱりエリコお姉様よねぇ

「はいはい、じゃあこれ解いてください」

「はい」

　立ち上がると全員が『は？』と口を開け、教壇に近づくと、

「ちょちょちょ、ちょっと待ちなさいアサト君！　何!?　急になんですか!?　なんか先生悪い事しましたか!?」

　後ずさり、ウィンドウを貫き壁際に避難する数学の先生。その眼めにはうっすらと涙すら浮かんでいる。よほど怖かったのだろう。

「いや、何って問題解こうと」

「自分のウィンドウに答え書いて送信すればいいでしょう！　どうして先生のウィンドウでやろうとするんですか!?」

「え、いや俺の時代では……なんでもないです」

「もういいです、他の人、誰だれでもいいからこれ解いてください！」

　ドッと沸く嘲ちよう笑しようの声。席に着くとマイカが睨にらんでくる。

「あんたは何やってんのよ」

「悪い、俺の時代は投影ディスプレイラデイウス・ノヴアなんてないから、直接黒板にチョークって道具で字を書き込んでたんだ」

「ふぅん、ていうかあんた、みんなに言われてるけどその手何よ」

「だからいつ襲われてもいいように」

「そうじゃなくて見た目よ」

「ああこれか」

　一言で言うと、俺おれの手はデカイ。厚みも太さも女子の五割増しといったところで、おまけに皮膚は傷跡の上にさらに傷跡を重ね、ゴツゴツとして硬質化している。

「ずっと金属の塊かたまり殴ってたからな。何度も爪つめや皮膚が剥はがれて脱だつ臼きゆう骨折繰り返してたらこうなったよ。おかげで途中から戦車の装甲殴らせて貰もらったんだぜ」

　学年でも数人しか許されなかった特別練習は俺のちょっとした自慢だったが、マイカの反応は千年前のクラスメイトとは違い、震える声で尋ねてくる。

「……あんた、なんでそんな事してんのよ」

「そりゃ戦場で銃の弾尽きて軍刀、ナイフ折れたら素手で戦わなきゃいけないし、武器が無くなっても戦えるよう俺の時代は結構格闘技に力入れてたし、足も似たようなもんだぞ、まぁそれでも、二次大戦の時は拳こぶしの凹おう凸とつなくなるまで殴ったらしいから俺の時代は楽だよ」

　と、その時、開いたままのウィンドウに目がいく。

〉しろうさ：‥エリコお姉様に比べたら男なんて月とスッポンよね

〉ラッタン：‥むしろおサルさんだよね

「言われたい放題だな畜生」

　そのエリコというのがどれほどのものかは知らないが、あんまりだと思っていると、

〉マコットン：‥お姉様さえいれば男なんていらないっての

〉マイッチ：‥本人見てるのによくそこまで言えるわね

　全生徒がガタンと机を鳴らして、数学の先生が驚く。

「え!?　え!?　どうしたのみんな急に!?」

〉つんばる：‥ぎゃあああああああああああ！！！！！！！！！！！

〉とるぽん：‥ちょっ、ルーム主何やってんの！！？！？　範囲指定からはずれてないの!?

〉てるりん：‥だってさっき転校してきた奴やつのアカウントがもうあるなんて

〉ぱるぱる：‥いいから早く外して！

　あたふたと、誤ご魔ま化かすようにはにかみながら、教室中の女子が俺を振り返る。

〉てるりん：‥そういえば今日放課後地下一階の遊戯室で新作クレープの試食フェスよね

〉しろうさ：‥先着50人で無料だけどうちの教室五階で遠いからあたしらは無理ね

〉＠ω＠：‥いやぁ残念残念、あはははは

「こいつら必死に話題逸そらしてやがる」

　左を向くと、マイカが不機嫌そうな顔でルームのウィンドウを閉じるところだった。

　　　◆

「さっきはありがとうな、マイカ」

　終業のベルが鳴り授業が終わると、すぐに隣の席に座るマイカに礼を言った。

「ありがとうって、何がよ」

「何ってさっきのだよ、『マイッチ』って、お前だろ？」

「べ、別にあんたの為ためじゃないわよ、あたしはああいうコソコソした連中がムカつくだけ」

　マイカは可愛かわいく口を尖とがらせてそう言うが関係無い。

「それでもだよ、正直嬉うれしかった。お前いい奴やつだな」

　俺おれがニカっと笑うと、マイカは急に固まって、また俺の事をジッと見てきて、それから急に石化が解けて叫ぶ。

「それよりあんたは午後の授業の心配しなさい！　あんた軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆう初めてでしょ！」

　最初に会った時は恥ずかしがり屋の内気な子かと思ったが、どうやらそういうわけではないらしい。では何な故ぜ自分と喋しやべる時だけあんなにも緊張しているのか考えながら、俺は軍事甲冑の事を思い出す。病室で読んだ資料によれば、この時代の戦争用強化スーツで、それを着て戦うのが一般的らしい。だが問題はその前にあった……

　その日の午後、俺はマイカに連れて行かれた場所を見てよろめいた。

　場所は更衣室。女子更衣室ではないがこの時代の更衣室イコール女子だけである。

「何やってんのよあんた、早く入りなさい」

　マイカに突き飛ばされて入室するが下着を脱ぐ女子を見た途端に手で鼻と口を押さえる。

　視界を覆おおうレースやリボン、フリルに肌色の柔らかそうな曲線で鼻血が出るかと思った。

「ごめんマイカ、ロッカーまで手ぇ引いてくれ」

「は？　何であたしがそんな事しなきゃなんないのよ？」

「だ、だってみんな着替えてるし、てかなんで下着まで脱ぐんだよ」

「直接肌に触れないとパイロットスーツが電気信号読み取れないでしょ。ほらさっさとこっちきなさい。あんたのは特注品だから、一番奥のロッカーに入ってるらしいわよ」

「よりにもよって最深部かよ……」

　マイカに手を引かれ裸女子達の並木道を進み、ロッカーの前に連れて行かれる。

「ほらさっさと着る」

　マイカがロッカーを開けると中には、ロボットアニメに出るようなスーツが入っていた。

「？　なんだこれ？　おいマイ──!?」

　マイカを見ると、ちょうどブラのホックをはずすところだった。柔らかそうに揺れる胸は大きく、見入りそうになって俺は慌ててマイカに背を向けると、着替えが終わるまで男の欲望に必死に耐えたのだった。

　　　◆

　スーツとインターフェースを身に着け、俺おれらは地下の音速列車で海上エリアのグラウンドへ移動。地面は金属質で軍艦の甲板のようだった。

　整列する俺らの前には佐さ久く間まサオリ教官と、何な故ぜか小こ宮みやカナデ所長までいた。

「では軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの移動訓練を行うが、その前にアサトにはこいつの説明をしてやらねばな」

　佐久間教官が視線を向けた方、整列する女子の横には、翼の生えた巨大な青い甲冑がずらりと並んでいて、そのうち一機は教官と所長の背後に立っている。

「こいつが軍事甲冑だ。ロボットではなく強化外骨格パワードスーツで兵士が乗り、武装して敵と戦う」

　その見た目は強化外骨格と言うよりも、人型ロボットに近かった。

　二メートル半程の機体の背中には雄大な翼、太く長い手足に逞たくましい胸板、人の頭など軽く握にぎり潰つぶせそうなほど大きな手の平には恐ろしさよりも頼もしさを感じる。

「戦場では鈍どん重じゆう極きわまるデカブツよりも機敏に臨機応変な対応ができる小型兵器が望ましい。

　自身の体の延長として使い、機敏に動き装備を変えあらゆる状況に対応できる究極の汎用兵器であり、今や世界中の軍が兵士の基本装備にこの軍事甲冑を採用しているのだ！」

「私の時代は介護用がせいいっぱいだったのに、凄すごいのができたのですね」

「ちなみに基礎になる発明をしたのは桐き生りゆうアスミ博士よ」

　驚く俺に、小宮所長がそう補足した。

「へぇ、母さんと同姓同名の、ってんなわけあるか！　これ母さんが作ったんですか!?」

「そうよ、もっともアサト君が眠った後の話だけど、でもアスミ博士って言ったらこの業界じゃ知らない人はいない超偉人よ、アサト君知らなかったの？」

「す、すいません、母さんあまり自分の仕事の話とかしないので」

　途端にクラスがざわめく。

「え、なに、軍事甲冑ってアサト君のお母様が作ったの？」

「ていうことはマイカもその子孫なんでしょ？」

「あいつが偉人の子孫？　鷹たかがトンビを産んだってとこね」

　ギャラリーが好き勝手言うが無視を決め込む。ここで何を言おうが自分の立場が悪くなるのは目に見えている。が、マイカは、

「うっさいわよあんたら！　英語や微分積分できなくても人は生きていけるんだから！」

「おいおいやめろって」

　頭をつかむと急にマイカの顔が紅潮する。

「なでるなって痛ぁっ！」

　ヒジ打ちしてきたマイカが右ヒジを押さえ悲鳴を上げる。

「危ないな、いきなりヒジ打ちするから腹筋固めちまったじゃないか」

「あんた……どういう腹筋してんのよ……」

　そんな掛け合いを無視して、小宮所長は一人興奮する。

「もう本当に天才よね。生体フィードバックを利用した軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの神経操作システムなんてどれだけ頭良かったらあんなの作れるのよ」

　小こ宮みや所長ってマイペースだなぁ、と思う。

「貴様とて史上最年少で技術研究所の所長になった天才だろう」

「流石さすがにアスミ博士には負けるわよ、だってこんな最強兵器作っちゃうんだもん」

「博士が作ったのはあくまで基礎、浮遊装置や自己修復機能は彼女の死後に発明されたものだし当時はロクに空も飛べなかったらしいではないか、まぁその進歩も終わりだがな」

　所長とは真逆に、教官の声から力が無くなる。

「どういうことですか？」

　先程までの自信に溢あふれた声はどこへやら、教官は一目で分かるほど顔に影を落とす。

「今以上の性能は搭乗者への負担が大き過ぎるのだ」

「そうなの、軍事甲冑は搭乗者の意思と動きに合わせて常人以上のスピードで動くけど、そのあまりの速さに搭乗者の体がついていけなくて……」

「量産型であるこの『アシガル』の限界出力フルバーストには普通のパイロットでは三〇分と持たん、そして現最新鋭機の高機動型甲冑『センゴク』に乗れるのは日本国内に一九八人、それも限界出力で戦えるのは私の二九分が限界だ」

「じゃあマイカちゃん、アサト君にお手本見せてあげて」

「あ、はい所長」

　ヒジをさすりながらマイカは整列する甲冑から適当な一機のハッチを開くと、滑り込むように乗り、ハッチを閉めると同時に顔と首、そして胴体部分の装甲が消えて、着ぐるみの手足だけをつけたような姿になってマイカの整った顔とスタイルの良い体が見える。

　体にフィットしたパイロットスーツはセクシー過ぎて、俺おれの健全な育成には障害である。

「小宮所長、装甲が無くなりましたが……」

「あれはクリアモードよ、戦場でハッチを開けなくても味方に自分の姿を見せる為ために開発されたらしいけど、他の理由で使う人も多いわ」

「ではアサト、お前も乗ってみろ」

　教官の背後に控える甲冑の首が後ろに倒れ、胴と太ふと腿ももの装甲が開き操縦席コツクピツトが姿を現す。

「すごい……」

　巨大ロボではなく強化外骨格パワードスーツ。乗るというよりも着ると言うべきソレのヒザに足をかけて乗りこみ、内側から手足を通すと甲冑の頭部が下りて兜かぶとのように被らさる。

『パイロット認証、関節最適化フイツテイングヲ開始シマス』

　音声と同時に各部がスライドして、ヒジやヒザの位置が俺の体に合わさる。

　軍事甲冑は上腕や太腿が短く人と大差が無い。股こ関かん節せつと肩関節、それにヒジとヒザの関節は搭乗者の関節と対応しているがその先が長く、二メートル半の巨体を誇っている。

　最初は竹馬とマゴの手のような感じかと思ったが、脚の中にはペダルが、腕の中には手袋があって、ペダルの踏ふみ具合で甲かつ冑ちゆうの足首が動き、手袋の中で指を動かすと甲冑の長い五本の指も同じ様に動いた。

　操縦者の動いた通りに動く、模倣遠隔操作マスタースレイブかと理解したところで、所長がＬＬＧ操作で甲冑のハッチを閉める。その瞬間、未知の感覚が全身を襲った。

『なっ!?　なんだ!?』

　視界に頭上や背後の光景が映り、三六〇度全すべてが知覚できた。裸ら眼がん以上にクリアな視界のおかげで、所長の綺き麗れいな瞳ひとみに映る自分が見える。

　三六〇度見えているが、習慣として正面に捉とらえた方が感覚的に見やすいので周囲を見渡すと、数キロ先の学園地上エリアの建物の窓から廊下の様子が見える。

　さらに視界の一部をよく見ようと意識すると、その部位が拡大ズームされた。教官が腕を組むと布擦れの音がはっきり聞こえる。

　集音装置の力だろうか、などと考えて軍事甲冑の性能を思い知らされる。

　軍事甲冑はただ運動能力を高めるだけじゃない。視力や聴力も強化して、ただの凡人を超人にする、本当の意味での強化外骨格スーツなのだ。ここまでくれば認めざるを得ない。

『なるほど……これが三十一世紀か』

　千年の時間越えを認めた俺おれが自じ嘲ちよう気味に笑うと、外で小こ宮みや所長が見上げてくる。

「じゃあその子の説明をするわね、軍事甲冑は陸海空宇全てに対応した万能兵器で、ナノマシンの自己修復機能で余程破損が酷ひどく無い限りはどんな故障もすぐ直るから安心して」

「後は生体フィードバックによる神経操作だな。軍事甲冑は各種システムを筋肉同様、脳波で操作できる為ため、操作説明書がいらん。おい原始人、装甲表面にバリアの鎧よろいを張れ」

　教官の説明に、俺はピンと来るものがあった。

　知覚精度が上がる時、体の器官が増えたように感じたのだ。

　俺はバリアをイメージするのではなく、体を動かすのと同じ要領で軍事甲冑のシステム、機能を動かした。すると、目には見えないが確かな手ごたえに頷うなずく。

『張れました』

「よし、軍事甲冑はその電離分子装甲プラズマ・アーマーで対軍事甲冑用の武装でもそう簡単にはやられん」

「基本武装は四つ、近接用に電離分子剣プラズマ・ソードと高周波ヴアイブロブレード、射撃用に電離分子小銃プラズマ・ライフルと三〇ミリタングステン弾使用の電磁投射小銃ローレンツ・ライフルがあるわ、ちなみに日本のブレードは片刃で反りの入った刀タイプよ。今日は戦闘訓練じゃないから武装は解除しているけどね」

『タングステン弾？　劣化ウラン弾ではないのですか？』

「原子炉の燃料は全部ウランからトリウム、そして水素に変わったから、もう劣化ウランは無いわよ、弾は軍事用に作った特殊タングステン製が基本ね」

「後でこの時代に関する追加資料を送ってやる。まったく、この人手の足りない時に仕事を増やしおって。何な故ぜ私がこんな原始人の世話を……」

　佐さ久く間ま教官て文句言いながらも資料作ってくれるんだな、と考えていると。

「まぁまぁ、アサト君は千年も眠ってたんだから仕方ないわよ」

　と、小こ宮みや所長がフォローしてくれた。

『どうもすいません』

「そう思うのなら訓練に励はげめ！　このフィールドを二〇周！　ほら走れ!!」

『はいぃいい!!　っ!?』

　教官にドスの利いた声で怒鳴られ走った瞬間、俺おれの脚はとてつもない加速力で床を疾走、飛行機が離陸する瞬間のようなＧを感じる。

「ごめんサオリちゃん、初期設定変えるの忘れてたみたい」

「ばかもの！」

　背後の言葉が遠ざかり、フィールドを越えて海上エリアの施設に突っ込みそうになる。

『やっばい！　ってぇ!?』

　跳んでかわそうとすると視界から壁が消失、眼下に施設の屋上やフィールドが広がった。

『なんつー跳躍力してんだよこれ……』

　あまりの性能に頬ほおがひくつく、そして落下。

『おぉおおおおおおおちぃいいいいいいいるぅううううううううううう！！！』

　しかし翼があるなら飛べるはず。俺がそう思って背中の主翼に力を込めると、今度は上から強いＧがかかった。上空へ向かい機体が急上昇。スラスターである翼は真下へ瞬間的に反発力を生み出し俺は音速の壁を貫きながら雲を突き抜けた。

　空はみるみる青から黒へとかわり、星が煌きらめき見下ろすと地球が青かった。

『あぁもう何やってんのよあんたは』

　突然マイカの呆あきれ声が聞こえる。きっと通信装置か何かだろう。

『一いつ旦たんブースト切って、あとはこっちでなんとかするから』

『わかった』

　マイカを信じ、俺はブーストをオフにする。

　機体は自由落下で地球に引かれていくが、地球から青い影が見えた。

「ったく世話の焼ける奴やつねぇ。あんた今出力どうなってんの？」

　追い付いたマイカがスピードを合わせながら抱きとめてくれた。

『出力？　えーっと戦闘出力ミリタリーかな』

「最後に使った奴、通常出力クルーズに戻すの忘れたわね、待機出力アイドルまで落としなさい」

『や、やってみる』

　甲かつ冑ちゆうの操作はボタンや音声認証でもなければイメージでもなく神経操作。口では説明しにくいが、手足を動かすように出力を調整した。

　すると、通常出力クルーズ、潜行出力サイレント、最低出力ミニマムを経て待機出力アイドルへ出力が落ちる。

「ほら帰るわよ」

　抱きついたままマイカは超加速、地表へ向けて降下する。

『ありがとうマイカ、一時間目もだけど、なんか俺おれ、お前に助けてもらってばかりだな』

　俺は装甲越しとはいえ、マイカに抱きつかれている事にドキドキしながらお礼を言うと、

「せ、先生にルームメイトなんだから行けって言われただけよ」

　不機嫌そう、というより、素直になれない子供みたいな表情で視線を逸そらすマイカ。

　そんな彼女を見て俺は素直に、いい子だよな。と思う。

　チャットで俺をフォローして、甲かつ冑ちゆうに乗る事を心配して、今もこうして助けてくれた。

　今日から彼女と暮らす事を思い出して、この子が家族で良かったと思う反面、解凍初日、マイカに怒鳴ってしまった事に良心が痛み、あらためてお礼を言う事にする。そして仲直りのためにも放課後の作戦を立てよう。そう心に決めた。

「地上が見えて来たわね、じゃあ着地するから減速を……」

　短い宇宙旅行が終わると体を上下反転させ、マイカは足を地表に向けて着地体勢に入る。

　俺は礼を言う時にマスクは失礼だと思い、クリアモードを起動させようとする。

　翼と違い、物理的なものではないせいか、薬指だけ動かすように難しいがなんとか起動。

「でもほんとありがとうなマイカ、いったいどうなることかと思ったよ。ってどうした？」

　クリアモードを起動し、礼を述べた途端、視線の合ったマイカがぎょっとした顔で固まり、頬ほおが桜色に染まっていく。

「どうした？　風邪か？」

「ッ、うるさい！」

　いきなり投げ落とされた。地上一〇〇メートルから地面のプレートに激突。金属同士が衝突する甲高い音が鳴り響く。

「びっくりしたぁ、甲冑のおかげで無傷だけど……心臓が止まるかと思ったぜ」

　まったく、急に何をするんだ。と思うが、俺はチャットの内容を思い出し決意する。限定クレープは先着五〇名、俺らの教室からじゃ間に合わないらしいけど、俺の足なら……

　　　◆

　放課後、俺は玄関の前でマイカを見つけた。向こうは俺を見るなり目じりを上げて、

「授業終わるなり窓から飛び出してどこ行ってたのよ！　おかげで恥か──」

「これ！」

　マイカの言葉をさえぎり、俺がクレープを突き出すと、マイカは目をぱちくりさせながら言葉を呑のんだ。

「試食フェスのクレープ。店員から聞いたよ、これ春の新作なんだってな」

「でも、うちの教室からじゃ」

「頑張って走ったんだよ。あっ、それともクレープ嫌いか？」

「そ、そんなことないけど、これ、あたしの為ために？」

　おそるおそる聞くマイカは、少し頬ほおが赤い。

「まぁ、その、なんだ……」

　常識で考えれば分かる。解凍初日、俺おれに言った言葉はどう励はげましていいか分からず、それでも俺を元気づけようと言ってくれただけだ。

　そして俺が怒鳴って空気を悪くしたのに、マイカはそっぽを向きながらも色々世話を焼いてくれた。その意味が分からない程、俺は鈍くない。

「初めて会った時、怒鳴ってごめん……」

「っっ」

　息を飲むマイカに、俺は自分の気持ちを畳みかける。

「マイカは俺を元気づけようとしてくれたのに、俺あんな……でもマイカはずっと俺の事心配してくれて、お前が子孫で、俺の家族で良かったって思ったんだ。だから俺、お前と仲良くなりたいんだ！　……だからお前に許して欲しくて……これ」

　マイカは答えず、俺の手からクレープをつかみ取ると包装紙を破き、突き返してくる。

「あーんしなさいよ」

　マイカはカーッと、耳まで赤くしながら、そんな事を言ってきた。

「え、いいのかよ？」

「どうせあんたが貰もらって来たものなんだから、当然でしょ」

「で、でもよ」

「いいから黙って食べなさい！　あたしの言う事が聞けないの！」

　でも本当にいいのだろうか。俺は悩むが、男は度胸だと意を決し、クレープに少しかじりつくと、マイカがジッと見つめて来る。

　近い、距離が近い。そしてやはりマイカは凄すごく可愛かわいい。大きな瞳ひとみに俺が映っている。

　こんな、頭から湯気を出しそうな程赤面した女の子に伝説の『あーんパク』をしてもらえるなんていくら親しん戚せきでもヤバイ。緊張でクレープの味なんてわからない。

　俺が顔を離すと、マイカは嬉うれしそうにはにかみながら自分も一口食べ、口についたクリームをぺろりとなめ取る。

「でも本当に良かったのかよ」

「しつこいわね、一体何が問題なのよ？」

「だってよ。こんな………………みんなの前で」

「へ？」

　ここは正門、周囲には俺を一目見ようと人だかりができている。

「へぇ、マイカとアサトってそういう関係だったんだー」

「ただの餌え付づけじゃない？」

「でもマイカ顔赤いし、それになんだかんだでアサト君カッコいいし♪」

　皆口々に感想を漏らしながら、きゃーきゃー言っている。

「こんなところで『あーんパク』なんて恥ずかしいけど、もしかしてこの時代なら普通の事なのか？　はは……って、どうしたマイカ震えて？　そんなにおいしかったのか？」

「ッ、ア、アホトぉっ！！！！」

　目に涙を浮かべながら叫ぶマイカの手には、いつの間にか金属バットが握にぎられていて、俺おれはバットでメッタ打ちにされた。

　　　◆

　俺は浮遊ボードに乗ってマイカと共に寮へ向かう。

　にしても金属バットは酷ひどいだろ、ちょっと痛かったぞこの野郎。と心の中で文句を言う。

「じゃあ……先生に学園の事教えるよう言われてるから、寮に着くまで説明してあげるわ」

　背を向け話すマイカはまだ耳が赤いけど何で怒っているのか俺はわからなかった。

「この日本防ぼう衛えい学がく園えんは軍事学校だから他の学校とは色々違うの、一六〇〇万平方メートルの敷地内には兵器の製造所や研究所、現役の兵隊が宿泊して勤務する駐ちゆう屯とん施設も設けられてるんだから」

「へぇ……」

「エリアは大きく分けて校舎や学生寮、駐屯施設のある地上エリアとアリーナや射撃場、実験場のある海上エリア。この二つに分かれるわ」

　今日甲かつ冑ちゆうに乗った場所も海上エリアだったな、と俺は思い出す。

　他にも細かな説明をされているうちに、ボードはホテルのような建物の前に停とまる。

「よし、着いたわ、ここが寮よ。さっさと入りましょ」

　マイカのウィンドウ操作で地面のタイルが開き、ボードはその中に吸い込まれた。

　そして、マイカに袖を引かれながら寮に入ると、

『キャァアアアアアッ！』

　学生寮のロビーに女子達の悲鳴が響きわたる。俺が寮に入るなりこれである。

『うぅ、動いてるぅー!?』

　全女子がのけぞった。

「おいおい、一体どうし」

『しゃべったぁっ！！？』

　全女子がバックステップを壁に阻まれた。

「なんだよ失礼な奴やつらだな、人をクマやゴリラみたいに」

「みんな男が珍しいのよ」

　エレベーターで降りて来た女子達も、一瞬でまたエレベーター内に隠れてしまった。

「やれやれ、逃げないでくれるのはお前だけか」

　その言葉に一瞬だけ硬直し、マイカは振り返ろうとしてまた背を向ける。

「うん、まぁあたしはあんたの身元引受人で、家族だしね」

『家族』という単語を強調してから『行くわよ』と階段を登るマイカ、その足取りはわずかに軽い気がする。

　何な故ぜだろうと思いながら俺おれは階段を上り、踊り場で曲ると階段下には女子が集まっていて、俺の足に合わせて階段を上り始める。数はざっと二〇人、まだ増えている。

　まるでハーメルンの笛吹き男である。

　四階まで上って廊下に出ると悲鳴再び、廊下の女子が片っ端から悲鳴を上げたり、壁に張り着いて避け、そのくせして全員後方三メートルの距離を保ちながらぞろぞろとついてくる。世界一堂々としたストーカーだ。俺を目撃→悲鳴→壁と同化→ストーカーのフローチャートをしっかり守る女子達に溜ため息いきが止まらない。

　男が絶滅したからといってこの反応は傷つくが、同時に男が絶滅したのは本当なのだと嫌でも自覚させられてしまう。

「ここがあたしの部屋よ」

　マイカがドアのレンズを覗のぞき込むと一瞬で網もう膜まく認証が終わりドアが開く。続けて天井に向かって『電気つけて』と言うと、照明の無い部屋が明るくなる。

　音声で電気がつく様子に、俺は昔見た近未来映画を思い出しながら部屋の内装に驚いた。

　俺の期待を裏切らず、室内にはトイレとバスルーム、大型シンク付きのキッチン完備、ベッドが二つくっついて並び、触れるとそのフカフカ具合につい飛びこみたくなってしまう。その横には二人分の収納棚と学習机だ。

　平成時代の土足部屋に二段ベッドを五つ並べた一〇人部屋とは雲うん泥でいの差だが……

「この部屋、机を挟んでベッドが並んでいるほうがしっくりこないか？」

　俺が問うと、マイカの肩がビクッと震える。

「最初はベッドと机がセットに並んでたのを無む理り矢や理りベッドが並ぶよう動かしたような」

「ばばば、バカじゃないの!?　三十一世紀の最先端コーディネートが分からないなんてこれだから昔の人間は困るのよ、それとも男がバカなの!?」

　マイカの額に汗がにじむ。

「ば、馬ば鹿かって」

　俺はちょっと傷つく。

　それにしても、自分は本当に未来に来てしまったのだな、と実感した。

「なに貧相な溜息ついてんのよ、心配しなくてもあんたの面倒はあたしが看みてあげるから、感謝しなさい」

　俺は自信たっぷりに親指で自分を指す遠い子孫を見て、

「ありがとうなマイカ」

　礼を述べ、くしゃくしゃと頭をなでる。

「なでるな！」

　突然俺おれの喉のどにマイカの上段突きがキマる。流石さすがに少し痛かった。

「じゃあお風ふ呂ろの準備しといてあげるから、あんたは寮長に挨あい拶さつでもしてきなさい！」

　　　◆

「ったく、なんで道訊きいただけで悲鳴あげられなきゃならないんだよ、おかげで寮長の部屋に行って帰るだけなのにやたら時間かかっちまった」

　マイカに部屋を追い出されて三〇分、ようやくのご帰還である。

「寮長もドアチェーン越しの会話とか俺は不審者かっつーの……男のいない世界か……」

　あまりに突拍子もない、まるでどこぞのオタクの妄想小説のような世界に、これは夢で案外、寝て起きればいつも通り二段ベッドの上で寝ているのではと思ってしまう。

　すると、壁に浮かぶ『お風呂へどうぞ』という投影文字に目が止まる。

「そういえばあいつ風呂の準備しとくとか言っていたな。マイカは……いねーな。友達の部屋にでも行ったのか？」

　脱衣所で手早く服を脱ぎ捨て、俺は風呂に入ろうとドアを開けた。

「あ、待ってたわよアサト、背中流してあげるから早く入り……ッ!?」

　しかし、そこにはホースレスシャワーノズル片手にマイカが立っていた。

　ただでさえしっとりと艶のある濡ぬれ羽ば色いろの髪は光を反射して淡い青の輝きを滲にじませ、その下はお湯を滴らせながら発育のいい、女性的なボディラインを惜しげも無くさらけ出し全すべてがＲ指定だ。形の良い豊かな胸が揺れる。

「のぉわあああああああああああああ！！！？」

　俺の脳内でミサイルが爆発する。

「いやぁあああああああああああああ！！！？」

　マイカは胸と局部を手で覆おおう。

　何な故ぜか風ふ呂ろ場ばにいたマイカから、目が離せない。

「いやぁっ、見ないで！　あっ！」

　下がろうとしたマイカの体が背後に傾く。

「危ない！」

　助けようと手を伸ばし踏ふみ出すが、そのまま俺もマイカの転倒に巻き込まれる。

「ぐっ」「きゃっ」

　盛大に転ぶが痛くはない、けど視界が真っ暗で息ができない。停電ではなく何かが俺の顔を覆っているらしい。このやわらかくてスベスベしたものはなんだろうかと考えていると、頭上で身を引き裂くような悲鳴が聞こえた。俺はむちっとした弾力溢あふれるモノで頭を万力のように締めつけられドカドカ殴られる。

　左右からの力に抗あらがい、顔を一五センチ程離し、目の前の光景に眼球が沸騰し、鼻から生温かい物が流れた。

「どこに顔突っ込んでんのよ！！！　見ないでよバカぁ！！！！」

「どこって、言えるわけないだろ！！！　足開け！　頭が抜けねぇ!!」

「あ、足をひら──ッ、エッチバカヘンタイ！！！　何口走ってんのよ!!　いいから早くどきなさいよ!!」

　体が硬直して上う手まく力が入らない。それでも俺おれが必死に脱出を試みると、不意にマイカが『ひゃんっ』と変な声を上げ、何な故ぜか頭を締める両股の力が抜けた。

　その隙すきに俺は頭を抜き上げ地獄から生還した。そしてさっきから両手に吸い付くモノの正体を見て、俺は歯を食いしばり息を呑のんだ。俺の鼻から赤い雫が床に溢あふれ落ちる。

　俺は神に、今自分が天国と地獄のどちらにいるのかを尋ねた。

　俺が思い切りわしづかんでいたのは、マイカの大きくて、柔らかくて、けど一定以上の力を加えると内側からしっかりと押し返してくる程ハリと弾力に溢れた……おっぱい。掌てのひら中央一点にちょい硬めの感触。思わず、二度、三度と揉もみ直してしまう。

「わわ、悪い！！！　わざとじゃな！　……？？」

　本能が理性を凌りよう駕がして胸から手が離れずにいると、マイカの顔はいよいよ爆発寸前に見える程紅潮しているのに硬く凍りついていて、見開いた両目は何かを凝視して動かない。

















「っっ、そそ……それ……なななな、なん…………ッッッ」

　マイカの視線を追って見下ろすと、男の醜い欲望渦巻くバベルの巨塔が建造済みだった。

　あぁ神様、やっぱりここは地獄なのですね。と心の中でつぶやく。

　終わった……悲鳴は上げない。ただ果てしない喪失感と足下がガラガラと崩れ落ちる絶望感が俺おれを支配していった。

「っ、死ねぇええええええええええええええええええ！！！」

「おいちょっと待──」

　マイカの右ストレートが炸さく裂れつ。ギリギリかわすが空ぶったマイカの体は前進を止められず俺の視界をマイカの瞳ひとみが覆おおい、お互いの口が塞ふさがり言葉が止まる。

「「んむ…………！！！？！！？？」」

　信じられないくらいやわらかな感触に俺の体に電流が走り、呼吸が止まる。

　脳がマヒして、俺とマイカは見つめ合ったまま、現状を把握するのにしばらくかかった。

　舌に感じるこの温かく湿ったモノはマイカのソレで、マイカも気づいたらしく顔がリンゴのように赤くなって湯気が噴き上がる。

　なのに俺らは動けず、マイカが窒息寸前になり口を離すまで俺達のキスは続くのだった。

　胸といい、唇といい、舌といい、本当に、なぜ女の子という生き物はこんなにもステキにやわらかいのだと、俺は自問してしまう。こうして、俺らは互いの全すべてを知り合った。

　　　◆

　マイカと背中合わせでベッドに座ること一時間、いや、本当は五分かもしれないけどそれぐらいこうしているように感じる。

　長すぎる沈黙が気まずい。俺は自分から謝ろうと思い、口を開いた。

「さ、さっきはごめん、本当に悪かったと思ってる」

「う、うん…………、っ」

　ためらいがちなマイカの返答。どうやら怒ってはいないらしい、けど、きっとマイカの顔は火ほ照てったままだろう、俺もそうだ。

「でもよ、なんで『お風ふ呂ろへどうぞ』なんてメッセージ出してんだよ」

「だ、だって……これから一緒に暮らすんだし、一緒にお風呂入りたかったから……」

　何て事を言うんだ、と俺は唇を噛かんだ。俺の中でイケナイ妄想が爆発して、一緒に入るとしか言っていないのに、体を洗い合うイメージが頭から離れない。

「ねぇ、ちょっと聞きたいんだけど」

「お、おう」

「裸は、そりゃ恥ずかしいけど、でも、なんであんただとあんな、なんか変なのよ……あそこはお風ふ呂ろ場ばで、裸になるのが普通の場所で見てるのもあんた一人なのに、まるで人ひと混ごみの中で裸になったみたいな……あんなに恥ずかしかったの始めてよ」

　俺おれの顔に本気で火がついてきた。

「そそ、そんなの、俺が男だからに決まってるだろ？」

「？　男だと、凄すごく恥ずかしいの？」

「当たり前だろ。てか本当は人間だって男と女が愛し合って好き合うもんで、裸見せても平気な異性は……そういう関係にある相手だけで……って言わせんなよ恥ずかしい!!」

「え？　じゃ、じゃあアサトも恥ずかしかったの？」

「決まってんだろ!?　女のお前に全部見られたんだぞ!!」

「そっか……アサトも今、あたしと同じ気持ちなんだ、へぇ……えへへ」

　何だ今のは、最後ちょっと嬉うれしそうじゃなかったか。と少しひっかかった。

「とにかくそういう訳だから、俺の時代は男と女はトイレも更衣室もお風ふ呂ろも寝るのも全部別だったんだよ、だから俺らもそういうの全部別々な」

「えぇっ！」

「なんで残念そうにしてんだよ。お前だってあんなに恥ずかしそうにしてただろ？」

「うぅ、そうだけどさ……寝るのも、別？」

　背中越しの上目づかいに、そう聞いてくるマイカ。その可愛かわいさに俺はつい、

「……隣で寝るぐらいなら……俺ら、家族なん、だろ？」

　学生寮のロビーで家族を自称するマイカを思い出しながら、俺はそう返した。

「やたっ」

　振り返ると、マイカがちっちゃくガッツポーズをしている。

「でもなんだってそう一緒にやりたがるんだ？」

「だってせっかくの相部屋なんだし、そっちのほうが楽し──」

　マイカも振り返り、視線が合った。

　俺の脳裏に風ふ呂ろ場ばの記憶が鮮明に浮かび、マイカのパジャマが透けて見える。

　マイカも落ち着き始めた顔の赤みがまた戻って、両手を顔に当てた。ただ指の隙すき間まから俺を凝視してきてツバを飲む。

「そ、そういえばさっき、鼻血出してたけどさ……そんなに、刺激強かった？」

　上気した顔で上目づかいに聞くマイカ。また溢あふれてきそうだ。俺は絞り出すように、

「そりゃ、お前ぐらい可愛い子の、あんな綺き麗れいな裸見たら……な」

「そ、そうなんだ、あとさ、あんたのアレ……いや、やっぱいい、自分で調べる」

　俺らはお互いに嫌な汗をかきながら、

「今日は、もう寝ようぜ」

「う、うん………………」

　うつむくマイカとは対照的に、俺は天井を見上げながら羞しゆう恥ちと溢れる欲求に耐えながら気付く。更衣室に入っても、俺おれを珍獣扱いする他の女子は恥ずかしがらなかった。ということは、マイカは俺を人間扱いしてくれているという事なのだろうか。そう思いながらベッドの中に入り横になると、

「ねぇ、アサト」

　不意に話しかけられて、心臓が飛び跳ねる。マイカの方を向くと、マイカは嬉うれしそうにはにかみ、大きな瞳ひとみで俺の方を見つめながら問いかける。

「今度……さ、あんたの時代の話、聞かせてくれる？」

　少しの間を挟み、俺は答える。

「……ああ、いくらでも聞かせてやるよ、俺の昔話」

　そう言って、俺は笑い返してから目を閉じた。

　　　◆

　耳を衝つくのは銃声と爆音、踏ふみ締めるのは血肉の染み込んだ赤い大地、煙と炎ほのおに染まった空の下、硝しよう煙えんの香りに満たされた焼けつく空気を掻かき分け、射線から逃れるべく廃屋の窓に飛びこんだ。仲間の猿さる渡わたり門もん司じが必死に息を整える。

「どうする朝あさ徒と、小隊長死んで部隊は全滅、敵さんは殺す気満々だぜ」

「オレらしか残ってないんだから全滅どころか壊滅だろ、それでどうする朝徒ぶんたいちようさんよ」

「俺ら三人も死んだら殲せん滅めつ戦だな。こっちの装備は？」

　銃撃音が迫る中でも、努めて冷静な朝徒の問いに凪なぎ本もと怜れ央おと猿渡門司は低い声で答える。

「オレは弾切れで銃身曲がった64式小銃銃剣付き一丁、あとは落とした」

「おれは９㎜拳けん銃じゆう、弾はパラベラム一発、あとは盗とられた」

「自決用か？」

「んなわけあるか！　おれが死ぬ時は腹上死一択だぜ！」

「俺らが貰もらったパラベラムってＨＰホローポイント弾だから一撃だろうな」

「朝徒まで!?　ていうか通常弾でも死ぬからな！」

「俺ドラグノフ狙撃銃ＳＤＶで撃たれたけど生きてるぞ、まぁそれは置いといて、俺も弾切れの64式と９㎜、対して向こうは64式持った奴やつが最低でも九人か」

　常識で考えれば、この中東某国の町で朝徒達若い三つの命は散るだろう。

「ちっきしょ！　日本国産小銃うちの６４式売ってくれって言うから売ればこのザマだ！　戦争始まった途端敵さんに付くとかマジありえねぇし！」

「ハン！　最初からこれを見越しての申し入れだったんだろうさ、コイツの命中精度は折り紙付きだからな、ていうか怒るとますますサルっぽいぞ」

　門司が『ムキー！』と怒ると同時に窓の外から爆音が響き怒声が悲鳴に変わる。

「対戦車擲弾発射器ＲＰＧ‐７？　発展途上国じゃ必ず使われるって都市伝説じゃなかったんだな」

「それより俺は打撲四か所とアバラ三本だけだけどお前らは？」

「オレは打撲九か所とアバラ二本」

「おれは左腕撃たれて物持てねぇ、てか痛ぇ」

「ＯＫ、じゃあ接近戦ＣＱＢしかけっから敵が二五メートルまで近付いたら一人撃ってくれ」

　朝あさ徒とは64式小銃や９㎜拳けん銃じゆうを下ろし、少しでも身軽にしながら説明する。

「どうせこのままじゃ全員お陀だ仏ぶつだ。一人撃ち殺せば敵の目が一瞬そいつに行くはずだ。その間に俺おれが突入するから銃剣で後に続いてくれ」

「おいおい二五メートルってお前でも三秒はかかるし素手かよ。コレ持ってけ」

　銃剣の先端のナイフをはずそうとする怜れ央おを手で制して、朝徒はその瞳ひとみに決意を宿す。

「軽くして二秒で距離を詰める。そいつはお前が使えよ」

「けど」

「あんま近づかれると手しゆ榴りゆう弾だん投げ込まれるからな、その前にケリつけてやるよ」

　朝徒の頼もしい声に怜央と門もん司じはナイフと拳銃を手にニヤリと笑う。

　男達は拳こぶしを突き合わせ、戦色の言葉を告げる。

「「「俺らが死ぬにはまだ早い」」」

　　　◆

　ベッドで目を覚まし、ここが戦場では無い事を確認して俺は戦意を鎮めた。

「そっか……俺…………」

　二の句を継ぐ前に、その温もりに気付く。体に温かくてやわらかい感触。そして横には可愛かわいい女の子、マイカの顔があった。おそらく寝相で隣のベッドから転がってきたのだろうが、左足に絡みつくふくらはぎ、左手に重ねられた右手、右肩をつかむ左手、お腹なかがふれあい、肩元に落ちた顔との距離はミリ単位、拘束具ブラジヤーから解き放たれたモンスターココナッツが胸板を襲っている。マイカの吐息が鼻をくすぐり、女の子特有のいい匂においがする。

「……んむ……、……ぁ…………」

　マイカが身をよじり『やわらかさ』と『だんりょく』、反意語を両方備える矛盾した最強装備に理性軍が壊滅寸前だ。

　下半身は毎朝恒例の戦闘形態、ギンギンのハイパー兵器はマイカをロックオンして心の中の悪魔と天使が二人揃そろってＧＯサイン。トドメとばかりにマイカのフトモモが、そのハイパー兵器を下敷きにしているものだから始末に負えない。

　マイカからの刺激に悶もん々もんと悩んでいると、そのマイカが目を覚ました。

「あれ？　アサト？　なんで………………ッッ！！？！？！！」

「待てマイカ、これは違──」

　マイカごと上体を起こすが敵は止まらない。

「なんであたしのベッドに入って来てんのよ！」

　頭をつかまれ、迫るマイカのヒザが俺の視界を覆おおった。










第二話　最強の男ＶＳ最強の女



　学園生活二日目、体育の時間には外のグラウンドで走力強化訓練が行われた。

　雲一つない春のうららかな晴天。その下で若い女子高生達が腰のくびれにバストやヒップラインが良く分かるパイロットスーツ姿で並び、俺おれは動どう悸きが止まらなかった。

　この前まで、とは言っても千年前だが、クラスは全員体育会系男子で教師は向こう傷や義眼、眼帯を標準装備した鬼教官。全寮制で朝から晩まで男臭溢あふれる空間で血と汗と怒号と滾たぎる筋肉を飛び散らせながらの学校生活を送ったものだ。

　軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうが主力の戦場では一日の大半をこの格好で過ごす為ため、より実戦を意識した結果らしいが俺には目の毒だ。

「アサト、男って体力あるんでしょ？　いいとこ見せなさいよ♪」

　はじけるような笑顔で元気よく喋しやべるマイカ。昨日の一件で緊張が取れて以来こんな調子だ。朝のヒザ蹴げり攻撃はやめて欲しいが、こういう気さくな顔が見られて俺は嬉うれしい。

「りょうかいっと、まぁ女の子相手なら問題ないだろ」

　単純な身体能力勝負ならば活躍するのは簡単だと思い、マイカに軽く敬礼するが、

「それは聞き捨てならないなぁ」

　振り向くと、女子の列から飛び出た頭がこちらを向いている。女子達がサッと道を空け、モーゼのようにそいつは歩み寄ってきた。

　背が高いだけではない。女子がいなくなると、凜りんとした声の主が持つ、マイカ以上に女性的過ぎるボディラインが眼めに焼きつく。

　トップモデル並のプロポーションを品と自信に満ち溢れた美び貌ぼう、そして長いポニーテールで飾り付け、佐さ久く間ま教官とは違った美しさを誇っている。

　教官は戦場を駆け抜けた歴戦の勇士特有の凄すご味みを帯びた声と荒々しい空気を纏まとっていたが、彼女のソレは勝利者のような余裕溢れる空気だ。

　美少女揃ぞろいのクラスにあってなお、圧倒的な存在感を放つ絶世の美少女は、全身からエリート光線をまき散らしながら俺を見上げる。

「自己紹介が遅れたね。私はこのクラスの学級委員長を務める桜さくら庭ばエリコだ」

　エリコ。確か昨日のチャットでお姉様と呼ばれていた人物である。

　桜庭の登場に、マイカの顔があからさまに不機嫌になった。

「きゃー、お姉様ぁ！　どうかお姉様の実力を見せてやってください！」

「謝るなら今のうちだよアサト君」

　周囲が騒ぎだすとマイカが前に出る。

「なんでうちのアサトが謝るのよ！　ふざけんじゃないわよ！」

「その通り、謝る必要はないさ」

　桜さくら庭ばの思わぬ同意に、マイカが肩すかしを喰くらった顔になる。

　そして桜庭は余裕溢あふれる声のボリュームを上げた。

「彼はまだこの時代に来て日が浅く世界の広さを知らない。井いの中なかの蛙かわずでも仕方ないさ。だが無知は罪じゃない、これから知ればよいのだから。そうだろう？」

『ハイ、お姉さま！！！』

　目を吊つり上げ睨にらむマイカは別だが、桜庭のウィンク一つでクラスが一丸となって顔がトロけた。これがカリスマ性かと、俺おれは感心する。

「それに、男だかなんだか知らないが、所しよ詮せんは五〇〇年前に絶滅した種族だろ？」

　桜庭の声のトーンが落ちる。

「世界に望まれぬミュータントが私に勝てるなどと決して思うな」

　言われた事にムッとしたが、五〇〇年経たってもワクチンができない状況を考えると反論できない。ワクチンは世界中で研究されていたが、各国は医療の為ためではなく、軍事力強化が目的ではないかと互いを疑いあった。そして第八次世界大戦に起こった事件で各国の猜さい疑ぎ心しんは限界にまで達たつし、ついにワクチン研究禁止条例が国連で採択されたらしい。だが、

「随分な自信だな。でも、俺も負ける気なんてないぜ、男の強さを見せてやるよ」

　俺が一歩踏ふみ出し、スポーツマンスマイルを返してやると、桜庭の視線が鋭くなる。

















「それは楽しみだ」

　俺おれらが視線を交わらせ、クラス中の女子が注目する中、佐さ久く間ま教官が『次！』と言うと、桜さくら庭ばを含めた五人の女子がスタートラインに並んでしゃがむ。

　スタートライン横に浮かぶ球状のフライング監視装置から銃声が鳴り、速やかに走り出す桜庭。彼女はまたたく間に最高速度に達たつし、スタートダッシュの反応、姿勢、歩幅、どれをとっても最高の走りで、陸上の公式大会でないのが惜しまれるほどだ。

　そのまま残るレーンを走る四人を大きく引き離してゴールラインを越え、桜庭が通り過ぎると今度はゴールライン横に浮かぶ球状の記録測定器が喋しやべる。

『桜庭エリコ、一一秒四三、学園最高記録ヲ更新シマス』

『お姉さまぁあああああああああ!!』

　途端に湧わき上がる歓声、桜庭も得意げに笑って片手を上げた。

「ついに一一秒代前半ですわ」

「さすがお姉さま！　我が校のエース！」

「ふふ、よしてくれ、兵の善よし悪あしは足の速さではないだろう？　大事なのは軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの」

『桐き生りゆうアサト、一〇秒〇〇、学園最高記録ヲ更新シマス』

「アサトすっごーい！」

　マイカが目を輝かせて喜んでくれて俺も嬉うれしい。が、空いた口が塞ふさがらないとはこの事である。生徒達は全員固まったまま動かなくなり、俺と一緒に走っていた生徒達すらゴール前で失速、コース上で茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。ただ一人、桜庭を除いて。

「そんなはずあるかぁあああああああ!!」

　桜庭の怒声に思わず振り返る。

「一〇秒台など貴様オリンピック選手か!?」

「俺の時代なら九秒台で走る男もいたぞ」

　全生徒が石化した。マイカ以外で唯一無事な佐久間教官が口を開く。

「そういえば貴様はまだ体力測定を受けていなかったな。本来は四月にパイロットレベル測定と体力測定を行うのだが、軍事甲冑はまだ乗れないから体力測定だけでも行うか」

　石化したままの生徒たちに向かって、佐久間教官は声を張り上げる。

「貴様ら喜べ！　今日の体育は中止だ！　代わりにこの原始人の体力測定を見学しろ！」

　石像が一瞬で敬礼してから俺に注目する。

　歯は噛がみする女子達の中で、一番動揺しているのはやはり桜庭だった。

「言っておくけど今のはマグレなんだからね！　お姉さまに勝てるはずないんだから！」

「お姉さまは体力測定の全種目最高記録保持者で学年唯一のレベル五なんだから！」

「パイロットレベル五なんて一流の軍人並で三年生でも生徒会長一人だけなんだから！」

　騒ぐギャラリーが言う聞き慣れない単語に俺はマイカへ質問。

「マイカ、パイロットレベルってなんだ？」

「軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうを使った格闘、射撃、移動力や適合率、それぞれの操縦成績で判断されるパイロットとしての力量よ。一年生は一か二、二年で二か三、三年や正規軍の平均レベルが三ね、三年や軍の優秀な人が四でレベル五はさらにその上。日本に一九八人しかいない高機動型甲冑センゴクのパイロット試験を受けられるらしいわ」

「っで、お前は？」

「レベル三よ、どお驚いた？」

　えへん、と立派な胸を張るマイカ。パイロットスーツのせいで胸の破壊力が絶大だ。

「おーすごいすごい、けど桜さくら庭ばの二つ下なんだな（胸と身長も含めて）」

「あいつが色々反則過ぎるだけであたしも充分凄すごいんだからね！　色んな意味で！」

　マイカは握にぎり拳こぶしを作り、顔を真っ赤にして主張する……胸を張って背伸びをしながら。

「そう！　今は二年の春！」

「つまりお姉様は去年一年間の訓練でもう一流パイロット並の実力があるんだから！」

　いつまでも騒ぐ女子達に俺おれは口をとがらせて一言『ふーん』と言って桜庭に向き直る。

「記録一個なくなったけど気にすんな、兵士に大事なのは足の速さじゃないんだろ？」

「ッッッ！」

　桜庭は無言のままに口角をけいれんさせ、顔がリンゴのように赤くなった。

「ではアサト、次の種目に、む？　石いし川かわ先生？」

　佐さ久く間ま教官と同じ方向を見ると、他の先生が遠くから手を振り、何か叫んでいる。指で差した先を目で追うと、巨大なライフル銃がベンチに立て掛けられていた。

「よく見ておけアサト、これが軍事甲冑用電磁投射小銃ローレンツ・ライフルだ。口径は三〇ミリ、最大連射力は毎秒三〇発で弾倉を三秒で空にする。前のクラスが忘れたのだろう。簡易強化スーツは持って来ていないし、おい、誰だれか二人、いや三人で持っていってくれ」

　教官が言うそれを、俺はなんとなしに右手でひょいと持ち上げると、全員の顔が固まる。

「え、ここボディ部分ですよね？　つかんだらまずかったですか？」

「いや……なんでもない、うむ……先生今そちらへっ!!　この距離では聞こえんか」

「じゃあ俺が」

　遠くまで聞こえるよう『今このライフルをそちらへお持ちします』そう声を張り上げ、空気を激震させたのだが、周囲を見ると、何な故ぜか全すべての生徒が倒れ痙けい攣れんしている。佐久間教官は立ったまま両耳を塞ふさぎのけ反り、遠くにいた教官も耳を塞いで腰を抜かしていた。

「どうしたみんな？　まあいいか、では佐久間教官、こちらを届けてきますので、終わったら体力測定をお願いします」

　巨大ライフルを左手に持ち替えると右手で敬礼。俺は軽い足取りで走り去る。

　五分後、体力測定が始まり。

　走り高跳び　桜さくら庭ばエリコ　一九〇センチ　旧学園最高記録

　　　　　　　桐き生りゆうアサト　二四五センチ　新学園最高記録

　走り幅跳び　桜庭エリコ　六メートル四四センチ　旧学園最高記録

　　　　　　　桐生アサト　八メートル九五センチ　新学園最高記録

　砲丸投げ　　桜庭エリコ　一五メートル五三センチ　旧学園最高記録

　　　　　　　桐生アサト　四一メートル九六センチ　新学園最高記録

　五千ｍ競走　桜庭エリコ　一五分二二秒　　旧学園最高記録

　　　　　　　桐生アサト　一二分三七秒　　新学園最高記録

　ベンチプレス

「お待ちください佐さ久く間ま教官！」

「ん、どうした桜庭？」

　トレーニングルームで俺おれがバーベルの前に立つと、急に桜庭が横よこ槍やりを入れた。

「失礼ながら、私も参加してよろしいでしょうか？」

「お前はもう体力測定終わっているだろう？」

「はい！　ですが私は常に自分を磨き、日々成長しているのです。なので過去の記録と比べられるのはフェアではありません！」

　握にぎり拳こぶしを作り、マイカよりも大きな胸を張って堂々と言い放つ桜庭に女子達も口々に『その通りよ』と言って桜庭の参戦を希望する。

「いいだろう、確かお前の記録は八五キロだったな」

「九〇キロでお願いします！」

　桜庭はバーベルが取り付けられた台の上に横になると深呼吸をする。

　バーベルのバーをつかんでシャフトから外し、胸の位置まで下ろして、

「てりゃぁあああああああ!!」

　桜庭は歯を食いしばってから声を張り上げた。品も余裕も無く、必死の形相で大声を上げながらみんなの憧あこがれのお姉様はバーベルを持ち上げ、シャフトからアナウンスが流れる。

『桜庭エリコ、九〇キロ、学園最高記録ヲ更新シマス』

「キャー！　流石さすがお姉様！　九〇キロ台突入よ！」

「男なんて目じゃないわ！」

　バーベルをシャフトに戻してから、桜庭は上体を起こし、肩で大きく息をする。

「ぜぇ　はぁ　ど、どうだアサト　ぜぇ　ごほっ　これで私の力が……あ……」

　桜庭が絶句、他の生徒達も同じ方を見て目が点になった。

『桐生アサト、三六〇キロ、学園最高記録ヲ更新シマス』

　女子達は驚きよう愕がくを通り越して皆、頭上に疑問符を浮かべていた。重りが付き過ぎてバーベルというよりも何かのオブジェに見えるそれが、俺の腕を支えに浮かんでいる。

「ちょっ、何あんたどこのヒーローよ！　すごいじゃん♪」

　マイカが子供っぽくはしゃぐ間に俺おれはバーベルをシャフトに戻してから起き上がる。

「筋力は落ちてないみたいだな、って、おいおいじゃれるなよ」

　興奮して俺の両肩をつかみ揺さぶるマイカ。まったく、子供だなぁ、と思っていると、

「エリコなんて目じゃないわね、見なおしたわ。特別に朝の事は許してあげる」

　などと可愛かわいい顔で上から目線気味にマイカがウィンクした。

「そいつはどうも、でも俺らはスポーツマンじゃなくて兵士だろ？　こんな記録がいくら良くても軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆう乗れない俺よりマイカのほうがずっと凄すごいんだぞ」

「まぁねー♪」

　得意げに髪をなびかせるマイカの姿を、温かい目で見ていると背後から、

「その通りだアサト！　我々に必要なのは国民を守る戦闘力、次は甲冑戦で私と勝負だ！」

　桜さくら庭ば信者がそのほとんどを占める女子達も頷うなずき賛成するが、俺にそんな気はない。

「いや、それ体力測定じゃないだろ？」

「うちのアサトなめんじゃないわよ！　あんたなんか瞬殺なんだから！」

　エリコに喰ってかかるマイカ。何かテンションのおかしいマイカに俺は語気を強める。

「お前は黙ってろ、戦うのは俺なんだぞ」

「いいでしょ？　どーんとあんたの強さをみせてやりなさい！」

　バンと胸を叩たたかれ、体勢がマイカに対して退き気味だった俺はバランスを崩す。

「うおっ！」

　姿勢を立てなおそうと抵抗して反転、足で踏ふん張るも、桜庭を巻き込み盛大に転んだ……だけならまだ救いもあったのだが、目を開けると桜庭のまつ毛が瞳ひとみに映る。唇が湿る。単刀直入に言うと、キスをしていた。

　マイカの時とは違い、舌までは触れあっていないが、唇の柔らかさは本物で、マイカの唇といい勝負だ。俺は驚き上体を起こすが、桜庭は目を震わせながら何も言えずにいて、トドメの一撃とばかりに俺が視線を下ろして両手に感じるモノの正体を確認すると、ソレは誰だれかの期待を裏切らず、桜庭の大ボリュームの特盛りバストだった。

　着用者の素肌を覆おおうごく薄のスーツは、防刃防弾性に優れるのに触覚的存在感がゼロで、俺の十指はエリコの爆乳にめり込み、その量感と甘い感触に全身の血圧が一気に上がる。

『いやぁああああああああああああ!!　お姉様が襲われたぁあああああああああ!!』

『この害獣！　お姉様から離れなさい！』

「なんでそうなるんだよ！　おいマイカ！」

「ッッ、あたしのファーストキス奪っといて他の奴やつとも」

「？　おいどうし、ぐごっ」

　マイカの手に金属バットが握にぎられフルスイング、俺のこめかみを打ち抜いた。

　こうして俺おれは男から珍獣、そして害獣へとジョブチェンジし、そして桜さくら庭ばは……

「よ、よくも私の……ここ、殺してやる！　貴様絶対に殺してやる！！！　決闘だ!!」

「いい加減にしろ」

　佐さ久く間ま教官が低い声で桜庭を制する。

「ですが佐久間教官！　こんなどこの馬の骨とも分からない古代人に私が負けるはずが」

「くどい！」

　抗議する桜庭を、佐久間教官は一いつ喝かつした。

　途端に、桜庭は背筋を伸ばして直立不動の姿勢を取り表情を引き締める。

「どこの馬の骨？　こいつの事は雑誌やニュースで散々報道されたはずだろ、それに現代人が過去の人間に負けて何な故ぜ悪い？　お前は己の敗北を認められないただのガキだ！」

　佐久間教官の言葉に俺とマイカを除いた全員が押し黙り、沈ちん鬱うつな表情を浮かべた。

「いいや、その勝負受けて立つわ！」

　空気も読まずにマイカが言い放つ。

「おいマイカ」

「だってアサトもすっきりしないでしょ、こんな女より強いって証明しなくていいの？」

「それは……まぁ」

　収まらないマイカを止めようと、今度は教官が口を開く。

「おいマイカ、お前も…………いや、いいだろう、では試合は二日後の日曜日、午後四時、第二アリーナで執り行う」

　俺は不自然に空いた間が気になるが、それよりも。

「待って下さい佐久間教官、私はまだ甲かつ冑ちゆうの操縦は」

「貴様には放課後と明日、私が直にシゴいてやる。それと次の授業の飛行訓練だが、今から始める事とする。分かったら全員Ｂ－｜４フィールドにて訓練機の用意をして来い！」

　佐久間教官の指示で女子達は桜庭と共に走り出す。トレーニングルームから生徒がいなくなると、佐久間教官は自分も行こうと一歩進んでから、背後の俺に告げる。

「勘違いするなよ、先程のは貴様をかばったわけではない。ただケツの青いガキが調子に乗っているのが気に喰わなかっただけだ」

　そう言い残すと教官は足早に退室して、その場には俺とマイカだけが残された。

「やっぱり佐久間先生ってこわいわね」

　しかし肩を竦すくめるマイカに俺は『そうかな』と切り出した。

「俺は、佐久間教官は凄すごく優しい人だと思うぞ」

「へ？」

「まぁいい、それよりマイカ、勝手に勝負とか受けるなよ」

「むぅ、だってエリコの野郎をばしっと倒せば…………みんなアサトの凄さ分かるじゃん」

　やや顔を伏ふせ、申し訳なさそうに言うマイカ。その反則じみた上目づかいに俺おれは一言、

「……、……わかったよ、じゃあ明後日はちょっと勝ってくるか」

　　　◆

「ふぅ……」

　その日の夜、佐さ久く間ま教官との飛行訓練が終わり俺は自室のベッドに倒れ込んだ。

　体力的にはなんの問題も無いが、慣れない動作に頭が疲れる。

　走る、跳ぶといった行為はいいが、背中のスラスターを操る飛行は未知の感覚だ。明日の土曜日も佐久間教官と丸一日飛行による三次元機動の訓練をする。

　だがこのままではパイロットレベル五、一流パイロット並の桜さくら庭ばには勝てない。何か策が必要だ。天井を見上げ、溜ため息いきが漏れる。マイカの明るい声が聞こえたのはそんな時だ。

「アサト、お風ふ呂ろ空いたわよー」

　下着姿だった。牛乳を飲んでいたら絶対に吹いていただろう。

「服ぐらい着ろ！」

「何よ、ハダカじゃないし別にいいでしょ！　いつもなら下着だって……」

　最後の方は小声過ぎて聞こえないが、ぶつぶつと言い続けるマイカ。

　自分の子孫と言ってもそれは戸籍上の話、俺からすれば最近知り合ったばかりの女の子であるマイカは他人も同然。下着姿は俺の健全な育成に大きな支障をきたす。

「そういえば忘れてたわ、これあんたのＬＬＧ、あたしと同じ腕時計型選んどいたから、必要なものはこの量子変換シートで量子化してインストールしときなさいよ」

　収納棚から取り出した腕時計と黒いシートをベッドに放ほうり投げるマイカ。

「選ぶ？　ＬＬＧって腕時計の形してるもんなんだろ？」

「何言ってんのよ、あんた知らないの？　ＬＬＧは皮膚から電磁パルス読み取って起動するから肌に触れるならどんな形でもいいのよ、おシャレにもなるしね、小こ宮みや所長は腕時計とイヤリング型で佐久間先生は耳かけ型、エリコの奴やつは指輪型ね」

「へぇ、っで量子化ってなんだよ？」

　マイカは呆あきれ気ぎ味みに息を漏らす。

「あんたの時代なんも無いのね。分野によって意味は変わるけど転送分野での量子化は物質を量子化して量子情報をＬＬＧに記録する事よ。あとは量子情報を元に使いたい時に再構築するのよ、こんなふうに」

　ＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアを展開、選択するとマイカの手に光が収束、金属バットを構築した。

「短縮に入れればワンタッチで再構築できるからさらに便利よ」

「この時代に来てから未来道具のオンパレードだな、まぁいいや、じゃあ授業道具でも」

　マイカのウィンドウを埋め尽くすのはお菓子と少女漫画の写真……

「てめぇは何技術の無駄遣いしてんだよ！！？」

「え？　だって急にお菓子が食べたくなったり漫画読みたくなる時ってあるでしょ？」

『何か問題でも？』と言いたいのかマイカはきょとんとし、小首を傾かしげる。

「授業道具インストールしとけよ！」

「だいじょうぶ、あたし以外の子はみんなそうやって使ってるから」

「大丈夫じゃないだろ！　つか千年経たってまだ紙媒体あるのかよ!?」

　目覚めてから未来技術バンザイ祭りだったのからいきなり二十一世紀に引き戻される。

「電子書籍が主流だけどね、やっぱ好きな漫画はデータじゃなくて本体欲しいでしょ？」

　確かに、俺おれの時代も音楽ダウンロードはできるがＣＤもあり、特典が付いていたりして購買意欲をかきたてる。データは所しよ詮せんデータ、本当のファンはカバージャケットや特典付きの本物、物体を欲しがるもので、それは千年後も変わらないようだ。

「って、こんな事してる場合じゃねぇな……」

　俺が思わず疲れた息を吐くと、マイカはベッドに座る俺の横に腰を下ろした。

「なーにシケたつらしてんのよ？」

　胸元の空いた制服のデザイン上、谷間が眩まぶしいのはいつもの事だが、下着姿での威力はケタ違いで、火ほ照てった顔で息を呑のんだ。その豊満な胸にドギマギしてしまう。

「あんたねぇ、明後日はエリコと決闘でしょ！　もっとシャキっとしなさいよシャキっと！　そんでぼっこぼこのギッタギタにしちゃいなさい！　男って強いんでしょ？」

　俺を睨にらみ上げながら迫るマイカ、左腕に大きな胸が押し当てられて、嬉うれしいような逃げたいようなもっと押しつけて欲しいような。

「……もしかしなくてもお前、桜さくら庭ばの事嫌いだろ？」

「あったり前でしょ！　あたしはね、あたしより強い奴やつが嫌いなの！　中学じゃ喧けん嘩か最強だったんだから！」

「それでここに来たらもっと強い桜庭がいたってか？」

　ケンカ師の戦力は馬ば鹿かにできないが、腕自慢の集まる軍事学校ではいい戦士止まりだ。

「だから明日はあのデカ女の負ける姿を……ってどうしたのよあんた？」

　俺を見上げるマイカに、俺はしばし無言になってから、

「明後日の試合……どうやって勝とうかなってな、今のままじゃ負け確定だ」

「『勝ってくる』とか言ってたじゃない！　何弱気になってんのよ！」

　俺は眉まゆ根ねを寄せ、溜ため息いきをつく。

「強化スーツって言うから最初は手足の長さや筋力の違いに慣れればいいと思っていたけど、スラスター使った飛行がなぁ……あいつ授業中も飛行移動上う手まかったし、空中戦じゃ勝ち目がない。だからあいつを地上に降ろす必要がある」

　甲かつ冑ちゆう戦に筋力は関係無い、身体能力はあくまでマシンスペックに依存する上に操縦技術は向こうが上。となれば奇策でもない限り俺には勝てる要素がない。

　桜さくら庭ばのスラスターを破壊するか、向こうから地上に降りて来る状況を作るか。

「痛ったぁ──！」

　俺おれの頭に軽い衝撃が走ると同時に、マイカが拳こぶしを押さえて苦しんでいた。

「くっ～、筋肉無いとこなら平気だと思ったのに……」

「やめとけやめとけ、俺の頭はレンガ縦に割れるんだぞ」

　それ以前に、何な故ぜ殴られるのだろうかと、俺は疑問符を頭に浮かべる。

「あんたね、こんだけでかい体しといて何ちまちま考えてんのよ、タイマン張るなら真正面から勝つ気で突っ込む！　当たって砕けない！　これが常識よ！」

　男らし過ぎる言葉に、女子の台詞じゃないな、と俺は苦笑した。

　すると、マイカの頬ほおが緩む。

「あたしは今までそうしてきたんだけど……ちがう？」

　そのくったくのない笑顔があまりにも可愛かわいくて、不安でいっぱいだった胸が軽くなる。だから励はげましてくれるマイカに感謝し頭をなで、

「ありがとうな、マイカ」

「だからなでるな!!」

　マイカはなんの躊躇ためらいも無くこめかみを殴ってくる。そこでふと考える。強い奴やつが嫌いならマイカは俺の事も嫌いなのだろうか。だからなでると怒るのだろうか。しかしマイカは自分からは俺に抱きついてくることもあり、その心はわからない。

「それに、別にあんたの為ためじゃないわよ！　あんたが負けたら家族であるあたしまで恥かくんだから、そのへんちゃんと覚えときなさいよ、まったく」

　マイカは倒れる俺の前で腕を組み口を尖とがらせる。けれど、やはりその頬は少し赤かった。

「てかいつまでブラとパンツ丸出しでいる気だ、さっさと服着ろよ！」

　白い谷間が眩まぶし過ぎて俺の理性が吹っ飛びそうだ。

「うるさい！」

　と、マイカは枕まくらを投げつけて来る。

　俺はそれに拳を一発叩たたき込み、中のクッション素材が部屋に散らばった。

「あんた人の枕になんてことしてくれんのよこの馬ば鹿か力ぢから！」

「わわ、悪い、今日は俺の枕使ってくれ」

「やーよ、人の奪うみたいで」

「だったらどうす……ん？」

　マイカの視線が、俺の右腕に注がれていた。

　　　◆

「っで、本当にこれでいいのか？　座布団とかクッションの方が」

　右腕を枕代わりに使われる俺へマイカが返す。

「いいのよ、あんたへの罰も含まれてるんだから、それに弾力あって悪くないし」

　緩み、はにかんだ顔で寝るマイカ。言葉の通り、弾力を楽しむように頭をぐりぐりと押しつけてくる。その度にマイカの濡ぬれ羽ば色いろの髪から漂う甘い香りが俺おれの鼻び腔こうをくすぐった。

　男のいないこの世界の恋愛観や性的観念はわからないが、きっとマイカは自分の言動がどれだけ男の俺を刺激しているか気づいていないだろう。

「まぁお前がいいならいいけどさ」

　と言って眠ろうとすると、布団の中で、温かい手が俺のお腹なかを慈しむようになでた。

「アサト」

　紅潮気味の顔で、柔らかく言う。

「絶対勝ってよね」

　家族と言っても、兄や弟にここまでする女子は少ないだろう。本当に人なつっこい子だと思いながら、俺はマイカの綺き麗れいな青みがかった髪を優しくすいて『あぁ』と頷うなずいた。

　　　◆

　日曜の夕方、マイカと共に選手入場口を抜けた俺はその光景に度肝を抜かれていた。

　米粒のような群衆が客席を埋め尽くし、その全員の沸き上がった歓声が俺の耳を突く。

　アリーナという単語からもしかするととは思っていたが、海上エリアに建造されたそこは、まさにコロッセオとでもいうべき闘技場であった。

　広大なフィールドを階段状の客席が囲み、別の試合のリプレイ立体映像を投影した複数の光円盤が飛び回っていて、多くの巨大投影ディスプレイラデイウス・ノヴアがアリーナの様子を映し出す。

　贅ぜい沢たく過ぎると思ったが、すぐに三十一世紀の超未来はダテじゃないと思いなおした。

　普通の野球ドームよりも席一つ一つのスペースが広く取られ、段数も少ないが、満員御礼の観客動員数は全校生徒と教師でも利かないだろう。そして無論、全員女性である。

『さあ、それでは本日のメインイベントォオオオオオオオ!!』

「この放送誰だれがやっているんだ？」

「放送部の子よ、休日はこうやってアリーナで有名生徒や先生同士の試合をやるんだけど、さすがにこの人数は初めて見るわね、多分基地の兵隊と街の人も来てるんじゃないかしら、休日は生体認証すれば一般人も入れるし」

「なんでこんな大ごとになってるんだよ……」

「そんなの学園の掲示板に今日の試合が告知されてるからに決まってるでしょ、ほら」

　マイカがＬＬＧのウィンドウを展開、操作すると今日の試合が告知されていた。

「人類唯一の男だからねぇ。あんたが目覚めてからテレビも雑誌もあんたの事ばっかよ」

「それで全校生徒に俺の姿を見せておこうってわけか、決闘に否定的だった佐さ久く間ま教官が急に許可した理由がわかったよ……」

「学園がパニックにならないようあたしらに不可侵ルールまでできてるんだから」

「ああ、それで休み時間ごとに教室の前に人だかりができていたのか」

　俺おれは世界的に注目を浴びているらしく、姿を一目見ようと常に女子生徒達が俺について回り、教員がそれを見つけるたびに追い払っているのが現状だ。

　私的用事で話しかけないよう通達されても、好奇心を抑えきれないお年とし頃ごろなのだろう。ちなみに害獣認定をしてきた桜さくら庭ば信者達の影響で、学園のトイレは一番奥の個室に『男子専用』という張り紙がされている。そこ以外使うなという意味だ。

『学園のアイドルでみんなの憧あこがれるお姉様！　かく言う私も愛してやまない二年生唯一のパイロットレベル五、桜庭エリコお姉様の試合がこれより始まります!!』

　客席の歓声が倍化して、俺は肩を落とす。

「うわぁ、会いたくねぇ」

『そしてそのお姉様に挑戦するのは、皆さんご存じ千年前の地球からこんにちは、地球唯一の男原始人、お姉様に盾突く不届き千万害獣ヤロー、桐き生りゆうアサトだぁああああ!!』

　途端に始まるブーイングの嵐あらし。

　勝負を吹っかけてきたのは桜庭のほうなのだが、学園内ではどうやら身の程知らずな原始人がみんなのアイドル桜庭エリコに喧けん嘩かを吹っかけたという事になっているようだ。

『それでは二年二組、我らがエース、桜庭エリコ選手の入場でーす！』

　反対側の選手入場口から桜庭が入場する。

　そっちは入場コールありなのかよ、と思っていると観客席から声援が爆発した。あまりの歓声に肌どころか内臓にまで響いてくる。

　客はプロ野球の試合よりもずっと少ないはずだが一人一人の熱狂ぶりがすさまじい。というより全員女子のせいか声が黄色過ぎてかなり耳障りだ。

　桜庭が円形の闘技リングに飛び乗り、俺を指差す。

「さあ上がってこい、私と君の格の違いを教えてあげよう！」

　ポニーテールをなびかせ、ヤル気満々の桜庭に俺は困惑するが、

「いきなさいアサト！　あのデカウマ女をぶっとばすのよ！」

　背後で声援？　を飛ばすマイカを見て表情を改めた。

「それじゃ、ひとつやるか」

　俺も円形リングの階段を無視して、一度の跳躍で胸の高さまであるリングに上がった。

　リングの床が開き、量産型軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆう『アシガル』が姿を見せハッチが開く。その中に乗りこみハッチを閉じると、桜庭はすぐさまクリアモードを起動し、客席に手を振る。

　俺も同じように乗りこむと、軍事甲冑で強化された視界と視力で、関係者席に佐さ久く間ま教官と小こ宮みや所長の姿をみつけた。

『Ｂ装備で電磁投射小銃ローレンツ・ライフルの弾は上限ありの一万発、それでは準備はよろしいですね？』

　そろそろ試合開始だ。俺は気合を入れながら、上限一万発の弾という条件を胸の内にとどめる。桜さくら庭ばとリング中央を挟んで対たい峙じし、閃ひらめいた秘策をまとめていると。

『ではこれより、バトルフィールドへ移動します』

　俺おれが『へ？』と驚く間に突然床と一緒に視界が消えた。否、穴に落ちたのだ。

　レールを走るように俺は長い地下トンネルを高速で通り抜け、青い空に射出される。

「おわっ！」

　ここは海上エリアに設けられた軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆう用バトルフィールドで、海上エリア本島と橋で繋つながった人工の小島のようだ。

　確かに、甲冑のスピードを考えれば球技場程度の広さで事足りるはずがない。

　周囲に客席の様子が投影ディスプレイラデイウス・ノヴアで表示されている所を見ると、客席には逆にこちらの様子が映っているのだろう。

　俺が二日前の放課後と昨日の特訓で覚えたスラスター制御で空中に静止すると、桜庭は腕を組み、既に余裕の表情で宙に立ち待っていた。

　こちらも今更だが、桜庭に合わせてクリアモードを起動させる。

「来たなアサト、今ならば泣いて許しを乞こえば優しく終わらせてあげるよ」

「悪いけど、負ける気で挑む喧けん嘩かなんてないんでね」

「そうか、ならば……心おきなく君を潰つぶせるな!!」

　桜庭の顔が嗜し虐ぎやくに歪ゆがむ。

『試合、始めぇ！』

　一発の砲音が聞こえると俺はすぐさまアシガルの出力を通常出力クルーズから戦闘出力ミリタリー、そして最高出力マキシマムから限界出力フルバーストまで上げる。狙ねらいは桜庭が俺をなめてかかってくれるであろう開始すぐ、とにかく短期戦に持ち込もう。そう考えた瞬間、桜庭が叫ぶ。

「フルバースト!!」

　俺の作戦は一瞬で吹き飛んだ。

　　　◆

「逃げるのが男の作法かい？」

　桜庭の放つ弾だん丸がんが右脚に被弾。模擬戦用の武器で機体は傷つかないが、各部パーツのライフゲージが減る。これがゼロになった部位は機能が停止して、ダメージ計算の結果、機体が停止するかパイロットが死んだと判断されると試合終了だ。

「くそっ！」

　限界出力状態で追い回し、電磁投射小銃ローレンツ・ライフルのフルオート射撃を続ける桜庭。今はなんとか逃げられているが全すべての弾をかわせるわけではないし、それが桜庭の悪ふざけである事は明白だ。試合開始から一〇分経たつが、まるでハンティングを楽しむかのように、いつでも仕留められる俺の装甲をじわじわと削り追い詰めてくる。

「くそ、同じ限界出力なのに」

「君の飛行は直線的過ぎるねぇ」

　優美な曲線を描く見事なコーナリングで後ろを取る桜さくら庭ば。対するこちらは目的の方角へ向かって直進するだけだ。

「どうしたアサト、男の強さを見せてくれるのだろう？　男とは女より強いのだろう？」

　続くフルオート射撃に俺おれは慌てて方向転換。当たるかどうかにかかわらず、フルオート射撃で追いかけ回すのは対象の精神を追い込む効果が高い。桜庭もそれを狙ねらっているのだろう。軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの射撃武器は電磁投射小銃ローレンツ・ライフルと電離分子小銃プラズマ・ライフルだが、連射性能は電磁投射小銃のほうが高い。

　電磁投射小銃で弾幕を張り、疲ひ弊へいした俺を一発の威力が高い電離分子小銃でとどめを刺す気だろう。武器の特性を理解した悪く無い手だ。

　回避しきれず、これでは作戦実行前に撃墜だ。だが俺はまだ飛行射撃ができない。

　各パーツの青い装甲ゲージがみるみる減り、赤い本体ゲージに迫るのを見て、ついアリーナの中継映像に映るセコンド席のマイカの姿を見てしまう。

　できればカッコよく勝ってマイカにいいとこを見せてやりたいが、やはり解凍されてから一週間もしない自分と、この時代に生きる桜庭とでは操縦技術に雲うん泥でいの差がある。

　各部とも六割近いライフゲージを失い、実戦ならば内部が剥むき出しというところまで追いつめられる。背後の弾幕が一発でも当たれば一気に機能減退、そしてとどめを喰くらう。

　いつまで避ければいいんだ……と内心焦りを感じ始めていた。

　作戦はまだ使えない、負ける。そう思った次の瞬間、弾幕が急にやんだ。

「ふむ、ではそろそろ終わりに」

　桜庭が電磁投射小銃を左肩のハードポイントに戻し、右肩の電離分子小銃を取った。

　今が好機だ！　一気に急降下し、バトルフィールドの金属プレートへと着地する。

「何をするかと思えば、横にしか動けない地上へ逃げるとは、男は戦いのいろはも知らないのかい？　これだから突然変異の野蛮人は」

　俺は桜庭へ電磁投射小銃を放った。それもフルオートで。

「おっと、急に反撃かい？　まぁ弾の一発も使わず負けたくない気持ちは分かるがこんな弾が当たる程私はノロくはないよ」

　こちらの対空射撃を桜庭は三六〇度全すべての空間を使いきる見事な三次元機動とクイックブーストでよける。その様はまるで宙を踊る精霊のようだった。

　俺が未いまだ甲冑での射撃には慣れない事に歯は噛がみすると、桜庭が笑う。

「ふふ、君はパイロットレベルの意味を理解していないようだね」

「なんだと？」

「マイカ君も言っていたがパイロットレベルの算出には甲冑に乗った時の戦闘や飛行技術だけではなく、適合率も加味される。では甲冑との適合率とはなんだい？」

　飛行訓練中、教官に教えられた知識を思い出すと同時に桜さくら庭ばが口を切る。

「感覚強化だよ」

　俺が射撃を休めると、見下した声音で桜庭は語る。

「甲かつ冑ちゆうは搭乗者の知覚能力や思考速度などを強化するが、その倍率は脳へ一定以上の負担がかからないようになっている。だがレベル五を誇る私程の適合率にもなれば、この距離と君程度の射撃能力なら電磁投射された弾をかわす事すら可能だ。しかし……」

　電離分子小銃プラズマ・ライフルの銃口がこちらを睨にらむ。

「操縦歴三日の君はどうかな！」

　銃口から放たれたプラズマ弾が飛来。青い閃ひらめきは一瞬で迫り……足下に被弾した。

「はずれた？」

　桜庭が怪け訝げんな顔で呟つぶやき、俺おれは口元を緩めた。

「バカな」

　立て続けに二度、三度と引き金を引くが、桜庭の模擬プラズマ弾は全すべてバトルフィールドの床に吸い込まれ、一向に当たらない。

「ッッ、なぜだ……！」

　歯は噛がみする桜庭に、俺は種を明かす。

「そんなの飛んでいないからに決まってるだろ？」

「なに!?」

「確かに俺の操縦技術はお前の足下にも及ばねえよ。でも、ただ走るだけなら手足の長さや筋力の変化に慣れれば問題ない。地上なら俺本来の動きができるってわけだ」

「そうではない！　何な故ぜ君如ごときの動体視力で銃弾が見えるんだ!?」

　桜庭は余裕を失い、目の前の出来事を否定するように叫んだ。

「だって俺、裸ら眼がんで弾筋見えるし」

　綺き麗れいな唇をひくつかせ、桜庭は『はぁ？』と口から漏らした。

「他にも銃口を見ればどこに飛ぶか分かるし、引き金を見ればいつ撃つか分かるしな。それに、軍事甲冑の強化ってのは足し算じゃなくて掛け算、重要なのは搭乗者の地力だろ？　レベル一でも元から弾道が見える俺の動体視力を強化すればプラズマ弾ぐらい余裕で」

「そんなはずがないだろう!!」

　桜庭の銃口からプラズマ弾がフルオートで放たれる。

　その連射速度は電磁投射小銃ローレンツ・ライフルの足下にも及ばないが、それでも連続して放たれるプラズマ弾全てを、俺は鍛えた足さばきと体さばきでかわし、避け続ける。

　桜庭は限界出力フルバーストの速度で以もって空を飛びまわり、ありとあらゆる角度、距離からプラズマ弾を放つがどれも必中には程遠い。

　これが俺の策だ。電磁投射小銃のフルオート射撃で弾幕を張られればかわすのは難しい。

　けど弾は一万発、電磁投射小銃ローレンツ・ライフルの無駄撃ちという状況下なら話は別だ。

　桜さくら庭ばの弾切れと同時に俺おれは地上へ降下。桜庭は残る電離分子小銃プラズマ・ライフルで対地射撃をするだろうが連射性の低い電離分子小銃は俺に当たらない。理想はここでこちらの対空射撃で仕留める事だが失敗しても問題ない。桜庭は俺を叩たたきつぶしたくてしょうがない。となれば、

「いいだろうアサト、君は私の剣で直々に斬きり伏ふせてあげようじゃないか！」

　桜庭は急降下し着地、俺の作戦は成功した。

　俺は慣れない空中戦も、甲かつ冑ちゆうによる射撃も回避し、これで後は、

「ハァッ！」

　桜庭が腰の高周波ヴアイブロブレードと電離分子剣プラズマ・ソードを振るい、こちらも同じ装備で応戦する。

　射撃戦から一転、俺らは二刀流による高速剣撃戦を展開するが、今度の力関係は逆だ。

「くっ、この私が、この桜庭エリコがこんな原始人に」

　俺に何度も装甲を斬りつけられる桜庭の表情に焦りの色が浮かぶ。

　音速の遥はるか先を行く甲冑の超音速剣技で撒まき散らされた衝撃波ソニツクブームが、バトルフィールドの床を叩く。すり足が火花を散らす。

　千を超える刃の衝突のたび、刃から火花が吹き荒れる。

　手足の長さにさえ慣れればこの軍事甲冑は最高だ。常に自分の想像以上の成果を出して期待を裏切らない。つい、千年前にもこれがあったらと思ってしまう。

「何な故ぜだ、男の体格は認めるが……だからといってこの私を」

　自分の剣が届かない事に、桜庭は狼ろう狽ばいを隠せない。

　決して桜庭が弱い訳ではない。ただ、それでもなお俺の方が強い、それだけだ。

「あいにくと俺の時代の兵士は軍隊格闘と剣道、銃剣道が必ひつ須す科か目もくでね。確かにお前は強いよ。足や体さばきは華麗にして優雅、狙ねらいは正確、打ち込みは鋭く重心移動も完かん璧ぺき。たぶん剣道四段か五段くらいの実力はあるんじゃないか？　でもな！」

　桜庭が振り下ろした剣を受け流し、腹にカウンターの横蹴げりを見舞う。

「道場剣術の域を出ねぇ！」

　宙に浮く桜庭への追撃はあえてせず、俺は言い放つ。

「戦争は殺し合い、剣しか使っちゃいけないルールはない。拳こぶしや蹴り、必要なら投げ技も織り交ぜて持てる全すべてを使うのが本当の合戦剣術だ！」

　高周波ブレードの切っ先を突きつけると、桜庭は悔しそうに歯を食いしばるが、すぐに小さく笑い飛ばす。

「ふっ、この程度で勝った気かい？　なら君にこれが出来るか!?」

　桜庭の機体が一瞬で俺の横に回り込む。

　俺はサイドからの一撃をなんとか防ぎ、そこから再び苛か烈れつな剣術戦に戻るが今度は前ほど実力に開きが無い。明らかに桜庭の動きが速く、そして力強くなっている。

　その時、俺おれは桜さくら庭ばの機体から出る異音にはっとなる。

「気付いたようだね、そう、私は自分の動きに合わせてクイックブーストを使い加速している。体を動かす方向に正確に、これが近接甲かつ冑ちゆう戦の高等技術、ブーストモーションだ！」

「だからどうしたよ！」

　桜庭は得意げだが、それでも戦況はひっくりかえらない、ただ相手が速くなっただけ、スピード系の敵と戦っていると思えば何の問題も無い。

　俺と桜庭とでは、根本的な戦闘パラメーターに差があり過ぎる。

　戦いが続けば続く程、桜庭の表情から余裕が消える。

　五分も経たてば自慢のブーストモーションも陰りが見え、華麗な剣技も雑になっていく。

「ふざけるなふざけるなふざけるなふざけるな！　この桜庭エリコが男なんかに！」

「弱いな学年最強。お前がどんだけ凄すごかろうがどんだけ強かろうが、お前みたいな嬢ちゃん戦士に負ける程俺はヌルくねぇんだよ！」

「黙れ!!」

　桜庭が低姿勢からブーストと脚力にあかせた強引な突進。そして下から斬きり上げてきた。単純な攻撃は余裕を持って受け止めるが、信じられないような推進力が俺を襲う。

「まさか！」

　彼女のスラスターが地面に対し凄まじい斥せき力りよくを発揮。俺ごと上空へと舞い上がる。

「空中なら……空中戦なら私が！　もう地上には逃がさん！」

　だが、今の戦いで闘争心が温まり、千年前の感覚を思い出した俺は不敵に笑う。

「悪いな桜庭……空中戦でも負ける気がしねぇ！」

　思い出すのは向けられた殺意、脳裏に浮かぶのは迫る凶弾。そしてかつての仲間達である最高のバカ男子高校生達キリング・モンスターと共に駆け抜けた剣林弾雨の嵐あらしの中だ。

　操縦に慣れていないからなんだ、相手がベテランだからなんだ。

　そんな理由で、こんな一度も戦場に出た事がないような箱入り姫に敗北するのか？

　五体に流れる戦場の感覚と今まで背負った業が全身に行きわたり、魂が覚かく醒せいする。

「男の分際でぇえええええええ!!」

「男なめるなよ!!」

　本来の桜庭ならば勝算もあったろうが、今の戦い方が雑で反応の遅い彼女では本気になった俺を抑え切れない。後の戦いは一方的だった。

　空中戦でも俺は桜庭の攻撃全すべてをかわし、弾はじき、彼女の剣は一度たりとも届かない。殺人鬼に追い込まれた少女のように錯乱し攻撃をしてくるが、そのどれもが彼女らしくない、無様な剣だった。俺は勝利の予感をつかむが、違和感を感じた。

　妙だ。桜庭の弱体化ぶりに闘志が削そげる。

　確かに桜庭は思わぬ反撃に多少はメンタル面が傷ついているだろうが、それにしても弱すぎる。反応が遅い、というよりも、動作一つ一つに恐れを感じる。

　それも、時間の歩みに比例して酷ひどくなってきている。

　その時、投影ディスプレイラデイウス・ノヴアの時刻表示が目に入った。試合開始から四〇分が経たっている。

　まさか、と気付いてしまい、すぐさま秘ひ匿とく通信を開いた。

『桜さくら庭ば！　お前もしかして体が』

『……ッ、だったらなんだ』

　バレた、と彼女の目が語る。軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの限界出力フルバーストは絶大な速力を得る代わり搭乗者の肉体を傷つける諸もろ刃はの剣。パイロット殺しの自壊モードだ。

　本来は思わぬ強敵に出会ってしまったような緊急時に使う出力設定で、戦い続ければこうなるのは仕方ない。苦く悶もんに顔を歪ゆがめる桜庭の姿に、心臓の鼓動が速くなる。

『すぐにギブアップしろ！　このままじゃ危険だ！』

　桜庭の攻撃が激しさを増した。

『この私に負けを認めろと？　私は桜庭エリコだぞ！　自ら負けを認めるなど──』

　桜庭の表情に電流が走ると、振り下ろした剣が途中で失速、桜庭は空中に立ち尽くしたまま体を痙けい攣れんさせて息を切らし、右手から電離分子剣プラズマ・ソードがすり抜けた。

『桜庭……だいじょう』

『はあぁあああああああああああああああ!!』

　桜庭の機体が急上昇、そして降下し、スピードを乗せた高周波ヴアイブロブレードで斬きりかかる。

　……駄目だ。このままでは桜庭の体がもたない。こうなったらさっさと終わらせるしかない！　空中で何度も交差し、何度も剣が互いに喰くらい合い、俺おれらは激突する。

　俺の未熟な三次元機動も、全身を痛みに蝕むしばまれた桜庭とはいい勝負だった。

『私は……私はぁ……ぐっ』

　苦悶に顔を歪ませながら戦う姿があまりに痛々しくて胸が痛んだ。桜庭は、今までに見た事も無いような美少女であるはずだった。自信に満ち溢あふれた表情、気品香る佇たたずまい、男への差別や偏見はあっても、桜庭は理屈抜きで綺き麗れいな娘こだった。

　それが自信も気品も失い取り乱して、極上のドレスに泥水をかけた気分だ。

　そうだ……五〇〇年も男がいなかったのだ。異星人扱いも当然なのかもしれない。それに千年前に何度か見た、初めて挫ざ折せつを味わった者と同じエリコの目に、俺の戦意は消える。

　俺が、こいつのプライドを傷つけてしまったんだと思った。

　汗で髪が頬ほおに張りつき、必死の形相で戦う桜庭は今にも力尽きそうだ。

　そんな様子にようやく観客も気付いたらしい。

「ねえ、あのアサトってのまだ戦ってるわよ」

「フルバースト使ったお姉様相手に凄すごくない？」

　そんな声がちらほらと聞こえる中「なんか今のお姉様」徐々に減る歓声の中で聞こえた。

「いつもと違う」

『!?　……うわぁああああああああああ!!』

　加速しながら型も何も無い、感情に任せた大ぶりな一撃を放とうとする桜さくら庭ば。その姿が儚はかなげで、思わず同情的な目を向けてしまう。

『私を見下すなぁあああああああああああああ！！！』

　もう、終わらせよう…………ごめんな桜庭。俺おれは心の中で、そう謝罪する。

　両手で高周波ヴアイブロブレードを構え突貫する桜庭。対してこちらも桜庭へ向かって最大加速し、両手でブレードを構え、俺らは互いに限界速度同士で向かい合う。

　俺らも、観客も、誰だれもがこれが最後の一撃だと理解しているだろう。

　しかし剣を振るのはこちらが早い。これで終わらせる。そう確信した刹せつ那な、桜庭の目から零こぼれる涙を見て、俺の腕から力が抜けた。

　激しい衝撃が頭を襲う。桜庭の模擬用ブレードが頭を直撃したのだ。

　俺のブレードは何かにかすめた程度の手ごたえしか無い。

【機能停止　ＹＯＵ　ＬＯＳＥ】

『勝者！　桜庭エリコ選手ぅうううううううううう!!』

　アシガルのＡＩアナウンスの直後、放送部の勝利宣言で興奮の冷めかかった会場が賑にぎわいを取り戻した。

　自分達はこうなると分かっていたと言わんばかりに騒ぎ、俺を罵ののしり、桜庭を褒ほめ称たたえ、だが、桜庭を妄信していたわけではない一部の生徒は、彼女の評価を改めただろう。

『なぜ……剣を止めた……』

　空中で向かい合ったまま、秘ひ匿とく通信越しに聞く桜庭の声は震えていた。

　それだけ言うと、桜庭はできる限りの虚勢を張るようにカメラへ向かって手を振り、バトルフィールドを去った。

　佐さ久く間ま教官からメールが届いたのは、ちょうどその時だった。

　　　◆

「ちょっとあんた大丈夫!?　待ってて、今すぐ保健室まで運んであげるから！」

　ピットに戻るなりまくしたて迫り寄るマイカ。流石さすがの俺ものけ反り、三歩下がる。

「保健室って、俺無傷だぞ？　おわ！」

「四〇分以上フルバースト使って強がってんじゃ……」

　マイカは無む理り矢や理り俺のスーツを脱がせようとして息を呑んだ。

「うそ……どこも内出血してないじゃない、なんで!?」

　唖あ然ぜんとするマイカに、俺は自分の胸を叩たたいて答える。

「男は頑丈だからな、Ｇは感じたけど、そんな内出血起こす程じゃないし」

「じゃあ、あんた本当にそれ痩やせ我が慢まんとかじゃないの？　痛かったら泣いていいのよ」

「平気だよ、まぁ怪け我がしても平気そうな顔はするけどな」

「な、なんでよ？」

「マイカ、俺おれたち兵士は国民を守るのが仕事だろ？」

「……う、うん」

「辛そうな顔した兵士に『もう大丈夫ですよ』なんて言われて誰だれが安心できるんだよ」

　マイカの口から『あ』と声が漏れて、解ってくれた事を察して俺は続ける。

「どんなに辛くても苦しくても顔には出さない、兵士はいつでも明るく元気に笑顔で弱きを守る正義の味方、それが俺のいた軍の教えだ」

　そう言って笑みを見せると、マイカは赤く染まる頬ほおを隠すようにそっぽを向いた。

「何その理屈、カッコイイと思ってんの!?　男ってバカなんじゃない!?」

「なんだマイカ、そんなに俺の事心配してくれたのか、ありがとうな」

　マイカの頭をなでるが反撃は無く、頭を許したまま背を向けてきた。

「か、勘違いするんじゃないわよ！　あんたは一応あたしの親しん戚せきで、か、家族なんだから別に普通だし……感謝されるような事は」

「お前……耳赤いぞ」

　慌てて両手で耳を隠すマイカ。反応が可愛かわいい。

「ね、ねぇアサト、じゃあさ、ほんとの本当にあんた、どこも悪く無いのよね？」

「おう、俺はぴんぴんしているぞ」

「そっか、じゃあ──なんで負けてんのよアホト！」

　飛びかかり、足で胴体を挟むとそのまま空中ヘッドロックをかけてくるマイカ、その技の鮮やかさと言えばプロレスラー顔負けだが、マイカ程度の腕力では俺へのダメージなどないはず……が、しかしその効果は絶大であった。大きくて、下着と制服越しにも分かるマイカの胸の柔らかさに襲撃され顔が火であぶられたように熱い。

「へぇ、あんた締め技は効くのね、弱点見つけちゃった♪」

「そうじゃねぇよ、胸！　胸が顔に！」

「胸って……!!」

　飛び下がり、緊急回避するマイカは自身の胸を抱き隠し、声を張り上げる。

「あんたどこに顔うずめてんのよ!?」

　俺の顔面にマイカの右ストレートが炸さく裂れつし、マイカは拳こぶしを押さえて苦しんだ。

「ッ、って、待って。あんたフルバースト使って平気なら何で最後負けてんのよ!?」

「そりゃあ、だって…………女の子ってさ、軽いよな」

「どういうこと？」

「そのまんまだよ。軽くて、細くて、柔らかくて、脆もろくて」

　細い首や手足、柔らかい体、オシャレな洋服やドレスが似合いこそすれ軍服など着せたくないほど綺き麗れいな顔。それでありながら華きや奢しやな体を精いっぱいに使い、必死に戦い一生懸命に勝とうとする姿に、俺おれは攻撃の手が止まってしまった。

　二十一世紀の国こく防ぼう学がく園えんではゴツイ男としか戦った事がない俺にとって、女の桜さくら庭ばはそれほどに可愛かわいく、傷つけてはいけない存在に見えたのだ。

　試合の終盤、泣きそうな顔で戦う桜庭の姿を見て自問した。

　自分は何をしているのだろうと、女の子相手に勝って何を浮かれていたのだろうと。

　女の子を見下しているわけではない、けど、体力差の問題は事実だ。それに……男が女を守らないでどうする。例え体力に差がなくとも、俺は女の子を守れる人になりたい。

「アサトが悩んでるのってエリコより強いから？」

　不意な問いに俺は頷うなずく。

「え？　まあ」

「でもそれって変じゃない？　アサトのほうが強いなら勝っちゃえばいいじゃん」

「あのなあ、男は女よりも強いんだ。だから女の子相手に本気出すのは……」

　言い淀よどむ俺にマイカは唸うなる。

「それがわけわかんないのよねぇ、なんで強いと弱い奴やつに勝っちゃいけないのさ？　勝負って強いから勝てるのに強い人は本気だしちゃダメって変じゃない？」

「いや……それは……」

「それにねー、前に見た映画で正義の味方が言ってたわよ『お前達のは戦いでは無い、ただの暴力だ！』ってね」

　途端に頬ほおを緩めてマイカは笑う。

「あんたはエリコと戦ったの？　それとも暴力振るったの？　どっち？」

　その素直な笑顔に、一瞬ドキっとしてしまう。本当にさっきから心配したり怒ったり笑ったりと忙しい女の子だ。そして俺が答えずにいると。

「ったく、本当に優しいんだから……まぁ、そういうの嫌いじゃないけどさ」

「え？」

「な、何でもないわよ。それよりあのデカ女はいつかあたし自身の手でぶっ飛ばすとして、まっ、あんたも一応頑張ったみたいだし、いいとこ連れてってあげるわ♪」

「え？　いや俺はこれから用事が」

「いいから来なさい！　それともあたしの言う事が聞けないっての!?」

　不意にマイカが背後に回り裸絞めチヨークスリーパーをかけて、量感たっぷりの双胸が押しつけられた。

「ちょっ、胸！　胸が当たってるからストップ、マイカ！」

　マイカの胸の感触に悶絶しているところ、

「貴様らは何をやっとるんだ？」

　振り返ると、佐さ久く間ま教官が冷たい視線でピットの入り口に立っていた。

　　　◆

「アサト、これが貴様を解凍した真の理由だ」

　俺おれとマイカが佐さ久く間ま教官に連れて来られたのは、海上エリアの地下施設、競技場よりさらに広い空間だった。

　一面を真っ白な金属パネルで覆おおわれた天井や壁は距離感を失いそうなほど遠い。無機質で殺風景な空間にいるのは、赤い軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうと小こ宮みや所長だけだ。

「新型機の準備はできたかカナデ」

「ええ、この子は準備万端、いつでも発進できるわ」

　二メートル半程の巨大な赤い甲冑の横で小宮所長が嬉うれしそうに笑い、俺に歩み寄る。

「じゃあ早速本題だけど、アサト君にはこの子の専属パイロットになってもらいたいの」

「専属パイロット……何な故ぜ私が？」

　こんな素人に新型機の専属パイロットなど馬ば鹿かげている。だが小宮所長は、

「アサト君じゃないと耐えられないのよ」

　所長に続き、教官も口を開く。

「世界最高スペックを誇るこいつの殺人的なＧには私ですら耐えられん。とてもではないが実戦に投入できるシロモノでは無い、だが」

　小宮所長が俺の両肩をつかんだ。

















「限界はあくまで女性の話、男の君ならこの新型機にも耐えられるはずよ、さっきの戦いでのパイロットデータを見て驚いたわ、アシガルのとはいえ、フルバーストでまったくの無痛なんて。だからアサト君、この子を是非君に！」

「貴様が乗れないとこいつは廃棄処分だからな、自分の作品が壊されないよう必死なのだ」

「所長って機械好きなんですね」

「いや、こいつはただの変態だ」

「へ、変態じゃないわよサオリちゃん！　ただ機械に興奮するだけよ！」

「世界はそれを変態と呼ぶのだ」

「ちっがーう！　いいもん別に。じゃあアサト君、甲かつ冑ちゆうに乗ってくれる？」

　立ち直った所長がＬＬＧを操作、一秒後に赤い甲冑のハッチが開いて操縦席コツクピツトが姿を現す。初めてアシガルに乗った時同様、乗り込むと関節最適化フイツテイングが始まる。

「出力は通常出力クルーズに設定してあるんだけど、どう？」

『通常出力？　これがですか？』

　力加減をしながら軽く体を動かしてみるが、アシガルの最高出力マキシマム並の手ごたえだ。

「よし、続いて武装の説明だ。前にも説明した通り、軍事甲冑は電離分子装甲プラズマ・アーマーのおかげで対軍事甲冑用の武装でもそう簡単にやられはしないが」

「ソレすら一撃で貫いちゃうのがその子専用武装なの♪」

　子供のようにバンザイをして、小こ宮みや所長が饒じよう舌ぜつになる。

「その子の武装は今までの常識を打ち破る超親切設計！　電離分子小銃プラズマ・ライフル、荷電粒子砲に陽電子ポジトロン砲、四〇㎜電磁投射小銃ローレンツ・ライフル全部その子専用のスーパー出力。近接武器は高周波ヴアイブロブレード『フツシミ』と電離分子剣プラズマ・ソード『ハバキリ』の二つがあって電離分子装甲プラズマ・アーマーなんて一撃よ♪」

「とんだ鬼畜設計だな。その上二つを連結させ、最大四〇メートルのビームエッジで広範囲の敵をプラズマバリアごと殲せん滅めつできる『アラマサモード』など始末に負え……む？」

　そこには、ヒザを抱える技術研究所所長の姿があった。

「……それは私が言いたかったのに」

　この人は本当に所長なのかと、俺おれは疑問に思った。

『って、陽電子砲は放射線出るじゃないですか！　広島長崎条約はどうなったんですか！』

「放射線？　カナデ、この原始人は何を言っているんだ？」

「昔の陽電子砲は目標との核反応で放射線が出たらしいわ、六〇〇年以上前の話だけど」

　顔が引きつる。未来技術進歩し過ぎだろ……と、驚きよう愕がくしていると。

「ふふ、でもこの子を乗りこなせばアサト君もサオリちゃんと同じ装甲戦姫ブリユンヒルデね」

「私は元だ、教員になってからはただの装甲戦士ワルキユーレに過ぎん」

『なんですかそれ？』

　俺の質問に、佐さ久く間ま教官が答える。

「量産型ではなく、高機動型甲かつ冑ちゆうに乗る兵をワルキューレ、そして専用機乗りをブリュンヒルデと呼ぶ。最強の甲冑である専用機は貴重だからな、戦場を離れこの学園の教員になる時、私の専用機は後任の者に引き継がれた。今は高機動型甲冑のセンゴクに乗っている」

　その話を聞いて、俺おれはネガティブな想定をして質問する。

『すいません、私はこれに乗るために解凍されたのですよね？　もしも乗りこなせなかったら私はどうなるのですか？』

　小こ宮みや所長が視線を泳がせる。

「えーっと、私としてはそれは困るんだけど、安心して、君は寮に暮らしながら防ぼう衛えい学がく園えんに通ってくれればいいし、希望を出せば軍隊がつこうもやめられるわ。ただ軍から離れると生活の保障が難しいからおすすめはできないわね。でも乗りこなせないなんて事はないわ、だって、きっとその子はアサト君の為ために生まれた機体だから」

　俺の為、その言葉の意味を訝いぶかしむと、教官に睨にらまれる。

「貴様にかかった費用分は働けよ原始人。冷凍カプセルの解析と頭の弾だん丸がん除去手術、貴様のわがままで制服や下着まで男用のを特注したのだしな」

「もうサオリったら、そりゃあアサト君には日本救ってもらわないと困るけど……」

　救うとは少し大げさではないかと思い、俺は教官に質問を投げる。

『佐さ久く間ま教官、現在の日本の戦況について教えて頂きたいのですが』

「そうだな、だがこのままでは話しにくい、まず降りろ」

　ＬＬＧ操作で軍事甲冑のハッチが開き、俺は降りた。

「マイカちゃん、アサト君についてちょっと話があるからこっち来て」

　思い出したようにマイカを一度見てから、小宮所長はマイカと一緒に少し離れたところでＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアを展開して話し始める。

「……よし、良く聞けアサト、戦争の激化に伴い、今やどこの国も徴兵制を行っているが、日本は憲法で徴兵制が禁止されているため、未いまだ志願制だ」

　教官は舌打ちをしながら頭をかく。

「他国が当たり前のように一〇〇万人以上の兵力を持つのに対し日本は僅わずか五〇万人、平時はそれでもいいが多くの兵を戦地に向かわせ、軍は慢性的な人手不足に陥っている」

　佐久間教官はマイカを警戒してから、俺の耳に口を近づける。

「ここだけの話、日本の兵士数では海上やアジア大陸の戦場、海岸線の防衛に回すので手いっぱいでな、本土に駐ちゆう屯とんする兵士は必要最低限の数しかいない」

「それでは」

「うむ、国内には武装警察を配備しているが内陸部に侵入されれば被害は壊滅的だろう。日本軍はアジア大陸や海上が主な戦場だが、本土を攻められ緊急事態になれば軍事学校の生徒すら出撃させる予定だ」

　海岸線を越えられたら終わり、そんなずさんな防衛があってたまるかと俺おれの中に怒りが芽生えるが、それを察したのだろう、教官は俺よりも先に切り出す。

「圧倒的な兵力差で戦況は悪くなる一方で戦争が始まってから六年、死者数は二四〇万人、分かるだろ？　徴兵はできないのに兵は減り、軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうは性能限界に達たつし、一人当たりの戦力も上げられない、我々とて限界なのだ。今年に入ってからは特に敗戦続きでアジア大陸では戦線は下がり続け周辺の島も三つ占領された。他の大陸戦線も同じで先週もトルコの日本軍基地の救援に派遣した二千人の兵が奇襲に遭って一夜で全滅した……忘れるなアサト、これが日本の現状だ」

　その力強く、真まっ直すぐな目に俺は気圧され、ツバを飲み込んだ。

「この事は他言無用だ、分かったな？」

「はい、ありがとうございます」

　思わぬ礼の言葉に気勢を削そがれたのか、珍しく教官がきょとんとした。

「何な故ぜ礼を言う？」

「機密情報を教えるという事は、それだけ私を信頼してくれている、という事ですよね？」

「図に乗るな！」

　痛い！　いきなりパーで殴られた。右の頬ほおが痛い、そして教官の目が怖い。

「貴様には何が何でもカナデの新型機を乗りこなしてもらわねばならんからな、国の事情を知れば少しはやる気が出ると思っただけだ！」

「カナデさんの……って、友達思いなんですね」

　ぐはっ！　今度はグーで殴られた。左頬が痛い。

「私は貴様の教育の為ために戦場から呼び出されたのだ。貴様さえいなければ今いま頃ごろ国防の為に戦場で戦えたはずなのに……私以上の戦力にならなければただではおかないからな！」

　自分の教育の為に、その言葉で俺は自分のＶＩＰ具合と白刃の矢が立った佐さ久く間ま教官のレベルの高さを知った。

「ということは佐久間教官は凄すごい方なんですよね？」

「もちろんよ」

　と、何故か所長が胸を張った。

「え？　小こ宮みや所長さっきまで向こうに」

「サオリは元装甲戦姫ブリユンヒルデで今も日本に一九八人しかいない高機動型甲冑乗りだし三年前の九きゆう州しゆう防衛戦、二年前の台湾救援戦、去年の沖縄奪還戦で毎回三〇〇機以上の敵を殲せん滅めつしてるし、それ以外のあらゆる戦場でも大活躍で、日本の英雄、戦場のアクマと恐れられて──」

「いいかげんにしろ」

　と、俺の言葉を無視して興奮する所長の頭を教官がぺち、っとこづく。

「ごめん、つい熱くなっちゃって」

「まったくお前は」

　そんな二人に思わず頬ほおを緩ませ、

「本当に仲がいいんですね」

　おふぅっ！　ついにチョキで殴られた。凄すごく目が痛い、心が切ない。膝ひざから崩れ落ちた。

「だ、だいじょうぶアサト？」

「おう、なんとかな」

　差しのべられたマイカの手を握にぎり、見上げると視線と視線がぴったりと合い……

「ん？　どうしたマイカ？」

「なんでもないわよ！」

　マイカのヒザ蹴げりが顔にキマり、声が出ず涙が出る。なんだかもう死にたくなってきた。

　でも何で蹴られたんだろう、と俺おれは頭を悩ませる。

「ではこの新型機を乗りこなすべく、貴様には今後も放課後と休日は私の個人授業に付き合ってもらう。今日のところはもう休め」

　当たり前のように言いながら立ち去る二人。残されたのは俺とマイカと新型機だけだ。

「じゃあ今度こそあたしに付き合ってもらうわよ」

「え？　いやそれより待って下さい佐さ久く間ま教官！　そういう事なら今日からでも特訓を」

「あたしの許可無くどこ行こうとしてんのよあんたは！」

　マイカが飛び付き裸絞めチヨークスリーパー。大きく柔らかいモノがたぷん、と押し当てられて俺の健全な育成がみるみる阻まれていく。

　　　◆

　大浴場に着いた。

「なんで大浴場！！？」

「たまには部屋の狭いお風ふ呂ろじゃなくて一緒に大きいとこ使お。家族なんだから」

　と、どこか嬉うれしそうに言うマイカ。

「いやでも俺男だし、この前説明しただろ？」

「大丈夫よ、あたし今日からはバスタオル巻く事にしたし他の子は気にしてないし」

　そういえば俺って珍獣害獣扱いだっけ……と思い肩を落とした。

　男湯の無い世界を恨んでいると、マイカが俺の腕を引いてくる。

「さっさと行くわよアサト」

「いやだから待っ」

　大浴場の赤いのれんをくぐらされて、俺は予想を裏切らない光景に逃げだしたくなった。

　下着。下着。下着。下着。下着。俺の脳内でダイナマイトが爆発した。手に汗をかく。

　脱衣所はあっちもこっちも着替え中の女子だらけだった。

　知識に乏しい俺では名称は分からないが、様々な形の白、青、黒、ピンク、黄、オレンジ、赤の布地は、全員ではないが透けているモノやひも状のモノすらある。

　屈強な益荒男ますらお達の汗と怒号と筋肉飛び散るオトコワールドで生活してきた俺おれにとって、そこはあまりにも刺激が強過ぎて鼻血を出して気絶……などというギャグマンガのような事は起きないが、直視できるような光景で無いのは確かだった。

　この時代の女子は二十一世紀の女子に比べ発育が良いのでますます困る。

　しかし、ためらいがちながらもその光景から視線をはずし切れないところは、やはり男が故であり、そのおかげで俺はある事に気づいた。

「全員がハダカ……じゃない？」

　お風ふ呂ろに入る為ために女子達は次々に制服である軍服と下着を脱ぎ裸になるが、何割かの女子はそのあとでバスタオルを体に巻き、隠すべき場所を隠す女子の姿が見える。

　中には下着を脱ぐ際、女子同士なのに恥ずかしそうにしたり、隣の女子に『あんま見ないでよ』などと文句を言っている女子もいる。

「おいマイカ、女同士でも裸って恥ずかしいのか？」

　そんな疑問にマイカは呆あきれながら肩をすくめる。

「恋仲なら別にだけど、まぁ普通は恥ずかしいわね。あんたの時代は違ったの？」

「滅相もございません」

　中学生の時、修学旅行で女子が『男子は隠すの下だけで楽だよね』と言っていたのを思い出す。男だって男湯に入る時に前を隠す人は隠す。

　少々恥ずかしがる人がいてもこの場に悲鳴を上げる人がいない事からも分かるが、裸を見られるのは抵抗感の度合いに差があるだけで異性同性関係無く恥ずかしいモノなのだ。

　つまりマイカが『今日からバスタオル巻く』ということは……慎みが足りないと怒ろうとすると、俺の脳内で火薬庫が爆発。顔が熱い。

　そこには、巨乳を片腕で隠しながらショーツを脱ぎ終わるマイカの姿があった。発育の良い大きな胸は腕につぶされ、むにゅんと形を変える。布地から解放された白く形の良い、やや大きめのお尻が震え、俺は思わずその裸体を凝視してしまう。

　俺の視線に気づいたマイカは小さな悲鳴を上げ、慌てて両手で局部を隠す。すると左右から両腕に挟まれた双乳が中央に寄せられ、むちむちっと上向きに膨らんだ。

「って、胸も隠せよ！」

「あうっ、忘れてたっ」

　耳まで真っ赤にしたマイカが慌ててバスタオルを手繰り寄せる。俺も目を逸そらして、渋々マイカの隣で制服を脱ぎ始める。

　それにしても女風呂に入るなど、俺の理性が持てばいいが……そう危き惧ぐしながら、タオルで隠す子がいるなら、混浴や水着風呂だと思いながらさっさと入ってさっさと上がってしまおう。そんな風に考えながら俺はみんなを見ないよう、ロッカーの方を向きながら下着のシャツに手をかけて、騒がしかった脱衣所が静寂に包まれている事に気づいた。

　全女子がこちらを見ていた。肌色面積が多すぎて前かがみになりそうだ。

「お、お前ら何見てんだ？」

『ぜんぜん、あたし達は普通にしてるだけだよ』

　ここまで完かん璧ぺきなハモリは合唱コンクール優勝校でも無理だろう。

　変な奴やつらだと思いながら上半身裸になると、女子達が叫ぶ。

『なにそれ、図鑑と全然違うじゃない！』

　自慢じゃないが、確かに俺おれの体は普通じゃない。極限まで鍛え込んだ体は筋肉の筋が浮いているし、戦場で身体に刻み込んだ勲章はヤクザより多く、斬痕刺痕火傷痕弾だん痕こん、数え上げたらキリがない。

「大胸筋が直に見えるわ！　お腹なか割れてるし君ボディビルダー!?」

「まさかそれ全部傷跡!?　イレズミじゃないの!?」

「背中スゴすぎ!!」

　裸女子が俺をガン見しながら押し寄せて来る。どういう状況だゴルァッ！　と心中で叫ぶ。

　ぽよんたゆんのメロン＆イチゴ畑に視界を絨じゆう毯たん爆撃されて心臓が暴れ回る。

　忘れてはいけない。もう男は絶滅していて、この世の全すべての人類は人間の体と言ったら女の体しか思い浮かばないのだ。

　性的な意味とは別に、知的好奇心で俺は取り囲まれる。

「だぁーもー、人の裸見るなよ！　お前らだって見られるの恥ずかしいんだろ!?」

　女子達はクモの子のように散るが、離れても視線だけはこちらに向けている。

　くっ……何だこの羞しゆう恥ちプレイ、さっさと着替えよう、と考えパンツに手をかけると全女子がしゃがみながらすり足で近寄って来た。

「なにか？」

『ううん、別に、いいから早く脱いで』

　彼女達のシンクロ率ならばオリンピックも金メダル確実である。

　俺がバスタオルを腰に巻いてからパンツを脱ごうとすると、今度は全女子が残念そうに定位置に戻った。害獣より珍獣の方がマシだが、この時代の価値観が憎い俺であった。

　と嘆いていると、

「ア、アサト!?」

　振り向けば、豊満過ぎる胸を惜しげも無く揺らす全裸の桜さくら庭ばがいた。ケガは完治済み。

「ぶはっ！　なんでタオル巻いてないんだよ!?」

「どうしたんですかお姉さま？」

「さっきから静かになったり騒がしくなったり何やってるの？」

「うわっ、淫いん獣じゆうだ！」

　ついに害獣から淫いん獣じゆうに成り下がった。確かに桜さくら庭ばの胸を揉もんだがあれは事故だ。

　防ぼう衛えい学がく園えんはマンモス校だけあって脱衣所はかなりの広さがあり、その奥からは桜庭率いる取り巻き連中も次々現れる……が、バスタオルを巻いている生徒は一人もいない。

「わ、私がバスタオルをつけないのは体に恥じる部分などないからだ」

　桜庭に続いて取り巻き達も、思い思いのリアクションを取り、自然とバストが弾んだ。

「バスタオルを使うなんて体に自信が無い証拠だわ！」

「風ふ呂ろは元々裸で入るモノでしょ？　細かい事気にし過ぎだよ♪」

「ていうか何あんたその体ボロボロじゃない、隠すならあんたこそ、その傷きず痕あと隠したら？」

「あれ？　マイカ、あんた確かあたしらと同じノータオル派じゃなかったっけ？」

マイカは俺おれの下半身をチラ見してから、

「う、うるさいわね、今日からタオル派になったのよ！」

　忘れていた。男湯でも堂々と裸で入る男もいて、むしろ国こく防ぼう学がく園えんのたくましきオトコ達は誰だれ一人として己が男の証あかしを隠していなかった。今も奥から裸の女子達が次々に集まってくるし、着替えを恥ずかしがらず裸になる女子もいる。

「ア、アサト、今日の試合だが私は自分の勝ちだとは思っていない、そもそも体力測定の記録は全すべて君に負けているわけであってだな」

　桜庭の言葉は届かない。一糸まとわず、バストやヒップ、さらにもっと大事な部分、隠すべき場所全てをさらけ出した美少女達が目の前に立ち並ぶ光景に俺の脳内でミサイル基地が爆発して心臓が暴走し、心の小人達が理性の柱にオノを入れていく。

　桜色の頂きが上を向いた形の良い豊かな胸、張りのある柔らかそうなフトモモや綺き麗れいな曲線を描くお尻……そして一番刺激的な部分はもう、どう表現すればいいかわからない。

　二十一世紀で見てきた国防学園のオトコワールドとあまりに違い過ぎて、脳のう味み噌そはとうに容量オーバーだ。

　浴場とはマッチョボディの『お疲れ様です軍曹殿！』達が入り乱れるワッショイ男祭りでは無かったのか？　何な故ぜ浴場に柔らかく丸みを帯びた歩く無修正猥わい褻せつ物ぶつが入り乱れているのか、俺はもう浦島太郎先輩に是非ともご教授願いたかった。

　中でも桜庭は規格外だ。

　どの生徒よりも大きく形の良いバストとそれに相反するようにくびれたウエスト、大きめのヒップはキュッと上に引き締まり、血管が浮くほど白い肌には産毛すら無い。

　立ち並ぶ取り巻き連中も総じてクラスの中でも豊満なスタイルで、桜庭同様に首から下も瑞みず々みずしい、つるつるの肌を晒さらしていた。俺は高鳴る鼓動を抑え切れず、ほんの僅わずかでも理性が残っている間に逃げるべく、一度脱いだ服に手をかけると、浴場へのドアが開く音と聞き覚えのある声がした。

「何をしている貴様ら！　入るならさっさと入らんか！」

　規格外外、ラスボス佐さ久く間まサオリ教官が現れた。

　頭がグラグラしてくる。

　桜さくら庭ばをさらにボリュームアップさせたような体は鍛えこまれた筋肉で引き締められ、女性特有のやわらかさと兵士特有の勇ましさを兼ね備えた二重の意味で美しい体だった。

　とは言っても今の俺おれには片方の魅力しか伝わってこない。

「お前ら揃そろいもそろってどこのお嬢様だ!?　戦場でいちいち恥を気にして生き残れると思っているのか！　お前らも女なら堂々と脱げ！」

　片っ端から女子達のバスタオルを剥はぎ取り、全裸美少女を大量生産しながらズンズンこちらに近づいて来る佐久間アクマサオリ。そんな諸悪の根源は全すべての女子を全裸にすると俺の存在に気づく。垂れる事を知らない爆乳が大きく揺れ、鋭い目と一緒に俺を睨にらみつける。

「アサト、さっきの試合だが過程がどうであれ負けは負け、残念だが今回は桜庭の勝ちだ。だがお前なら今後の鍛え方次第で」

　腰に手を当てた仁王立ちの教官を凝視して限界突破。俺が仰あお向むけに転倒すると、全裸女子達が駆け寄り見下ろしてきて、視界を埋め尽くす。その光景がトドメとなり女子達とおっぱいが徐々にフェードアウトする……皆、足下に転がる俺を不思議そうに眺めていた。

「アサト？　うーむ、先程のダメージが残っていたのやもしれんな」

　教官の声を最後に、俺の意識は吹き飛んだ。










第三話　地球唯一の男ＶＳ無敗の戦乙女



「日本軍は弱すぎる、所しよ詮せんはザコの群れか」

　ヨーロッパ最強の軍事国家アルタニア。六年前、恒久的な平和の為ため、世界を統一すると宣言し、他四国と築いた五国軍事連合の筆頭である。その飛空母艦の格納庫で、九きゆう州しゆうの某島駐ちゆう屯とん地の兵達が捕まっていた。彼女達は今朝、奇襲攻撃を受け現在に至る。

　だが基地の壊滅に誰だれもが表情を絶望の色に染める中、一人の女性が自分達を見下ろす敵、アルタニアの無敗の戦乙女と称されるマーベルに怒声を飛ばす。

「お前らどんな魔法を使った!?　お前らの母艦の反応はレーダーになかった筈はずだ！」

　彼女達は有事に備え、緊急招集にはいつでも対応できるよう心がけていた。

　しかし彼女達が最初に聞いたのはサイレンではなく、爆撃音。そして敵の接近を告げる筈のアナウンスは、敵母艦の侵入を告げたのだ。

「敵に手の内をさらすほど愚かでは無い。だが……」

　意気消沈する他の日本兵に比べ、毅き然ぜんとした態度で挑むその女性に、本作戦隊長であるマーベルは切れ長の目を細め、形の良い唇を開いた。

「貴様の名は？」

「日本軍、第一八五歩兵連隊、連隊長斎さい藤とうミヤコ大佐だ！」

　返答に満足を得て、マーベルは周囲の部下達に指示を飛ばす。

「回収した日本の軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうを用意しろ。これより一騎戦を行う」

　言葉を失った様子のミヤコ大佐に、マーベルは腕を組み、爽さわやかに説明を始めた。

「連隊長、貴公に名めい誉よ挽ばん回かいの機会を贈りたい。この場で私と戦い勝利したならば捕虜は全員解放しよう。逆に私が勝っても貴公らには何の咎とがめもない、簡単だろう？」

　無言のミヤコは拘束具を外されると、運ばれてきた軍事甲冑に素早く乗り込んだ。

「いいだろう、それより後悔するなよ、無敗の戦乙女の名に傷をつけてやる」

「ふっ、私が無敗の戦乙女と呼ばれる理由を教えてやろう」

　ミヤコが乗るのは、回収された日本の一般的な量産型軍事甲冑『アシガル』、対するマーベルが乗り込んだのはアルタニアの量産機『バロネット』、戦国甲冑のようなアシガルと違い、こちらは西洋甲冑をモチーフにしたフォルムになっている。

　装備は互いに高周波ヴアイブロブレード一本。一対一の真剣勝負の為ため、二人ともクリアモードを起動させて装甲を透化、互いの顔が見えるようにして視線を交える。

　お互いの部下に被害が及ばぬよう飛ひ翔しようし、宙に直立した。

「ファーストヒットは譲ろう、貴公が動いた瞬間がゴングだ」

「余裕のつもりか!?」

　ミヤコはクイックブーストによる瞬間加速からオーバーブーストへの流れるような操作と同時に、高周波ブレードを突き出す。

　これ以上ないベストアタックだったが、それをマーベルは体を半身にひねるだけでかわし、サムライブルーの閃ひらめきは白い装甲にかすりもしない。

　マーベルは間髪いれずにカウンターの一撃を見舞い、ミヤコの防御は間に合わず、右肩の装甲が裂ける。二人のブレードが空中で何度も衝突し、火花を散らすが優劣は明らか、必死の形相のミヤコに対して、マーベルの顔からは余裕が零こぼれる。

「私が国内外で無敗の戦乙女と呼ばれる理由は単純だ、それはな」

　軍事甲冑用の長大なブレードが、アシガルの肩パーツと尾翼を串刺した。

「私が負けないからだよ」

　中段蹴げりの一発でアシガルは剣から引き抜かれ墜落。床に背中を強く打ち付けたミヤコはなんとか立ち上がるが、その首元にはマーベルの高周波ブレードが突き付けられていた。

　小さな悲鳴を上げ、ミヤコはクリアモードを解いて甲冑のハッチを開け、両手を上げる。

「ま、参った」

　マーベルの顔から色が落ちた。

　今までは戦いを楽しむような、遊戯にふけるような顔だったのに、ミヤコの言動にマーベルは一瞬で路傍の石コロを見るような冷たい視線を無感動にはずし、そして一いつ閃せん。

　捕虜の日本兵達が固かた唾ずを呑のむ中、ミヤコの両腕が落ちた。

　とは言っても切り口は下腕の真ん中、パイロットの腕の通っていない、ロボットアーム部分だ。青ざめるミヤコは血の一滴も流していない。

「興が冷めた」

　その一言でミヤコは甲かつ冑ちゆうに乗ったまま崩れ落ち、額から汗が流れ落ちた。

　　　◆

　母艦の一室で冷めた表情をあらため、マーベル・ヴォルナード大佐は声高らかに笑った。

「ハハハハハ、此こ度たびの戦も我らの圧勝だったな」

　若いマーベルの私室に並ぶ数人の部下が大きく頷うなずく。

　部下は全員マーベルよりも年上の女性達だが、それには訳がある。マーベルは軍が経営する孤児院出身で、幼い頃ころから来たるべき大戦に向けて英才教育を受けてきた。

　初陣は一二歳、最強の少女兵として活躍し、今では一八歳にして大佐の地位にいる。

「さて、本国に帰ったらまずは何をしようか？」

　現在、彼女達は補給の為ため、海外基地への空路を進む途中である。その顔には本国を懐かしむ気持ちと戦いに勝利した喜びとが混じった、極上の笑みが浮かんでいる。

　そして部下達はマーベルの満足げな顔に見み惚ほれた。

　マーベルは美しい少女だった。窓から差し込む太陽光を反射し黄金に輝く金髪にサファイアのような青い瞳ひとみ、抜けるように白い肌はきめ細かく、豊満なバストとヒップに反比例するように手足やウエストは引き締まり、セックスシンボルのような色香とスポーツマンのような機能美を合わせた肉体は軍服越しにもその魅力が伝わってくる。

「しかし、日本が降伏しても私は領土を奪わず属国にしてほしいものだな」

　テーブルの日本地図を見下ろし、マーベルが声を低くして告げる。

「あのクズどもがアルタニア国民になるなど寒気がする」

　騎士である彼女は本来、このように敵国を侮辱するような事をする人物ではない。だが日本の事になれば話は別、マーベルは今の日本が嫌いだ。世界に誇れる古い歴史と文化を持ちながら誇りを持たず、近代に入ってからは趣おもむきのある古色溢あふれる街並みを、歴史を簡単に潰つぶし、媚こびるようにして西欧諸国の文化を取り入れもはや街にかつての面影は無い。

　マーベルは国の歴史や文化に強い関心のある性格で、敵対する日本についても十分な勉強をしている。そして日本という国を知れば知るほど、その恥を知らない、己の保身のためなら売ばい国こく奴どに身をやつす事も辞さない腰抜けぶりに頭の血管が切れそうになった。

「チッ！」

　祖国の為に命を賭として戦う兵士でありながら、戦場で涙を流し命いのち乞ごいをする日本兵の顔、そしてつい先ほど見たばかりの、あのミヤコが両手を上げて降伏する怯おびえた顔が思い出され、マーベルは舌を鳴らした。

　だがそれも一瞬、その腰抜け共は自分が綺き麗れいに掃そう討とうしている、とまた機嫌を取り戻したが、日本を滅ぼした後は強国達との技の競い合いか、などと思いを馳はせて表情を曇らせた。

　確かに騎士の国である彼の英国は強い、米軍の強さも驚嘆するものがある。

　だがそれは軍事力という意味であり、マーベルを満足させるような戦士はいなかった。

　アジア統一の為ための救援部隊として組織された対日本部隊に配属される前は欧おう米べい諸しよ国こくとの戦場に何度も参加したが、マーベルの操る専用機に敵かなう者は無く、隊長として指揮を執り、知将としての駆け引きは楽しめたが、一人の戦士としては何か物足りない。

　部下のＬＬＧが鳴ったのは、その時だった。

「す、すいません、ただの新着ニュースです」

　慌てて頭を下げる部下に、だがマーベルは怒るどころか興味ありげに視線を向ける。

「今はプライベートだ、そうかしこまらなくていい、それよりニュースとは何だ？」

「ああはい、えーっと、日本で発見された男についてですね」

『男？』と問うマーベルに部下が頷うなずく。

「はい、日本で冷凍カプセルで眠っていた男が発見されたじゃないですか、あの男です」

「あれか、それなら部下から聞いたが、そんな都合のいい話があるわけが無いだろう、どうせ他国への抑止力の為のデマに決まっている」

　今まで戦場で指揮を執っていたマーベルにはテレビのニュース番組を見るような時間は無かったが、それでも部下達の噂うわさ話ばなしぐらいは入ってくる。だが氷の中から生きた恐竜が発見されましたも同然の内容に、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと特に気にも留めずにいた。

「いえ、どうも本当らしいです」

　部下の差し出すＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアへ切れ長の瞳ひとみをチラリと向けて、瞼まぶたが開ききった。

「こいつは……」

　そこには桐き生りゆうアサトの写真が何枚も掲載されていた。日本の大臣達に囲まれた写真や握手する写真から、アサトの異常な体格が見てとれる。

　何よりもその顔立ち、シャープだが凜り々りしい口元、大きく開き野性味を帯びた目に強い意志のこもった眼まな差ざし。マーベルの知る日本人はこんな顔をしていない。

　アジア人でも白人でも黒人でも無い、まったく新しい顔立ちにマーベルの心臓が高鳴る。

　遺伝子改造──それこそ世間体ばかり気にし倫理にうるさい日本が行うはずがない。

　平らな胸、広い肩幅、筋肉のせいではなく、骨格自体が女性のソレとは違っている。

　その記事には、アサトの通う学園の生徒へのインタビューも載っていた。

「一〇〇メートル一〇秒……ベンチプレス三六〇キロだと……？」

　声は震えていた。兵士はスポーツマンではない、身体能力と強さはイコールではない。

　今の戦場は軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうが主であり、戦闘には高い操縦センスに加え、遠近両方で戦うための格闘センスや射撃センス、そして咄とつ嗟さの判断力などが重要だ。

　それでも学術書の男に関する記述と自分を遥はるかに超える身体能力を考えれば、今世界で問題になりつつある軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの性能限界を超えるかもしれない逸材である。

　超常の筋力と体力、軍事国家アルタニアで育ったマーベルにとっての男とは、軍神のような力の象徴であり、憧あこがれる最強の戦闘民族であった。そして気になる一文を見つける。

「男性用の新型軍事甲冑製造についての問いに軍は全すべてノーコメントか、おもしろい」

　マーベルが持つ専用機アキレスのスペックは日本のどの甲冑よりも高い、だが、マーベルはアキレスのＧに耐え、限界出力フルバーストで三〇分も動かせる。それがマーベルの誇りでもあったのだが、それを越える軍事甲冑、さらにそれを乗りこなすパイロット……

「日本よ」

　その双そう眸ぼうに闘士を滾たぎらせるマーベルに部下達が気圧され一歩下がる。

「アサトが出るまで、降伏してくれるなよ」

　高鳴る衝動に身を震わせ、マーベルはまだ見ぬ好敵手に思いを馳はせた。

　　　◆

「っていうわけで、みんなアサトの事弱い弱いって言うのよ、ったく恥ずかしいったら、あんたのせいで家族のあたしまで恥かいたわよ」

「はいはい、そうだな、ごめんなマイカ」

　俺おれが医務室で目を覚まし、部屋に戻るなりマイカはずっとこの調子である。

　どうやら学内では身の程知らずの原人は哀れエリコお姉様に退治され、そのダメージがあまりに深刻で風ふ呂ろ場ばで気絶、というふうに伝わっているらしい。

　どこまでも都合のいい解釈で広まる噂うわさにびっくりである。

　女子高だからか桜さくら庭ば絡みだからか、あるいはその両方か、どちらにせよ自分の評判は悪いままかと、この時代の生きにくさに疲れが出た。

「そういえばさ、アサトって女と戦いたくないみたいだけど、この時代、女しかいないから戦場の敵兵士全員女よ、あんたそれで戦えるの？」

　盲点だった。千年前は戦争の真っただ中で、俺は日本を守りたいという一念で国こく防ぼう学がく園えんに入学した。その時は殺人と守る為ための戦いをちゃんと区別して考えていたし、戦場に出れば人を殺すという事も理解し受け入れていた。

　だが俺の時代では女の子は大半が戦う意思の無い非戦闘員で、むしろ男の戦いである戦争は女子供を守る為の戦いと言っても過言では無い。

「いや、でも敵兵ってことはその人達は自分の意思で戦場に出てるし、それに殺さないと逆にこっちの女の子が……その……死ぬし……」

　殺しても殺さなくてもどのみち女が死ぬなら味方を守って敵の女を殺す。

　そう言おうとするが、すぐには言葉が出なかった。

　そんな俺の意思をくみ取ったのか、マイカは問いかける。

「もしもの話だけど、あたしとあんたが街で遊んでて、あたしが悪人に絡まれるとするわ、その悪人があたしに銃を向けて『殺す』って言ったら、アサトは戦ってくれるの？」

「当たり前だろ、俺おれがお前を見殺しにすると思ってるのかよ？」

　何を当然の事をと呆あきれると、マイカは小さく笑う。

「でもそいつらも女よ」

「あ、えっと……」

　気まずそうに目を泳がせると、マイカは満足げに笑い、その笑顔に一瞬、胸が熱くなる。普段は強気でわがままだが、俺が弱気になると見せてくれるこの笑顔が俺は好きだ。

「そういう事なんだよね、あたしもまだ戦場出た事ないし、人を殺すなんてできないかもしれない、でもそれはきっと怖いからやれないだけで、やりたくないとは違うと思うの」

　マイカが両手を握にぎってきて、彼女の体温が伝わる。

「男とか女とか、人を殺すのがいいとか悪いとかじゃない、ただ大切な人を守る為ために仕方なく戦う、人が死ぬのも人を殺すのも怖くて悲しいけど、それはみんな同じで、だからみんながその悲しみを背負わなくていいように、あたし達兵士が代わりに戦うの。あたしの……お母さんが前にそう言ってたんだけど、それじゃだめ？」

　真まっ直すぐに、正直な目で見つめてくるマイカに、俺はしばし言葉を失った。

　マイカは子供っぽくて短気だが、自分よりも遥はるかに兵士としての在り方を熟知していた。

　人を殺すのと人殺しが平気になるのは別、人殺しをしたくないから敵を殺さないのは非戦闘員の、民間人の考えだ。兵士ならば、国民を守る為に国民の命を預かり受ける身ならば、相手が誰だれであれ戦い、傷つけ、必要ならば殺さなければならない。だから…………

　俺はマイカの手を握り返した。

「だから俺達兵士は、大切な人を守る為に、辛いのを我慢して戦うんだよな」

「そうそう、ちょっとは元気出た？」

　歯を見せて笑うマイカに、俺も笑みを返す。

「ああ、お前、ほんと優しいのな、見なおしたぞ」

「や、やさっ…………」

　マイカは首元から一気に、カーッと赤くなり小刻みに震え始める。

「おい、どうし」

「触るな!!」

　マイカは躊躇ためらいもなく俺の鼻にヒザ蹴げりを放ってきた。

　ちなみにスカートだったのでヒザの先に純白の三角地帯がハッキリと視認できた。

「ああもう罰としてスクワット五〇回！　ほら座りなさい！」

「わかったよ……」

　渋々しゃがむとマイカが背中に乗って来た。つまりはおんぶだ。

　重り付きで負荷をかけているつもりだろうが、背中に存在感たっぷりのバストが押し当てられて、逆に嬉うれしいような、恥ずかしいような、体よりも精神に負荷がかかってしまう。

　こうして、おっぱい成分ドーピング効果でいつもよりスピード三割増しでスクワット体罰をこなす俺おれ。だが、横を向くと視界の端に映るマイカがはにかんでいる気がした。

　　　◆

　朝あさ徒とは敵の脳髄をブチ撒まけた。

　鬱うつ蒼そうと緑の木々が生い茂るジャングルを赤に塗ぬれさせ、肉飛沫しぶきの雨を降らせる。

　戦場、そこに在る全すべてが狩る者であり狩られる者、眼めに映る全てに64式小銃アサルトライフルの洗礼を浴びせ、弾が無くなれば９㎜拳けん銃じゆうに持ち替える。

　防弾チョッキ装備を予想して全弾、獣の顔面に撃ち込み、死んだ獣の銃を奪いまた撃つ。

　引き金を引き尽くし、弾が無くなれば銃剣とナイフで、刃が折れたら素手で殺した。

「ガキ一人に何してんださっさと殺ぐぁ!!」

「くそぉ！　こいつ何もんだ、動きが速過がぁっ！」

　五体に刻み込んだ戦場格闘技は一撃必殺、拳こぶしや脚の一発、投げの一つで敵の急所を潰つぶし無慈悲に地獄へ送る。

　防弾チョッキも朝徒の鉄てつ拳けんには効果を成さず、突きの一発で内臓が破裂し吐血する。

　猛獣の巣そう窟くつたるジャングルで朝徒は吼ほえる。全身を死神の鎌かまに切り刻まれ、肉を抉えぐられ、心臓が張り裂け筋肉が千切れても生にしがみつき、代償として敵の魂を地に捧ささげた。

　数日後、日本軍のキャンプに現れた朝徒の姿に上官が息を呑のむ。

　仲間の死体を背負い、汗かん泥でいに塗れた血染めの少年は一振りの軍刀を差し出した。

「佐さ々さ山やま隊長の指揮刀でず」

　上官が柄を抜くと刀身は途中で折れて、鞘さやを傾けると刀身の片身が流れ出し地に刺さる。

　その白刃には拭ぬぐっても拭いきれない赤い残ざん滓しがこびり付いていた。

　白刃の状態に驚きよう愕がくする間も、一週間前、敵地に孤立し自分達が見捨てた部隊唯一の生存者は泣きながら上官に何な故ぜか謝り続ける。『守れなかった』と『隊長が自分をかばった』と。

「貴様……どうして死体を捨てなかった」

　家族への形見なら持ち物一つでいい、遭難中に重たい死体を背負う必要など無い、だが朝徒は鉛弾の入った体で叫ぶ。

「できばぜん…………できばぜん！　……できばぜぇん!!」

　血涙に濡れながら、少年は泣いた。満まん身しん創そう痍いの体で泣き叫んだ。

　爆弾で飛び散った仲間は指や持ち物を回収したが、唯一生き残ったこいつだけでもと、なのに背負った仲間が息を引き取った時、朝徒はその死体を置き去りに出来なかった。

　のちに朝徒の戦果と怪け我がの具合を聞いて、この上官は四方に手を尽くして朝徒を日本に返し、そして射撃訓練中の事故で植物状態になった事を聞き安あん堵どした。

「あぁ……これであいつは………………もう殺さなくて済む」

　　　◆

『世界を統一する事で人類に恒久的な平和を築く！　これは聖戦である！　我らがこの戦争で流れる血を、人類最後の流血にして見せよう!!』

　開戦直前、アルタニアが全世界に配信した大統領演説の動画を見終わり、俺おれがＬＬＧの動画画面を閉じると、マイカが溜ため息いきをつく。

「それにしても、男ってよく食べるわねぇ」

　食堂で朝食を取る俺の皿では、ハンバーグと鮭フライのピラミッドが切り崩され続け、トーストをかじるマイカが呆あきれたように眺める。

「一日六〇〇〇キロカロリーだっけ？　ほんと呆れ、ってピラミッドはどこ？」

「喫食時間七分だったからな、食べるの速くなるんだよ」

　俺は言いながらみそ汁を飲む。

「もうあんたがいつも食べてる納豆ご飯とみそ汁なんておまけね……ん？」

　男性がいじゆうである俺の半径五メートルの席には誰だれも座らない中、一人の生徒が近づく。

「前の席をいいかい？」

　桜さくら庭ばがモーニングセットを持って目の前に立っている。

　何な故ぜか今日は取り巻きが一人もいないが、周囲の生徒達の多くが桜庭に注目していた。

「いいぞ、食堂は席自由だしな」

「ありがとう」

　素直に礼を言って俺の前に座って静かにモーニングセットを食べる桜庭、その姿にはいつもの品があるものの、持ち前の自信に満ちたあの表情が無い。

　何故だろうかと、俺とマイカが顔を見合わせると、会話は桜庭から切り出された。

「なぁ、アサト、君は何故勝ちを譲った？」

　暗い表情でうつむきながら問うてくる桜庭の弱々しさに、俺は反省した。

　女の子だから戦いたくないとか、本気は出せないという考えはこの時代では通じない。昨日の試合はただの自己満足、現にこうして一人の女の子を傷つけてしまっている。

「私が君よりも弱いからか？」

「違う！」

　図星だったが咄とつ嗟さに否定してしまい『じゃあ何故だ』と問い直してくる桜庭に俺は悩む。

「えーっと、つまり」

　ツバを飲み込み、

「桜庭の綺き麗れいな顔と体を傷つけたくなかったから」

　正直ばかりが正義ではないと思って優しい嘘うそをつく事にした。

　それに女の子ならこう言えば角は立たないし、あながち嘘でもない。と思い桜庭の方に顔を向けると、どうしたのだろうか、桜さくら庭ばの顔が赤い。マイカはマイカで口元がヒクついているし一体なんだろうかと、俺おれは首を傾かしげた。

「ア、アサト、あんた……それって……」

「え、俺なんか変な事言ったグッ──！」

　桜庭の右ストレートがこめかみにキマり、俺はイスごと転がった。立ち去る桜庭が顔を真っ赤にしていた気がするが何な故ぜだろうか。足音だけをＢＧＭに俺は頭を悩ませる。

「な、何が悪かったんだ……？」

「アホト……あんた……頭わるすぎ」

　言って、マイカはコーヒーを飲んだ。

　　　◆

「よし、では各自近接模擬戦に移れ！」

　桜庭との決闘から二日後、俺達はグラウンドで軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの戦闘訓練を始める。昼前の太陽の下、地平線が見えそうなほど広いグラウンドで、軍事甲冑に乗る二年二組の面々は近くの相手とペアになり、模擬戦用ブレードで火花を散らす。

　その間、佐さ久く間ま教官は二メートル半の巨体が入り乱れるグラウンドの上空を飛び、俺らの監督をする。佐久間教官が装着する灰色の軍事甲冑は高機動型甲冑『センゴク』、出力はアシガル以上だが、限界出力フルバーストは教官でさえ二九分が限界、それを超えると筋肉断裂や脱だつ臼きゆうを起こしてしまうらしい。

「行くわよアサト！」

　俺の模擬戦ペアはマイカ。日本特有の刀タイプの高周波ヴアイブロブレードを手に襲い掛かるマイカの刀撃を体たい捌さばきでかわし、時には自分のブレードで受け流す。

「ほらマイカ、別に剣道じゃないんだからパンチや蹴けりも使わないと駄目だぞ」

「っと、アサトちょっと速っ、うわぁ！」

　マイカのブレードが蹴り上げられて宙を舞い、頭上のブレードに気を取られている間に俺のブレードがマイカの軍事甲冑の胴体部をこづく。

「ほい、俺の勝ちっと」

　レベル三操縦手パイロツトマイカの背後に、ブレードが『ガシャッ』と音を立てて落ちた。

「あんたねぇ！　先週乗り始めたばかりのくせに何でこんなに操縦上う手まいのよ!?」

「はは、そりゃあ国防学園のエースだからな」

「では防衛学園のエースと対戦願おうかな？」

　自信に満ち溢あふれた声に振り向くと、桜庭エリコが仁王立っていた。

「えーっと、桜庭委員長？」

「同い年なのだからエリコでいい、それよりも私と勝負だアサト」

「えっと、じゃあ……エリコ、なんで今更？　勝負はお前の勝ちだろ？」

　軽い口調で聞くと、エリコは含みのある笑みを浮かべる。

「操縦歴三日の君に勝ち、なんの意味がある？　だがレベル三のマイカ君を手玉に取れる実力がある今ならば十分だ。今こそ本当のエースを決めようじゃないか、桐き生りゆうアサト！」

「アサトならもう逃げたわよ」

　俺おれは甲かつ冑ちゆうの視界を三六〇度に設定して背後を確認。地平線に向かって点になる俺を見て、エリコの額に青筋が浮かんでいる。

「待てアサト！　私はまだ君に」

「お姉さま！　わたしと戦ってください！」

「ズルいわよ、お姉様は私と戦うのよ！」

「お姉様」「お姉さま」「御姉様」

「ま、待ってくれみんな、私はアサトと」

　エリコは、彼女にしては珍しい、戸惑い顔になるがみんなは止まらない。

「害獣なんてどうでもいいじゃないですか」

「そうですよ、負け犬なんてほうっておいて私達と是非！」

　困り果てた様子のエリコは視線をさまよわせて味方を探すが無駄だ。なぜなら、

「マ、マイカ君助け」

「こらアサト！　あたしを置いてくんじゃないわよ！」

「に、逃げられた……」

　エリコは信者達に機体ごと担ぎあげられてしまうが、そこで空から悪魔襲来。

「おいガキ共、そんなに相手が欲しいなら私が相手になるぞ？」

　全生徒が一斉にエリコから離れ、あとずさるが鬼教官ならぬ佐久間アクマ教官は逃がさない。

「そう言うな、なんなら全員同時でもいい。私を通常出力クルーズから戦闘出力ミリタリーにさせたら貴様ら全員に食堂のデラックスパフェを奢おごってやろう」

　その一言で女子は野獣と化す。甘かん味みの甘い誘惑に溺おぼれ、ダークサイドに落ちた甲冑全すべてがブレードを手に教官に飛びかかった。

『デラックスパフェェエエエエエエエ！！！』

　センゴクの胴体装甲透化機能クリアモードを起動させて素顔を晒さらし、教官は不敵な笑みを浮かべた。

　　　◆

「ったく、ここまでくれば大丈夫だろ、エリコと戦うと勝っても負けてもどう噂うわさが広まるか分かったもんじゃないからな」

「それは悪かったね」

「げっ、エリコ!?」

　いつのまにグラウンドの端まで来ていたのか、振り向けばエリコが立っていた。

「マイカ君とばかりではなく、たまには他の人と戦うのもいいだろう？」

「そりゃ、そうだけどよ」

「第一マイカ君は君を独占し過ぎだ。親がいないから遠いお爺じい様に甘えたい気持ちは分かるが限度というものが」

「親が……いない？」

　聞き捨てならない言葉に、俺おれは戸惑う。

「聞いていないのかい？　私も詳しくは知らないが親しん戚せきの家で育ったと聞いている」

　俺は二日前、エリコと戦い終わった後のマイカの慌てぶりを思い出す。最初はただ家族思いの子だと思ったが……

「ではそろそろ私と」

　マイカに確認しなくては、そう思い、俺は走った。

「あ、アサト、どこへ行く？」

　Ｕターンして走る、が元の場所に戻ると死し屍し累るい々るい、ノックダウンした女子の山があった。

「ああ！　アサトの奴やつ今いま頃ごろ来たわ！」

「何自分だけ逃げてんのよこの絶滅野郎！」

「アンタもちゃんと教官と戦いなさいよこのケダモノ！」

　何な故ぜかいきなりアウェーで、この時代の四字熟語は四し面めん楚そ歌かしかないのか、と心の中でツッコんだ。

　　　◆

「というわけで君はその臆おく病びようを直すべきだと思うんだ」

　昼休みにエリコのお説教、何故俺はこんな目に遭っているんだろうかと自問した。

　食堂で昼ご飯を食べて教室に戻るなりこれである。

　ちなみに俺の正面を陣取るのがエリコで、右側にはマイカが座っている。

「君は身体能力においては私以上だ。それは認めるが試合や授業を見る限り今の君に」

「ちょっと待てエリコ、なんでお前そんなに俺に絡むんだよ？」

「そ、それは」

「そうよお姉さま、こんな原始人に貴重な時間を使うなんて勿もつ体たい無ない」

「授業の組手から逃げてばかりの臆病野郎に期待なんて無駄です」

　クラスメイト達の言葉にエリコは一瞬口ごもってから頬ほおを染める。

「そ、そんな事は無い、少なくともアサトは私に並べる逸材だと私は確信している」

「う～ん確かに体力測定は、でも実戦じゃ絶対お姉さまのほうが上です」

「それよりお姉さま、顔が赤いですが大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫だ、思わず熱弁してしまったからかな」

　言いながら、何故か俺を見るエリコの視線に熱が込められる。

「どうしたエリコ？」

「い、いや、なんでもない、それよりも今度、また甲かつ冑ちゆう戦で勝負だ。まあ私が勝つだろうが、かなりいい勝負にはなるだろう」

　クラスメイト達の前ではあくまで自信を見せるエリコ。

　そしてクラスメイトの女子達がうなずく中、やはりマイカだけはうなずかない。

「あんたがうちのアサトに勝てる筈はずないでしょ、第一なんでそんなに勝負したがるのよ？」

　不機嫌なマイカに対し、途端にエリコはフッと笑う。

「おや、これはお孫殿、私は委員長として御ご祖そ父ふ殿どのの才能を伸ばそうとしているまでだよ」

「ま、孫ですって!?」

「しかしアサト、君も大変だな。こんなうるさい孫娘と一緒に暮らすはめになって」

「あのねぇ、あたしはこいつの身元引受人なの、わかる？」

「それは建前だろう？　彼は古代から来てこの時代には不慣れだ。なら委員長である私が彼の才能を生かし、さらにサポートをするのは当然じゃないか」

「でもお姉様、こいつはお姉様の唇を」

「あれは事故だ。マイカ君がアサトを突き飛ばしたのは君達も見ていただろう？　私は悪意無き事故で他人を恨むなんて真ま似ねはしたくないんだ、ね？」

　エリコの流し目一つで取り巻き達が沸騰、トロけた顔で『そうですよね事故ですよね』と大きく頷うなずき、俺おれの淫いん獣じゆう認定は消滅した。

「って、急に優しくしたって誤ご魔ま化かされないんだから！　何が『まあ私が勝つだろうがかなりいい勝負にはなるだろう』よ！　アサトが本気出せばあんたなんか瞬殺なんだから！」

　熱を上げるマイカに取り巻き連中が照準を合わせる。

「こんな奴やつのどこがお姉様より強いっていうのよ？」

「前々からお姉さまへの尊敬が足りないとは思っていたけど今日こそは許さないわよ！」

　取り巻き達の猛攻に、だがマイカは怖おじる事無く口を尖とがらせる。

「知らないの？　前の試合でエリコは再生ポッドに直行したのにアサトはまったくの無傷無痛、まぁこいつの体格なら納得よね。それにあの身体能力に肉体強度、アサトなら、佐さ久く間ま先生でも三〇分と持たないセンゴクの限界出力フルバースト状態で常に戦えるんじゃないかしら？

そうなればそもそものマシン性能の違いで勝負になんてならないわ」

　完かん璧ぺきな理屈に誰だれも言い返せない。厳密には『でも実際アサトは甲冑戦で負けたじゃないか』と言えるが、それを読んだのかマイカが先手を打った。

「ていうかあんた達本当に気づいてないの？　アサトはあの試合でワザと」

「マイカ！」

　手でマイカの口を押さえ、俺はそのままマイカを小こ脇わきに抱え廊下へダッシュ。

　振り返ると、エリコは密ひそかにホッと息をついていた。

　　　◆

「なんで止めるのよ！」

　校舎の玄関まで逃げてきて、今度はマイカに怒られる。俺おれの人生は女子からの説教が多過ぎる。

「あのなあ、わざと負けたなんて言ったらエリコが可愛かわいそうだし失礼だろ？」

「別にいいじゃない、本当の事なんだから」

　軽く頬ほおを膨らませて抗議するマイカに俺は嘆息をつく。

「お前なぁ……」

「まっ、今日のところは許してあげるわ、それよりアサト、放課後どっか行かない？」

　切り替え早いな、とツッコミたいが、俺はあえて流した。

「今日は佐さ久く間ま教官が臨時会議とかで夜間訓練だからいいけど、俺の外出許可ってまだ出て無いぞ」

「あんた校内見学ってしたっけ？」

「いや、解凍されてから検査や訓練漬けだから授業で使う場所以外は行ってない」

「じゃあ放課後案内してあげるわ。いいでしょ？」

　期待の眼まな差ざしで見つめられては、首を振る方向は一つだった。

「いいぞ。じゃあ放課後な」

「良かった。じゃあ絶対だからね」

　マイカは可愛くウィンクした。その時、

「あ、アサトくんだぁ」

　廊下を通るポニテ、サイドテ、ツインテ女子三人組が上機嫌に近づいてきて詰め寄る。

「この前の試合すごかったね」

「エリコと互角なんて、やっぱり男って強いんだな」

「甲かつ冑ちゆう歴三日であの強さ、興味深いのですよ」

　二人に手をそれぞれ握にぎられ三人目の女の子には制服の裾すそをつかまれる。興味津津キラキラ視線で見上げながら勝手にキャーキャー盛り上がる女子達に俺は戸惑う。

「おいマイカ、この子達」

　マイカの目がつり上がり、距離を取ってから全力疾走、そして、

「歯ぁ食いしばれぇえええええええ!!」

　マイカの空中飛びヒザ蹴げりが炸さく裂れつ、俺は額でガードしてマイカがうずくまる。俺も火ほ照てった顔を手で隠した。

「お、おいマイカ、頼むから次からはちゃんとスカートの中にスパッツを──」

　今度はマイカの右ストレートが喉のどに炸裂。俺の声が消えた。

　　　◆

　その日の放課後、桜さくら庭ばエリコは二階のラウンジでイスに座りながら空を眺めている。

　テーブルには一杯のコーヒーがあるが、一口も手をつけていない。

　空を眺めながらエリコが考えるのは桐き生りゆうアサトの事しかないだろう。

　桐生アサト。突如現れ彼女の祝福された人生を一瞬でひっくり返した憎き相手。

　全すべてのジャンルにおいて学年主席。

　それがエリコにとって幼い頃ころから当然の結果であったが、そんなエリコの体力測定の全記録を、男という理由だけで塗ぬり替えたアサトはまさに筆舌尽くしがたいほどの悪だった。

　そんなアサトへの憎しみも甲かつ冑ちゆう戦を経て恐怖に変わる。

　絶望　失望　喪失　恐怖　恥辱、そんな感情からアサトがただ怖かった。

　甲冑戦でもわざと負け、勝ちを譲られた。

　見下され、辱められ、あしらわれ、哀れみの目で見られた。

　だが、そう思い自信を失った彼女にアサトは言った。

『桜さくら庭ばの綺き麗れいな顔と体を傷つけたくなかったから』↓

『エリコ、綺麗な君を傷つけるなんて俺おれにはできないよ』↓

『あぁエリコ、俺には花のように可か憐れんで美しい君を傷つける事なんてできないよ』

　注（乙女フィルターにより五〇〇パーセント美化されています）

　思い出は美化されるものだ。

　乙女エンジンで頬ほおを熱くしながら頭の中がアサトでいっぱいになる。

















　つまり、アサトは自分の事が眼中に無かったとか、見下していたわけでは無かったのだ。

　慈しみ、大切にしてくれて、優しくしてくれて、身を案じてくれた。

　憎さ余って可愛かわいさ百倍、アサトが自分を気き遣づかってくれていたと分かった途端、アサトへの強過ぎる感情の全すべてが絶対値をそのままにマイナスからプラスになってしまった。人生初めての感情にエリコは戸惑う。

　女しかいないこの時代、恋愛は必然的に女同士になるがそれでもポジションがある。

　男役と女役というか、タチとネコというか、攻めと受けというか……

　とにかくそういったポジションが存在する。

　周囲からお姉様と慕われ小柄な女子達が子猫のように甘えてきて、そんな少女達を可愛がってきたエリコは前者の気持ちしか知るはずもない。

　だからこんな気持ちは初めてだった。そう……エリコは……

　抱きたい！　と思った事はあっても、抱かれたい！　と思った事は一度も無いのだ。

　前者の気持ちしか知らず初めて後者の気持ちになったエリコの恋愛感情は爆発。

　二四時間頭の中はアサトアサトアサトである。

　自分のプライドを守りつつ、つまり周囲からお姉様と尊敬されながらアサトのモノになる方法、それは『アサトが全校生徒が認める大人物になる事』だ、その為ためにももっと強くなってもらわねば、とアサトにとって良くないフラグが立ちまくりである。

　物思いにふけったまま、エリコは寮に帰ろうと足を運び、いつのまに辿たどり着いたのだろう、目の前のドアに硬直した。

「こ、ここは……」

　クラスメイトから聞いたアサトの部屋である。

　アサトとマイカが住むのは相部屋の二等寮。そしてエリコが住むのは一人部屋の一等寮で、そもそも建物が違う。

　アサトの事ばかり考え過ぎて隣の建物と間違うなど、いくらなんでも緩み過ぎだと自分を叱咤して、それでもせっかく来たのだからと、チャイムを押そうとしてしまう。

　この少女の乙女回路に冷却装置ラジエーターはついていないのだろうか。

　私用でアサトの部屋を訪ねるのは禁止されているが、恋する乙女にそんな理屈は効かない。少しの間だけ、優等生として規則を破る事に怯おびえながら心臓を高鳴らせ、そしてついに人差し指を突き出した。

　母上様、私は今日、規則を破ります。と心の中で祈りを捧ささげる。

　ピンポーン　チャイム音が何倍にも引き延ばされて聞こえる。

　そこで初めて何と言おうか考えていない事に気づきドギマギする。

　とりあえず委員長である立場を利用して生活指導という事にすれば私的用事ではないかつ大義名分が、と、そこまで考えをまとめると、マイカの声で、

『ただいま留守にしています。用事のある人は後で来てください』

　エリコはその場に崩れ落ちた。

「わ……私のドキドキは…………」

　　　◆

「ここがアイスクリーム屋さんよ」

　珍しくご機嫌なマイカに一言、

「おい、さっきスイーツ屋があった気がするんだが？」

「さっきのはスイーツ全般を扱っているお店でここはアイス専門、それであっちのがケーキ専門店で、あっちのがクレープとパフェ専門店で」

　購買通りに案内されてから、俺おれはスイーツ通りの間違いだろうと心の中でツッコむ。

　購買通りの区画は全すべて購買部、という名の女性向けショップが集まった商店街を成していて、そこに充満する甘い乙女オーラで胸やけどころか糖尿病になりそうだった。

　通りには制服こそ着ているが、浮かれた少女達がきゃいきゃいわいわい、カフェでは頬ほおに手を当てながらスイーツの味で天に昇る女子や、互いを見つめ合いながらハート型のダブルストローで一杯のジュースを飲んでいる二人組の女子達がいた。

　流石さすがは女だけの時代、ここにも百ゆ合りの花が咲き乱れている。

　皆、友人達と楽しく遊び放課後を満喫している。とてもではないが卒業後に戦場へ行くような雰囲気ではないが、今いま頃ごろ臨時会議に出ているであろう教官が『ここだけの話』と前置きしてから日本がいかに不利な状況に立たされているか説明した事を思い出す。

　国の情報統制……日本が不利な事を知らなければ、軍事学校生もただの学生だ。

　まだ本土が戦場になっていないだけで、海の向こうでは日本軍がどれほど苦労しているかを彼女達は知らされていないのだ。それでも、たとえ国によって作られた偽りの平穏だろうと、俺は千年前を思い出してしまう。

　第一一分隊に入る前、仲間達と楽しい毎日を過ごしていた頃ころをなつかしもうとして、

「食べ物だけじゃないわよ、ファンシーショップとランジェリーショップと」

「解説はそこまでにしてくれ、見りゃ分かる」

　戦場生活に耐えられるよう贅ぜい沢たくは敵で質素が常識の千年前では考えられない贅沢ぶりだ。

「まぁ資源産出国と対立せず徴兵制もなけりゃ物資不足にはならないか」

「物価なら上がったわよ、一〇パーセント」

　その程度かよ、とツッコむ間もなくマイカがペットショップに入り、何事だと後を追うと、店内ではマイカがソファに座りながらウサギの背中をなでていた。

　店内には放し飼いにされた犬や猫、ウサギなどの小動物とたわむれる女子で溢あふれている。

「ここ……軍の施設だよな？」

　その光景に思わずため息が出てしまう、でも……

「あんたもなんか選びなさいよ、あたし的にはあっちの大型犬コーナーがおすすめよ」

　ウサギを抱いたマイカが袖をつかみ引っ張ってくる。

　見上げてくる顔があまりにも普通の女子高生らしくて、彼女が軍人である事を忘れる。

「どうしたのアサト？」

「え、いやなんでもない。そうだな、せっかくだから俺おれもモフらせてもらうか」

　誘われるがままに大型犬を手でなでながら、幸せそうに笑うマイカを見つめた。

　その満開の笑顔を見ると、戦時中特有の緊張感がほどけていくような気がする。

　こうして見ると、やはりマイカは可愛かわいい。

　マイカは少し短気でわがままだが、何度も自分を癒いやしてくれた彼女を守ってあげたくなる。それは全すべてが変わってしまったこの時代において唯一、血縁という繋つながりを持つからかもしれないが、一目でこの笑顔を守りたいと思えてしまうほど、マイカの笑顔は魅力的だった。

　今いるこの空間が平和過ぎて、戦争中という実感が湧わかないが、できればこんな時間がいつまでも続いて欲しいと、素直にそう思った。

　でも、俺には知っておかなければならない事がある。意を決して、俺は切り出した。

「なぁ、マイカの母さんて……今何してるんだ？」

　マイカは一瞬驚いたような顔をしてからゆっくりとまばたきをして、視線を落とした。

「死んだわ。母さんは結婚してないから、相手の細胞から作った準人工精子じゃなくて、病院で造られた完全人工精子を使ってあたしを産んだから、うちはダブルマザーじゃなくてシングルなんだよね。母さんは大隊のエースパイロットで、戦争が始まったら全然家に帰ってこなかったんだけど……」

　語るマイカの肩が、急に細く、頼り無いものに見えてくる。

「五年前の夏に海に連れてってくれて、そんな日に限って敵が攻めてきてさ、母さん死んじゃった……けど、最後までみんなを守ろうとしてくれたのは覚えてる」

　そこまで言うと、急にマイカの口が笑みを作る。

「だからあたしも軍に入ったんだ。みんなを守る為ためにね」

　ぐっと握にぎり拳こぶしを作りかざすマイカ、その白く細い手に、思わず自分の拳を突き重ねた。

「俺も軍人の父さんに憧あこがれて軍に入った口だ。千年経たった今じゃどうなったか分からないけど、きっと父さんなら最後までみんなを守る為に戦ったんだと思う」

　今はもういない両親の顔を思い出しながら視線を交えると、マイカは突き合わせた拳をぐぐっと押してきた。

「じゃあアサト、最後まであたしら二人で日本を守るわよ」

　ニカリと笑うマイカの言葉に、だが俺は違うものを感じた。最後まで二人で、それはつまり、最後まで生き残る。最後まで死なず、二人で終戦を迎えるという事である。

　それで納得した。人なつっこい子だと思っていたが。最初、挙動不審だったり俺おれがなでると怒るのに、自分からは一緒にいたがるのは、つまりは、そういう事だったのだ。

『そうだな』と言って俺は拳こぶしを開き、マイカの拳を握にぎった。

「いつか二人で戦勝祝いしようぜ」

　互いに笑みをかわし合い、この子を守ろう、俺がそう思ったその瞬間、頭痛に襲われた。

　血に塗ぬれた仲間の死体がフラッシュバックして体が凍りつく。

　マイカには話していない、俺の過去が蘇よみがえる。

　千年前、北極の領有権を巡り起こった三次大戦に日本は巻き込まれ、俺は戦場で敵兵を殺し続けた。

　けれど、とある町を落とした時、民家に隠れていた地元民が銃を手に襲って来たのだ。

　非戦闘員でも武器を手に襲って来る者は殺して良い、ジュネーブ条約にのっとり俺は銃を構え、だが相手が年若い女性であると分かると俺は引き金を引く事を躊躇ためらい、仲間が顔面を撃ち抜かれた。

　一瞬遅れて他の仲間がその女性を撃ち殺した。仲間と名も知らぬ女性、結局二つの命が散った。なら自分が躊躇わず引き金を引いていれば仲間は助かった。

　死んだ仲間の家族にどう謝罪すればいい？　『相手が女性なので撃てませんでした』か？

『この時代、女しかいないから戦場の敵兵士全員女よ』

　マイカの言葉を思い出して背中が冷たくなる。背骨が氷柱つららになったようだ。

　俺はエリコを倒せなかった。

　命の心配がない模擬戦ですら躊躇うならば戦場で人殺しなんてできるはずがない。そして自分はマイカを、この笑顔を殺すのか？

　マイカを守る為ため、無慈悲に女兵を撃ち殺す自分を想像し──

「じゃあアサト、遊び終わったら大浴場へ行くわよ」

　ムードブレイク発動、シリアスなイメージがマイカのヌードで塗り潰つぶされる。

「ちょっ、お前まだそんな事言って──」

　その時、店のドアが開きエリコが入店、マイカが舌打ちをする。

「何しに来たのよエリコ、てかなんでここが分かったのよ」

「ふっ、そんなの学園のローカルネット掲示板を使えば簡単さ」

　腰に手を当てキメ顔を作るエリコがＬＬＧの画面ラデイウス・ノヴアを展開、今俺が購買通りのペットショップでマイカと一緒にいるという目撃情報が山のように書かれていた。

　掲示板が俺の実況スレになっていた。どんな監視体制だよ俺にプライバシーはないのかよ。もう周囲の人間全すべてがストーカーじゃねえかっ！　と心の中で全力でツッコむ。

「ところでアサト、君はこんなところで何をしているんだい？」

「え？　何ってマイカに学園を案内してもらっていたんだけど」

　エリコの口元が一瞬笑みを作ると、急に三歩進み右手で自分を指した。

「そういう事ならこのクラス委員長である桜さくら庭ばエリコに任せてくれ、というよりこれは私の仕事だ。そうだろうアサト？」

「え、まぁ……そうな──」

「バカ言ってんじゃないわよ！　こいつの面倒はあたしが看みる事になってるんだから！」

「それは生活面の事だろう？　学園面は委員長の仕事だ」

　エリコが俺おれの左腕を引き寄せる。豊満な胸を押しつけられてなんか恥ずかしいと思っていると、右腕にもむにゅっ、と柔らかい感触を感じる。

「人の家族勝手に連れてこうとしてんじゃないわよ、アサトはあたしが案内するの！」

　そのまま左右の腕を引き寄せ綱引き状態になると今度は逆に体を押しつけ、俺越しに睨にらみ合う二人。いがみあうのは勝手だけど胸を離してくれないと俺の顔が蒸発しそうだ。

「さぁアサト、私と一緒にＬＬＧショップへ行こうか」

「ちょっとそこはあたしが案内するつもりだったんだからね！」

　美少女二人に両サイドからロックされ連行される俺、捕まったエイリアンでもここまで厳重な拘束はされないだろう。量感たっぷりの世界一柔らかい拘束具は世界一の拘束力で俺を離さず、結局ＬＬＧショップまでこのまま行く事になり、そして……

「へぇ、ＬＬＧってこんなに種類あるんだな」

　言っておくが機種の事ではない、そんなの俺の時代から数えきれないほどあった。俺が言っているのは形状の事で、マイカや俺の腕時計型、エリコの指輪型や所長のイヤリング型、他にもカチューシャ型やペンダント型などあらゆる装飾品の形がある。

　当然小型のものほど高く、指輪型は一〇万くらいする。

「ところでアサト、君はマイカ君とペアウォッチのようだが」

「これはペアルックじゃなくて軍からの支給品だぞ、マイカが選んでくれたんだ」

「いいや、学園からの支給ＬＬＧの中で腕時計タイプは全部で一〇機種×三〇色、その中から自分と同じ機種と色をわざわざ選ぶなんて、ねぇ」

　マイカが言葉に詰まっている。家族でペアウォッチしたかったのだろうか。

　なんて俺が思っていると、エリコが自分の指輪型と同じ機種を持ってくる。

「それよりアサト知ってるかい？　同じ会社のＬＬＧ同士はカスタムすると脳内通信ができるようになるんだ」

「脳内通信？　つまりテレパシーみたいなもんか？」

「その通り、これができると誰だれにも悟られずこっそり会話ができる。授業中でも何か困った事があれば私に連絡してくれ。すぐに助けよう」

「ってそれは恋人同士でやるもんでしょ！」

　マイカがすぐに噛かみつく。

「あんなのただの慣習的な価値観だろう？　会社じゃ会議の時同僚と行う人もいる」

　揺れる胸を張り、マイカを見下ろすエリコは相変わらず全身から自信が溢あふれ出ている。

「だいたいあんたに世話焼かれる筋合いなんてありませんよーだ！　あんたなんてアサトの事さんざんバカにして喧けん嘩かふっかけてきて何様よ！　あんたのせいでアサトみんなから害獣淫いん獣じゆう扱いされてんのよ！」

　決闘については俺おれも大人げないならぬ男げなかったけど、マイカの言う事も間違っていない。敵視するつもりは無いが『過去を綺き麗れいさっぱり水に流して仲直りしてこれからは仲の良いお友達になりましょう』なんて気にもならない。

　エリコとは距離を取りつつプライドを傷つけないよう、訓練で目立たないようにするか、でなければ卒業前に早く俺を出兵させるよう佐さ久く間ま教官に進言するつもりだ。

「だいたいアサトはもうＬＬＧ持ってるんだからそんなのいらないわよ！」

「黙りたまえ。これはこの前のお詫わびに私が個人的にアサトにプレゼントするのだ、私が誰だれに何をあげようと私の勝手だ！」

「おいおい、俺のＬＬＧで二人が喧嘩すんなよ」

「アサトは黙りなさい！」

「アサトは黙っててくれ！」

　俺は当事者じゃないのだろうか。この後も俺は二人の美少女に振り回されるのであった。

　　　◆

　そして夜。俺はまだ解放されていなかった。今度はマイカに引っ張られて大浴場に強制連行されてしまったのだ。

「あんたなんで下向いてるの？」

「だってほらノータオル派がいたら」

　マイカはバスタオルを巻いてくれているが、他の女子は違う。モザイクが無い分、一八禁のさらに上、発禁天国を決して見まいとするが、俺の腕を取るマイカの張りと弾力に富んだ豊かな胸がバスタオル越しにも自己主張してきて、俺は他に注目するネタを探した。

「ふーん、それよりあたしが背中流してあげるからさ、その、アサトもあたしの背中」

「アサト……」

　聞きなれた声を向けば、エリコが壁際で体を洗いながら何か喋しやべっていた。

「購買通りで関係の修復を図るはずが、余計な邪魔が入ってしまった……ふぅ」

　エリコは胸に手を当て、何な故ぜか頬ほおを紅潮させながら鏡に映る自分に喋る。

「よし、次会ったらまず最初に男を侮辱した事を謝ろう、それでお詫びと称してデートに」

「エリコー、あんたさっきから何ぶつぶつ言ってんのよ？」

「マイカ君？　!?　アッ、アサトぉおおおおっ！！？」

　エリコの顔から湯気が出た。そして俺の方を向いて立ち上がり、爆乳が弾む。

「ちょっ、おま！　見えてる！　全部見えてるから！　頼むからタオル巻いてくれ!!」

　上下に激しく震える胸に合わせて俺おれの視線も上下する。だがノータオル派のエリコは相変わらず何も隠そうとしないのに今回は顔だけでなく、全身が桜色に染まり上がって、

「見るなぁああああああああああああああ!!」

　メロンのような双胸を手で隠しながらのハイキックが俺に綺き麗れいにキマった。

　マイカに腕と肩をつかまれていた俺は後ろに衝撃を逃がす事も出来ず、鼻血を流してＫＯ、後頭部を床に叩たたきつけるおまけ付きだった。周囲から女子達が集まってくる。

「きゅ、急にどうしたんですかお姉様？」

「ほら、えっと、あれだ、男に裸を見られると私の美しさが減る気がしてね」

「ちょっ、気ぃ失ってるじゃない、アサト！　アサトー！」

　マイカに肩を揺すられながら思う。俺が湯船に浸つかれる日は遠い。

　　　◆

　目が覚めるとそこは保健室だった。ベッドの横ではエリコが心配そうに座っている。

「起きたか、アサト」

「……ん、あぁ……マイカは？」

「飲み物を買って来ると言って出て行ったよ。それよりアサト、単刀直入に言わせてくれ」

　エリコはやや慌てた口調と紅潮気味の顔で軽く頭を下げる。

















「すまなかった……体育の時間の無礼を許してくれ」

　それは、嘘うそ偽りの無い、真しん摯しな声だった。

「それに、この前の勝負の事もだ。ついカッとなって、あんな勝負を……」

　顔を上げて、エリコは申し訳なさそうに話す。

「悔しかったんだ、君に負ける事が……あまり言うと自慢になってしまうが、私は幼い頃ころから神童と称たたえられた。運動も、学業も、芸術や音楽、どんな道でも勝つのが当たり前、できて当たり前、私にとって嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの眼まな差ざしは空気も同じだった」

　語る輝かしい経歴とは真逆に、エリコの両眉まゆは下がり、視線をベッドに落とす。

「世界は自分を祝福していると思っていた。なのに絶滅したはずの男が急に現れて、自分の道を平然と踏ふみ荒らしていく姿が憎かったんだ。格好悪い、自分でもそう思うよ」

　本当に性根の腐った奴やつは負ければ逆恨みをするが、自省し、胸の内を明かすエリコに、俺おれは感心してしまう。

「けど、君と戦っている時は憎しみなんてどこかへ行ってしまったよ。私は、ただ君が怖かった。負ければ自分の人生が崩れてしまいそうで……泣きたい気持ちだったよ」

　俺は違うと、心の中で否定した。男女差別ではなく、スポーツが男女に分かれる程に、男と女では根源的な筋骨差がある。俺はインチキでエリコに勝ったようなものだ。

　二十一世紀の女子なら、体力勝負で男子に負けても特別悔しがったりはしないだろう。なのにこの少女は自分よりも強い選手が現れたと素直に信じ、傷ついている。

「君が強過ぎて、勝ちを譲られた事が悲しくて、試合が終わった後……生まれて初めて、恐怖で涙を流したよ」

「え、泣いたのか？　それはごめ」

「ちち違う、今のは無しだ、私は泣いてなんかいないぞ！」

　急に手を振り、慌てふためき取りつくろうエリコ、その姿はなんというか……

「馬ば鹿かもの、この桜さくら庭ばエリコが泣く訳が無いだろう。ただ肉体強度では明らかに負けているから私が一番である事がまた一つなくなってだな、甲かつ冑ちゆう戦の総合力は私の方が上で」

　可愛かわいいぃ……心がほっこりしてしょうがない。

「とにかく！」

　エリコは俺をびしっと指差し、

「身体能力や肉体強度は君の勝ちだ。それは認めよう！　だが！　戦闘技術を含めた総合力では兵として私の方が上だ！　そこで」

　エリート光線が復活して、俺を指すエリコの右手が開く。

「同じ天才同士、これからは高め合っていかないか？　君なら、私とも並び立てるだろう」

　俺は心の中で笑い、エリコの手を取って優しく握にぎる。

「こちらこそよろしくな、エリコ委員長」

　そうして、満足げな笑みを交わし合い……

「ちょっとあんた何やってんのよ！」

　マイカが乱入、凶悪なカカトを握手に落とす。

「おっと危ない。これはお孫さん、私はただアサトと堅い絆きずなを結んでいただけだが？」

「あ～ら残念、あたしはアサトと同じ部屋に住む同じ桐き生りゆう家けとしての家族の絆があるわよ」

「おいお前ら、そんな睨にらみあわなくても」

「「アサトは黙れっ！」」

「と、当事者なのに何な故ぜ……」

　　　◆

『朝よ、起きなさい！　ああこれ？　ほら明日からあたしのご先祖様と同居でしょ？　そいつの為ために目覚まし録音し直してやろうと思って、悪いけどそこの説明書取って』

　自室のベッドで目覚まし時計を切って目を開けると、毎朝恒例の状態に頭痛がした。

　暖かくて、柔らかくて、良い匂においのするモノに体が包まれ、掛け布団が不自然に盛り上がっている。というよりもマイカの頭が胸板の上に転がっている。

　俺おれの健全な育成は今日もマッハで阻害されるようだ。

　どうせ起きたらまた殴ってくるんだろうなぁ……と心の中で呟つぶやく。

　マイカの理不尽な暴力はそろそろ打ち止めにしたいところ。ここはマイカを起こさないようそっと元のベッドに戻そうと、俺は慎重に動く。いくらマイカが目覚ましで起きない娘ことはいえ体を激しく揺すれば流石さすがに起きるだろう。

「う……ん～」

　マイカごと上体を起こしたところで俺は硬直する。

　男のスーパー兵器リーサルウエポンの安全装置ははずれ済みなのに、かくっ、とマイカの顔が上を向いて、その寝顔に心臓が高鳴る。

　はっきり言って、マイカは可愛かわいい。

　数年後には誰だれもが振り返るほどの将来性を感じさせる顔は、まだ女子高生の幼さを残して美と愛らしさを併せ持ち、彼女が時折見せる澄み切った笑顔はまさしく青空のごとし。

　綺き麗れい過ぎて近寄り難いエリコと違い、マイカの魅力は心の奥深いところまでぐいぐいと攻め込んでくる。

　そしてトドメとばかりに豊満な胸が薄いパジャマ越しに押し当てられ、俺の煩悩軍が一斉にスーパー兵器に手をかける。

　サラサラの髪は良い匂いがするし、抱きつかれる事でマイカの柔らかさと温かみを感じると心臓が暴れる。

　マイカが可愛くて抱き寄せようとして、胸の感触に腕が止まる。妹みたいだからではなく、可愛くてスタイルがいいからギュッとしたいのかと自問し、上げた腕の行き場を求め、むにっと、思わずマイカのほっぺをつかんでみる。赤ん坊のような柔軟性だ。

「むにゃ……ん？」

　目覚めたマイカと目が合った。

「なにやっとんじゃぁあああああああああああ！！！」

　マイカの右拳こぶしが、慣れた手つきで俺おれの喉のどにめり込んだ。

　　　◆

　その日の四限目、外のグラウンドで俺はマイカに近接戦の指導をしていた。

　軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうに乗ってまだ一カ月も経たたない俺が、既に一年以上の経験があるマイカに戦闘指南をしている事に、エリコへの憧あこがれで盲目になっている生徒達すら注視してくる。

「近過ぎる相手に剣や蹴けりは効果が薄い、まず拳で牽制してあえて相手を引かせてから」

　俺が操る軍事甲冑が拳を突き出し、マイカは反射的に二歩下がる。

　そこを見逃さずに俺の模擬戦用ブレードがマイカの乗る軍事甲冑の胸を突く。

「はい終了。突き、斬きり、蹴り、拳、それぞれに最良の間合いがあって、自分が前後に動いて間合いを調整するのもいいけど、相手を上う手まく操る事も重要だぞ」

「はーい」

「よし、いい子だ」

　軍事甲冑の手でマイカの甲冑の頭をなでる。

「だからなでるな！」

　腕を払いのけられて、俺は慌てて下がる。

「悪い、クセで」

「どんなクセよ！」

「従姉妹いとこ達はみんな喜ぶからなー」

　その返答に、マイカは肩を落として呆あきれた。

「よし、それじゃあ次は」

『アサト！　私と戦え！』

　視界に通信画面が開き、エリコの顔が映り叫んでくる。

「うお！　いきなり割り込んでくるなよ」

『な、なんだその態度は、私の通信が迷惑だとでも言うのか！』

「はいはい、なあマイカ。軍事甲冑って着信拒否機能ついてないのか？」

『アサト!!』

　着拒希望にエリコの目がつり上がった。

「授業中は回線フリーモードだからね、普段は受信選択できるわよ」

「ちっ」

『ちっ、じゃない!!』

「だってお前と戦うとなんか嫌な予感がするんだよなー」

「ならば実力行使だ！」

　エリコの甲かつ冑ちゆうがブレードを振り下ろす。通信画面に気を取られ気付かなかったがエリコはすぐ後ろにいたらしい。すんでのところでかわす事に成功。

「さぁ私と戦えアサト！」

　目をつり上げたまま通信を切ると、エリコの甲冑が直接斬きりかかってくる。

「ストップストップ」

「待てアサト！」

「って、あんたらどこ行くのよ！」

　クラスの中では異端だったマイカ、そして得体の知れない男という生き物達と追いかけっこをするエリコに、クラスの女子達は寂しい目を向ける。

「最近お姉様が遠い気がする」

「バカと原始人がお姉様と戯れている……」

「あんな害獣にお姉様を取られるなんて……」

　取り巻き達を中心に、クラス全員がさめざめと泣いていた。

　　　◆

「アサト、君は情けないと思わないのか？」

　昼休み、食堂でエリコにフォークを突きつけられて俺おれは唸うなる。

「そ、そんな事言われてもよぉ」

「いいかいアサト？　君は地球唯一の男としてその屈強な体で国民を守る義務がある。そう、性能限界にいきついた軍事甲冑の可能性を広げるキーパーソン、それが君なんだ。だからもっと私達と戦って強くなれ。でないと身体能力の無駄遣いもいいところだ」

「まあまあ、アサトが卒業するまでまだ二年もあるんだしそんな責めなくても」

「責める！　とにかく今日こそはその腑ふ抜ぬけた根性を叩たたき直して」

「ちょっといい？」

　エリコの言葉を遮るのは見慣れぬ生徒で、いかにも人を見下したような目つきの高飛車そうな女子だった。友達グループなのか、似たような生徒が何人か一緒にいて、制服の襟章から三年生である事が分かる。

「ふーん、間近で見るのは初めてだけど、大した事なさそうね」

　俺に顔を近づけ、品定めをするように眺めながら言う三年生達。失礼な人だと思うと、

「人間離れした体格だの体力測定で全種目新記録とか聞いてどんな凄すごい奴やつかと思ったけど、まるで覇は気きが無いわ。これじゃあ桜さくら庭ばに負けたのは偶然じゃなさそうね、それじゃ」

　言いたい事を言うだけ言ってあっさりと立ち去る女子達の背中を黙って見送ると、俺は何事も無かったようにランチメニューを食べ始める。

「なんだ今の失礼な生徒は、アサトの事をバカにしているのか？」

「まあ別にいいだろエリコ」

「よくない！」

「ご馳ち走そうさま、じゃあ俺おれ小こ宮みや所長のところ行ってくるから」

「ああ、ちょっと待っ」

　俺は二人を残して食堂から出て行った。

　　　◆

　立ち去る背中を恨めしそうに睨にらみながら、エリコはランチメニューをかき込んでいく。

「まったく、あの腑ふ抜ぬけめ。マイカ君、君は彼に何も言わないのか？」

「うーん、そのことについてはちょっと難しくてねー」

「何が難しいんだい？」

　エリコの問いに、マイカはテーブルに視線を落としながら答える。

「ほら、あいつって二十一世紀の人でしょ？　それであたし、毎晩その時の話とか色々聞いてるんだけど、昔は世界の半分が男でそこら中に男の人が溢あふれてて、やっぱりこういう戦う事って男の仕事だったらしいのよね。軍は九割以上が男の人で少ない女の人もみんな後方支援が中心で、兵隊の仕事っていうか、とにかく戦場っていうのは強い男の人達が殺し合う場で女の子は戦わなくて、逆に守られる存在だったんだって」

「それは昔の話だろう。もう時代が変わった」

「じゃあエリコに聞くけど、子供しかいない国と戦争できるの？」

「それは……」

　答えようとして、エリコは言い淀よどむ。守るべき幼い子供相手に銃を向けたり、本気で拳こぶしを振るえるかと聞かれれば答えはノーだ。

　少女兵は殺さず捕虜に、否、叶かなうものなら少女兵とは遭遇したく無いというのが本音だ。

「だから、あいつは憶病なんじゃなくて、ただ、すっごく優しいの」

　語るマイカの顔が少し寂しそうに見えて、エリコはフォークを置き、何も言わなかった。

　　　◆

「よし、さらに一〇往復を三セット！」

『はい！』

　学園の授業が終わっても俺に休む暇は無い。

　今も佐さ久く間ま教官指導の元、高機動甲かつ冑ちゆうのセンゴクに乗って海上を飛び回る。

　立体映像で空中に浮かんだ輪を順番にくぐるという、まるでレースゲームのような事をやっているが、すばやい空中移動や方向転換の特訓にはこれが最適らしい。

『どうしたアサト！　その程度では戦場で生き残れんぞ!!』

　本州から離れ、海上一〇〇メートル以上の場所を飛ぶ俺の通信機の向こうでは、格納庫のピットにいる佐さ久く間ま教官が檄げきを飛ばす。

　だが今日は本人の希望でマイカが隣のコースを飛んでいるが、明らかに俺おれの方が早い。

　マイカのパイロットレベルは兵士の平均レベルである三。なら俺のタイムはそれほど遅くはないはずだ。いや違う。俺は思い直し、自分を叱咤する。

　エリコはさらに二つ上のレベル五。そして教官のレベルは最高の七らしい。

　俺の使命は新型機を乗りこなし日本を守り抜く事。なら俺の目指すレベルも当然七、最低でも六は欲しいところだ。

「佐久間教官、終わりました」

　センゴクを空中で静止させ告げると、教官は訝いぶかしむような声で、

『アサト、確認するが貴様の時代の強化外骨格パワードスーツは飛行ユニットが無いんだったな？』

「はい、訓練で使った事はありますが、俺の時代は本当に動きを補助するだけなので、飛ぶどころか浮いたり水中進んだりもできません」

『では何な故ぜここまで早く順応できるんだ？』

「いえ、順応と言ってもオートバランサーが体勢を保つのを補助してくれますし、後は佐久間教官の指示通りにやっているだけなので」

『……そうか、では続いてスロットルを解放しろ。まず通常出力クルーズから戦闘出力ミリタリーへ、それから三往復するごとに体に痛みが無いようであれば最高出力マキシマム、限界出力フルバーストへと上げろ」

「はい！」

　返事をして、機体出力を一段階上げた。通信機の向こうで、教官と所長の声が漏れる。

『さて、男の本領を見せてもらおうか』

『期待してるわよ、アサト君』

　二人の期待に応こたえようと、俺は飛行に集中した。だが、往復するごとに俺の中で焦りが膨らむ。俺は弱い、仲間を、大切なもの全すべてを守り抜こうと欲張り我がを通すなら今のままでは駄目だ。限界出力状態で飛びながらマイカの顔を思い出す。今度は、絶対に……

『みんなを守るためにね』

　軍に入った理由を笑顔で語るマイカの表情、その記憶がエリコの泣き顔に塗ぬり潰つぶされる。

　続けて、千年前、仲間を撃ち殺したあの女性の胸が爆はぜるのを思い出し息が荒れる。

　恐怖と怒りが混じり合った顔で銃を向ける女性の顔が色を失い、糸の切れたマリオネットのように転がった。

　敵の全てが女兵、女しかいない時代、荒れる息が詰まる。前にマイカは言った。

『人が死ぬのも人を殺すのも怖くて悲しいけど、それはみんな同じで、だからみんながその悲しみを背負わなくていいように、あたし達兵士が代わりに戦うの』

　あぁそうだ、俺らは兵士だ。俺はその為ために兵士になった。

　千年前、あいつらと誓った。あいつらと約束した。

『弱きを守る為ため、どんな強大な敵とも最後まで戦おう！』

　弱きを守る？　強大な敵？　敵が弱い場合はどうなる？　と、疑問を持ってしまう。

　仲間を守る為に華きや奢しやな女の子達を片っ端から撃ち殺す自分を想像して、胃液が逆流しそうになる。女の死体で埋め尽くされる中、一人佇たたずむ自分の光景が頭に焼き付いて離れない。

　こんな光景を作る事が俺おれの成すべき事なのか、と自問する。

『聞こえているのかアサト！！！』

　教官の怒声に意識が戻る。

「は、はい！　聞こえています！」

『貴様どこまで行く気だ!!　領海から出てしまうぞ!!』

　慌ててブレーキ。マップで位置情報を確認すると、教官の言う通り領海の外までは八〇キロ程しかなかった。

「危なかった、早く戻らないと──」

　言いようの無い圧が背中を襲ったのは、その時だった。

「…………レーダーに反応無し……けど」

　その方角を見上げ、俺は動けない。

「ちょっと、どうしたのよアサト」

　背後から、アシガルに乗ったマイカが飛んで来る。たぶん俺を追いかけて来たのだろう。

「なにかいる」

「なんかって、いったい何言って……うそ!?」

　レーダーに突然の甲かつ冑ちゆう反応。まるでワープしたように、急に敵が現れる。

「アルタニアの量産機バロネット!?　こっちに来る!?　アサト、あんた武器は!?」

「メモリに保存してある！　マイカは下がってろ！」

　俺は素早く武器を選択、量子情報化していたブレード二本を再構築すると腰のハードポイントに装備させ、続けて電磁投射小銃ローレンツ・ライフルと電離分子小銃プラズマ・ライフルを再構築、瞬時に敵甲冑へと照準を合わせる。

　左手の電磁投射小銃で弾膜を張り、敵をかく乱させつつ電離分子小銃を必中させる。

　敵の数は八機、敵のプラズマ弾が飛来する。マイカが防御力重視のプラズマウォールを前面展開している事を確認し、俺は敵の攻撃をなんなくかわして撃ち返す。

　これも佐さ久く間ま教官との特訓の成果だ。

　八対一での空中ドッグファイトは俺の圧勝。

　敵の白い甲冑、バロネットの弾だん丸がん全すべてをかわし、逆に俺は相手の銃だけを撃ち落とし、敵を無力化していく。

　その時、二発のプラズマ弾がマイカの死角から飛来。だが俺は瞬時に高周波ヴアイブロブレードに持ち替え、ソレを弾はじくと逆に電離分子小銃を撃ち返してやる。

「マイカはやらせねえよ」

「アサト……」

　俺おれの後ろでマイカが嬉うれしそうに表情を緩める。この分なら守り切れそうだ。

　今ので八機全員が武器を失うと、少し慌てた様子だが、その手に光が集まる。

　どうやら量子情報化してストックしてある武装があるらしい、が。

『貴様らの敵かなう相手ではない、退け』

　第九の反応。また空間から突然に現れたのは他とは違う、紺こん碧ぺきの甲かつ冑ちゆうで、フォルムも量産型のバロネットとは異なる。恐らく隊長機だろう。

「帰国する前にこのような逸材に会うとはな。それにその低く力強い声、惹かれるぞ」

　顔と胴体装甲が透化、敵の姿が晒さらされ俺は息を呑のんだ。

　血が燃えるような美女だった。

　夕焼けを弾はじき輝く黄金の髪に青い瞳ひとみ、白くきめ細かい肌は軍人などという泥臭いものではなく、女神のソレだ。

　そんな彼女が今、高周波ヴアイブロブレードを手に襲いかかってくる。

「ぐっ！」

　俺は慌てて武器を持ちかえ、受け止める。

　高周波ブレード同士の鍔つば迫ぜり合あい、そして流れるような連撃が繰り出される。

















「こいつ……エリコより強い!?」

　単純な機体性能だけではない、その巧みな剣技、鮮やかな空中機動、訓練の中で見せてくれた佐さ久く間ま教官と同じか、それ以上の冴さえだ。手を抜いて勝てる相手じゃない、武器破壊による無力化じゃ駄目だ。俺おれも殺す気で挑まないと……と思いかけた時、

　傷つき、苦しむエリコの姿がフラッシュバックして、刃を退いてしまう。

「どうした！　さっきから守ってばかりではないか！」

　殺されぬよう、なんとか剣撃は防ぐが、どうしても攻勢に出られない。これは正当防衛、俺が殺されれば次はマイカの番だ。これはマイカを守る為ための戦い、だから殺すのは仕方が無い事なんだ！　そう自分に言い聞かせようとする。

「やらせねぇ……マイカは、俺が守る!!」

　声に出して叫ぶが、目の前の彼女の白い肌に刃を入れる事を想像して、指が硬くなる。

「そこだ!!」

　彼女の姿が消えた。違う、これはすれ違っただけ、三六〇度の視界の背後に彼女は映っていて、俺の左わき腹に激痛が走った。

　苦く悶もんの声が漏れる。どうやら俺は斬きられたらしい…………

「……つまらん」

　無重力感に支配される中、俺は遠ざかる敵を、最後まで綺き麗れいだと思ってしまった。










第四話　千年前の男の約束



　アルタニアの幹部軍人専用邸宅で、マーベル・ヴォルナードは自室の本棚を見上げる。

　並ぶのは伝記本だ。主君の為、祖国の為、その生涯を捧ささげ死んでいった英雄達の一生が載っている。幼い頃ころのマーベルは日本の英雄が大好きだった。その生き様に憧あこがれた。だがその憧れは近代史に打ち砕かれた。

　日本の政治家達の弱腰な対応や、戦場で自分に命いのち乞ごいをしてきた日本兵。

「彼らはあんな奴やつらの為に死んだのか!?」

　それはマーベルの心の叫びだった。

　これほど素晴らしい歴史と偉人達に彩られ、多くの人々が未来の為に死力を尽くした。

　なのに国を託された子孫達の凋ちよう落らくぶりはなんだ？

　自分はあんな国を尊敬していたのか？　今の日本人を見れば見るほどマーベルの鬱うつ憤ぷんは溜たまり、その醜しゆう悪あくぶりにハラワタが煮えくりかえったものだ。

　気づけば、マーベルはＬＬＧでアサトの画像を呼び出し、その顔に魅入った。

「頼むぞアサト、いや、千年前の大和やまと男おの子こよ」

　まるで乞い願うようなかよわい表情で、マーベルは映像に頼み込む。

「貴様だけは……私を裏切らないでくれ……」

　ＬＬＧに着信があったのはその時だった。メールの内容は今日の会議が少し早まるというもの、マーベルはアサトへの期待を胸に仕し舞まい、表情をあらためた。

　　　◆

「日本防ぼう衛えい学がく園えんの奇襲戦が決定した」

　議長を務めるアルタニア軍第四師団、師団長である少将の発言に会議室の面々は誰だれもが顔色を変える。防衛学園と言えば、今世界中で話題の『男』を育成している場所という情報は、すでに幹部全員が知るところである。

「男は可能であれば捕獲、だが死体でも構わないそうだ。場所は本州だが、新型の光学迷彩の性能なら問題は無い、昨日もマーベルが日本領海内での長時間飛行に成功している」

　アルタニア軍の奇襲作戦成功の秘密、それは電磁屈折領域メタマテリアル・フイールドを使った光学迷彩システムだ。

　不可視の光学迷彩は既に全世界の軍が利用しているが、動くと気づかれやすく、雨や雪にも弱いという欠点があり、姿は見えずともレーダーに捕ほ捉そくされてしまっていた。

　だがアルタニア軍が開発した最新鋭の光学迷彩システムは雨や雪に弱いのは変わらないが、動いても迷彩度に変化は無く、よほど接近しない限りレーダーにも映らないというステルス性も併せ持つ高性能なものである。その効果は空母一つを覆おおうほどだが、実際には装置が巨大過ぎて空母クラスでなければ搭載できないというのが実状だ。

　それはさておき、男と接触する好機にマーベルは手に汗をかく。まさかここまで早くチャンスが巡ってくるとは思っていなかった。できる事ならば、おそらく訓練中であろうアサトがもっと育ってから戦いたかったのだが、そんな悠長な事を言っている余裕はない。

「それでこの作戦の指揮権だが、誰か──」

「私にお任せ下さい」

　師団長が言い切る前にマーベルが立ち上がり、他の大佐や中佐達が気圧される。

「随分とやる気だな、だが君は先日奇襲戦を終えたばかりでは？」

「お気き遣づかい感謝致します。ですがご安心を、あの程度の作戦で疲れを残す私ではありません、此こ度たびの作戦、どうぞこのマーベル・ヴォルナードにお任せを！」

　凜りんとした態度と強い声に師団長は一考する。

「光学迷彩の試験をしたのは君だ、いいだろう。だが気負い過ぎるなよ、マーベル連隊長」

「は！　お任せ下さい！」

　敬礼をしてから、マーベルは師団長に頭を下げた。

　　　◆

「軍の私的利用はいただけないな、マーベル大佐」

　会議終了後、マーベルは廊下で先程の会議に出席した他の大佐達に詰め寄られていた。

「これは国家の威信をかけた戦争、貴様の子供じみた騎士の欲望で軍を動かされては困る」

　しかしマーベルは逆に視線に凄みを持たせる。

「私は騎士である以前に軍人、決して自軍の勝利を犠牲にする気はありません。皆さんも私の二つ名は知っているでしょう。そういう皆さんこそ、二つ名を得られないからといって騎士の誇りを忘れたのではありませんか？」

　大佐の一人に耳打ちで、

「聞きましたよ、来週のスイス戦線で勝利したあかつきには、自身を『不動の知将』と呼ぶようテレビ局に賄わい賂ろを渡したと」

　相手大佐の顔に赤みが差し、歯を食いしばる。

　人間を超人化させ、弾だん丸がん並の速度で動ける軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうのおかげで銃と剣の差が縮まったせいか、三十一世紀のこの時代、軍人の中には戦士としての名声を望む者も少なく無い。

　かつてイングランドの王、リチャード一世がその勇猛さから獅子心王ライオンハートと呼ばれたように、二つ名は英雄の象徴であり最大の名誉、優れた軍人というお墨付きのようなものだ。

　二つ名の獲得方法はいくつかあるが、一番てっとり早いのはメディアに呼ばれる事だ。

　新聞やニュースで『不動の知将○○大佐、某国軍に圧勝』などと報道されようものなら、それだけで国内外の誰だれもがその名を口にしてくれる。

「では、私はこれで」

　女王陛下から『無敗の戦乙女』と呼ばれたマーベルは身を翻ひるがえし、立ち去った。

「英雄気取りの小娘が、世間から無敗の戦乙女などともてはやされ、調子にのりおって」

　彼女達は皆、相応の年月をかけて大佐、そして連隊長を務めるに至った者達、一八の若造が同じ地位にいる事が気に喰わないのだろう。

　背後からはまだ大佐達の矮わい小しような声が聞こえるがマーベルは気にならない、今の彼女にあるのは強者と戦えるかもしれないという期待だけだった。

　　　◆

　出兵前にみんなで誓った。大切なモノを守ろうと。何があっても負けない、逃げない、諦めない、誰からも理解されてなくていい、感謝されなくてもいい、ただ俺おれ達は男だから戦おう、誰かの為ために命を賭けて戦う、雄の生き方をしよう。でも、みんなで生きて帰ろう。

　　　◆

「アサト!!」

　目が覚めると、目を潤ませたマイカがいきなりしがみついて来た。

　わき腹に痛みは無いが、涙を浮かべている所を見ると、随分心配させてしまったらしい。

「マイカ……、って、お前大丈夫なのか!?」

　俺が気絶したという事は、あの場でマイカは九対一になったはずだ。なら、

「うん、なんかマーベルが急に『つまらん』とか言ってみんないなくなっちゃった」

「マーベル？」

「無敗の戦乙女、マーベル・ヴォルナード、貴様が戦ったあの女の名だ」

　俺おれは泣きじゃくるマイカから視線を離し、医務室のベッドの隣に立つ教官と所長を見る。

「軍事大国アルタニア、そのエースパイロットだ。生きて帰れたのは、まぁ奇跡だな」

　奇跡、その単語が重くのしかかる。

　そうだ。あそこでマイカは九対一になり、本来なら死んでいる筈はずだ。なのに死ななかったのは、相手の戦意が削そがれたから。ただの気まぐれにマイカは救われたのだ。

　あの時、俺が殺す気で戦っていれば、勝てずともマイカを逃がす事はできただろう。なのに自分は『女を殺したくない』という理由でマイカを一度殺したのだ。

　実際は死ななかったが、こんなの、マイカに向かって発砲したら弾切れだった。というのと変わらない。

　あの時、自分は確かにマイカを殺したのだ。助けられる命を見捨てたのだ。

「マイカ、海中からアサトを引き上げ疲れただろう、お前は寮に帰っていろ」

「え、でも先生、ここまで甲冑で運んだから別に疲れて」

「いいから帰れ！」

「はい……」

　海に落ちた俺を助けてくれたのがマイカと分かり、お礼が言いたかったのだが、マイカは声を荒げる教官に圧され、こちらを心配そうに見つめながら病室を出て行ってしまった。

「よし、アサト、確認したい事があるのだが、何故限界出力フルバーストで飛んだ？」

「す、すいません、特に異常がなかったので」

「センゴクの限界出力で……無痛なのか？」

「……はい」

「そうか…………」

　口を閉ざし、一歩歩み寄ると教官の手が伸びる。殴られる。そう思い身を固くすると、柔らかなぬくもりに包まれる。

「よく帰って来たなアサト、無事でよかった」

　誰だれかに頭をなでられて安らぐのは何年ぶりだろうか。

　あまりに優しく、母性すら感じる抱擁と言葉に俺は何も言えなかった。

「でも凄すごいわアサト君、まさかセンゴクのフルバーストに耐えるなんて。君ならきっと私の新型機を乗りこなしてくれるに違いないわ、サオリもそう思うでしょ？」

　突然話を振られて、佐久間教官は体を離して答える。

「そうだな、これなら今学期中に実戦投入も可能だろう」

「今学期中？　そんなに早く戦場に出させてもらえるのですか？」

「日本中の軍が貴様の実力に注目しているからな、いきなり最前線に投入される事はないだろうが戦果を上げ、それを手土産に上層部を説得できればこの機械オタクの新型機は貴様の専用機に収まる。そうなれば貴様は英雄として色々な面で優遇されるだろう」

　小こ宮みや所長の新型機。エリコと戦った後に乗った赤い機体を思い出して、俺おれはソレを乗りこなし戦場を飛び回る自分を想像して、すぐにやめる。

「そういえばあの新型機は今どこにあるのですか？」

「今は第三格納庫で待機中よ。準備万端、いつでも出撃可能なんだから」

「カナデ、それは気が早過ぎるだろう」

「アサト君ならすぐ実戦投入にこぎつけるわよ。早く戦場をひっくり返してもらわないと」

「……日本、ピンチですもんね」

　俺の言葉は自然とトーンが下がる。

「その通りだ。昨日、臨時の会議で訓練が中止になっただろう？　あれも防衛力の問題に関するモノだ」

「実は三日前、九きゆう州しゆうの海上基地の一つが奇襲を受けて壊滅したみたいなのよ。詳しい情報は開示できないけど」

「敵の奇襲戦の成功率が異常なのだ。報告によれば敵が攻めて来る直前までレーダーには何も反応が無かったらしい。敵機の特徴からアルタニアらしいのだが」

「そういえば、先程の戦いも何も無い空間から敵機が突然出て来ました」

「やはりアルタニアか……悪いなアサト、怖い目に遭ったばかりだがお前に落ち込む暇は無い。今の日本の防衛力は最悪だ。軍は人員が不足し志願者は経歴に問題が無ければ筆記テストすらせず簡単な面接で全員合格させてしまうほどだ。だが貴様があの新型機を乗りこなし、戦果を上げればその報しらせは国内を勇気づける力となり軍の士気も上がる。上層部の馬ば鹿か共の制約の中でしか戦えない我々も必死なんだ。その事だけは忘れないでくれ」

「はい、私が戦争を終わらせてみせます、そうしたら……この国の人は死にませんよね？」

「…………ああ」

　短く答える教官に、俺は一つ頼む。

「佐さ久く間ま教官、お願いがあるのですが」

　　　◆

「ここが学園の資料庫よ」

　日本防ぼう衛えい学がく園えん地下八階。所長の話では、国こく防ぼう学がく園えん時代の資料はここに揃そろっているらしい。

「アサト君が見たいモノは……その、三番の部屋の六号棚にあると思うわ」

「ありがとうございます、小宮所長」

　教官と所長を出入口に残し、扉の先へ進む。

　長い廊下の左右に並ぶドアから三番のドアを選び、図書室のような部屋で六号と記載された棚を探した。データ化されていない、現物が残った資料庫は、古い昔のにおいと埃ほこりっぽい空気で居心地が悪いはずなのに、それがなつかしく思えた。

　今日初めて入った部屋をなつかしく思う事におかしさを感じながら、多くの本や資料の眠る本棚から六号と記載された棚を見つけ、その中からハードカバーの茶色い本を一冊抜き取った。

　《日本国こく防ぼう学がく園えん　二〇一一年度入学生記録》

　ページをめくり、思わず頬ほおが緩んだ。

「なつかしいなぁ」

　未来の技術で朽ちる事なく保存されていたそれは、国防学園の入学式の写真だった。

　花飾りを胸にスーツ姿で撮った集合写真で、上から三段目中央に自分の姿を見つけて、思わずその写真をなでる。

「そうそう、この時俺おれの隣にいた怜れ央おがクラスでも席隣で、初日にいきなり喧けん嘩かして、そんで分隊も一緒になって、あいつ強かったなぁ」

　さらにページをめくると訓練時の写真が次々に現れて、そのどれもがなつかしかった。

　やや細身の男子を見て呟つぶやく。

「この時達たつ也やが水筒の口締め忘れてて、ザックの中水浸し」

　眼鏡めがねをかけた男子を見て思い出す。

「この時は錬れん二じが脱水症状で倒れたんだったな」

　やや小太りの男子を見て笑う。

「太ふと志しのやつ日焼けして真っ赤になってみんなから赤ダルマって言われたっけな」

　モミアゲの長い男子を見て小首を傾かしげる。

「門もん司じはいつも俺につっかかってきたな、軍事学校でその顔とスタイルは反則だとかなんとか、あれ結局どういう意味だったんだ？」

　角刈りの男子を見て一人で語る。

「健けん吾ごは気利かせたつもりで全員の洗濯物まとめて洗濯機にブチ込んでどれが誰だれのシャツや靴下か訳わかんなくなったよな」

　毎日が楽しかった。

　体育会系の馬ば鹿か達でてんやわんやの毎日。みんなで競争して、みんなで叱しかられて、みんなでこの戦争を終わらせると、国の将来について目をキラキラ輝かせながら語り合った。

　とあるページに掲載されている保護者参観の写真に目が止まる。

　仕事を切り上げてわざわざ来てくれた母は写真越しにもその笑顔が眩まぶしかった。

　綺き麗れいな人だった。優しい人だった。

　一緒にいるといつも母親という言葉の意味を思い知らされた。

　今思えば、この人を守りたくて軍隊入りを目指していた気がする。

　世界で一番愛いとおしい人だった。なのに……

「あれ？」

　貴重な資料に落ちる水滴に気付き、頬ほおをなでると大粒の涙が手を濡らす。

　気付けば頬がひきつり、顔が歪ゆがんで歯をむき出しにして、喉のどの奥から細かく息が漏れる。

「俺おれ……なんで？」

　現実離れした事件と世界に実感が湧かず、あるいは時代に追い付くのに精いっぱいで、今までは気付かなかったその感情は大切な人達の顔とともに心の奥底から溢あふれ出し、もう止める事ができなかった。

　一番新しい二十一世紀の記憶、射撃練習中に突然強い衝撃を頭に受けて、気がついた時にはこの時代にいた。

「俺……俺…………」

　ヒザが震えて立つのが辛くなる。

　何な故ぜあの時、銃は暴発した？

　どの班の誰だれのかなんてどうでもいい。

　何故その銃は自分の頭に銃口が向けられていた？

　何故銃口が自分に向けられている時に暴発した？

　何故銃弾は当時の医療技術で取り出せないような所で止まった？

　ページをめくると、一人一人のその後の記録が載っていた。

　名前の横に『中退』『民間企業に就職』などと書かれている欄には、享きよう年ねんの文字もあった。

「凪なぎ本もと怜れ央お享年一九歳、大おお野の二じ郎ろう享年一七歳、猿さる渡わたり門もん司じ享年一九歳、岡おか村むら平へい治じ享年一八歳、嘘だろ、みんな……みんな……」

　享年齢の横には最後に出兵した戦場の名前が載っている。

　死んだ、みんな死んだ。あの優しい雄ゆう一いち郎ろうが、家族思いの広ひろ見みが、正義感の強い小こ鉄てつが、濡れた瞳ひとみでかつての仲間達の最期を確認し続け、だがそれも最後まではできなかった。

　《桐き生りゆう朝あさ徒と　休学　演習中の事故》

「あああああああああああああぁあああああああああぁああああああああッ！！！！」

　何故？　何故？　何故？　誰も答えてくれない問いを何度も繰り返して泣いた。

　ドアの向こうにはまだ教官と所長がいるだろうが構わず泣き叫んだ。

　自分は戦争を終わらせるべく国こく防ぼう学がく園えんに入学したのではなかったのか？

　あの人を守りたくて兵士を目指したのではなかったのか？

　なのに何故あの人を残して眠りについた？

　どうしてあの大戦に、大切な人を守るあの戦争から姿を消した？

「なんでっ！！！？」

　近代兵器が跋ばつ扈こする時代において、一個人の働きは戦争を左右しないというのが常識だ。

　だが自分一人が加わる事であらゆる事象が絡み合い、影響し合い、日本は敗戦国にならずに済んだかもしれない。そうすれば敗戦による二次災害で死んだ人達全員の命を救えた。

　そこまで大きな影響が無くても、日本の為ために戦う兵士が一人増える事で、救われる人が一人でも二人でも増えたかもしれないのに。

「どうして……俺おれはあああ!!　俺はぁっ!!」

　子供の頃ころからずっと正義の味方になりたかった。みんなを守る、みんなを守れるヒーローになりたくて、母さんを喜ばせたくて、母さんを守りたくて、みんなで一緒に戦うと誓いあって。それで何な故ぜ自分は皆を捨ててここにいる？

　誰だれよりも自分を愛してくれた母さん。

　自分が活躍する日を期待してくれた中学時代の友人達。

　共に日本を守ると約束した仲間達。もうどうなったかも分からない死んでしまった人達。

「うあああああぁあああああああぁああああああああああ！！！」

　子供のように声を張り上げ、涙で顔をグシャグシャに濡らし、俺はただ泣き叫び続けた。

　　　◆

　その泣き声に隠れて、二枚のドアを隔てた外でカナデも声を押し殺して泣いていた。

　サオリも床に視線を落としたまま何も言わず、涙だけは流すまいと耐えた。

　何故神様はあんなにも強い男をこんなにも優しく作ったのか。

　何故桐き生りゆうアサトを二十一世紀で戦わせてあげなかったのか。

　サオリはこの世の不条理に泣き、カナデは自分の都合で起こした自身の傲ごう慢まんさに泣いた。

　誰もアサトを起こさなければ彼はこんなに苦しむ事は無かった。

「サオリ、わたし……間違ってたのかな？」

「わからん。だがアサトは、あの男は……兵士には向いていない。私に言えるのはただそれだけだ」

　二人は、今まで自分はアサトも一人の人間である事を失念していたのではと自問した。

　絶滅した種だろうが屈強な男だろうが関係無い。どれほど強かろうがアサトは神でも悪魔でもない。余りに強過ぎるその肉体の中にあるのは自分達と同じ弱いただの人間である。

「カナデ、結論を急ぐつもりはないが」

　天井を見上げて涙をこらえ、サオリは口を開いた。

「アサトが寝ていたカプセルのメンテナンスを頼む」

「うん…………」

　　　◆

　五日経ったある夜、学園の廊下を、アサトを捜すからと言って取り巻き達を振りきったエリコが、不機嫌そうに歩く。

「まったく、部屋にも食堂にも談話室にもいないとは、アサトはどこに隠れているんだ。それに最近は特に腑ふ抜ぬけて覇は気きが、っと、そういえば訓練場にはまだ行ってなかったな」

　第五訓練場へ続く廊下へ方向転換。放課後に甲かつ冑ちゆうの訓練をしているとは聞いているが、こんな遅い時間にいるはずもない。だが、エリコは言葉を失った。

「あ、エリコ来たんだ」

「マイカ君……いや、確かに来たが、だがあれは……何をしているんだい？」

　信じられないモノを見るような目でエリコはその光景を凝視した。

　舗ほ装そうされた外周部の柵さくに手を置くマイカが見守る先のグラウンドで、アサトは走っていたが、ただ走っているわけではない。右手には大口径のアサルトライフルを持ち、左腕には軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆう用の模擬戦用ブレードを抱えている。

　あくまで軍事甲冑用であり、人間の腕には重すぎるそれを小こ脇わきに抱えたままアサトは走り、そして歌うように叫んでいた。

「みんなの為ために！　みんなの為に！　仲間の為に！　仲間の為に！　みんなで行くぞ！

　みんなで行くぞ！　日本の為に！　日本の為に！　我ら精強二年三組ぃいい！！！

　ファイッ　オウ！　ファイッ　オウ！　ファイッ　オウ！　ファイッ　オウ！」

　アサトの笑顔は生気に満ち溢あふれているが、伝わってくるのは必死さである。

　一歩走るごとに滴り落ちる汗がアサトの疲労を物語る。復唱する掛け声から察するに、あれは団体マラソンを再現したものだろう。先導員と走者を一人二役でこなすアサト。一人で何な故ぜ？　あれは何を再現しているのだろうとエリコが悩むと、手すりの上に展開するグラウンドの設定画面が目に入る。

「グラウンド内の空間温度四五度!?　それも重力設定が一・五倍だと!?　マイカ君、これは懲罰か何かか？　それに何故ランニングで銃やブレードを持つ必要がある！」

「実際走る時はこうなるだろうからだって。あれね、あいつが二十一世紀にやっていた訓練なんだって。戦場じゃ重たい銃を持って、救助者を運びながら逃げる事を想定すれば当然だって、それに逃げる時はたいてい疲れ切った時だし自分も負傷している可能性も考慮して、できるだけ辛くしたいって、だからグラウンドの設定変えたの。そして、苦しそうな顔で助けられてもみんな安心できないからって……絶対に表情は崩さない…………」

「それにしたって……」

　異常だと言いそうになるエリコの視線の先で、アサトはベルトとハーネスを使い、ライフルとブレードを背負うと、それを重りに腕立て伏ふせを始める。

「イッチ！　ニィッ！　サンッ！　シィッ！　ゴォッ！」

　速い、喉のどを潰つぶすように数えながら行う腕立て伏せの速度はエリコの全力に相当する。疲労しきった体で重りを背負い、だが苦痛を表情には出さずアサトは続ける。

　長い、あまりに長い時間の後に、ようやくアサトは立ち上がり、そしてよろけそうになりながらも持ち直したのに、自らの太ふと腿ももを殴り『疲れてんじゃねぇ！』と自らを叱しつ責せきした。

「なんて……自分に厳しいんだ」

　過ごしやすい気温に調整された外周部にいながら、エリコの額から冷や汗が流れた。

　アサトはブレードを両腕で持つと一〇〇メートルほど離れた場所へ全力疾走し、そしてグラウンドの土にブレードを旗のように突き刺した。

「二年三組ぃいいいいいいいいい!!　第二分隊ぁああああああい!!　本日の訓練はこれで終わるが!!　明日の練習もがんばるぞぉおおおおおおお！　応！　応！　応！

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！　応ッ!!」

「マイカ……アサトはいったい何をやって」

「見てて」

　普段の明るさが消えた真剣な眼まな差ざしでもう一度言う。

「お願いだから、見てあげて」

　アサトはグラウンドに突き刺したブレードの横に立って、直立不動の姿勢を取ってから虚空に向かって敬礼する。

「我々ぇえええ！　国こく防ぼう学がく園えん二年三組はぁあああああああ!!　国家を守り全すべての国民の為ために日々精進しぃいい!!　徳とく操そうを以もって心身を鍛えええええ！　道徳を養うと共に！

　国家に従事し以後も今日と変わらず訓練に励はげむ事をここに誓います！！！　礼!!」

　誰だれもいない場所へ再び敬礼、そして右手を下ろすと使った道具の片づけを始める。

「アサトは、いつもこんな事をしているのかい……？」

　エリコの震える声に、マイカは頷うなずいた。

「うん、これをしないと訓練した気にならないって言って、先週からずっと」

「先週……一体なにが……」

「佐さ久く間ま先生から聞いたんだけど、あいつ、資料庫で前のクラスメイト達の写真とか、誰がいつどこで戦死したかとか、見ちゃったんだって」

　エリコは固かた唾ずを飲み、自然と柵さくを握にぎる手に力が入った。

「二年三組第二分隊、それがあいつの前の所属。誰も守れなかったって、そう言ってあいつ、あたしの前じゃがまんしてたけど、お風ふ呂ろ場ばで泣いていた」

　アサトを見るマイカの目が寂しさの色を強め、そして告白する。

「あいつ……まだ二十一世紀で生きてるんだね」

　その言葉を聞いて、エリコは歯を噛かみ締める。

　今更ながらアサトという規格外の存在に震えた。サオリ達と同じ結論に至り、そして思った。アサトはこんなモノを背負って今まで過ごしてきたというのか。

　もう分かっていた事だが、心の底から勝てないと断言できた。

　自分は何を思い違いをしていたのだろう。アサトは男だから強いのではない、アサトはアサトだから強いのだ。仮にアサトが女であってもきっと自分は負けただろう。

　そんな予感に胸を打たれ、エリコは視線を落とした。

　　　◆

　翌日の徒手戦訓練前、トイレで着替えるからと言ったアサトのいない更衣室でパイロットスーツに着替えながら、エリコは周囲の噂うわさ話ばなしに集中して思う。

　アサトがこの学園に来てからおよそ二週間。学園のみんなが持つアサトへの評価は未いまだ良く無い。なにせ五〇〇年前に絶滅した男だ。最初はそれこそ珍獣扱いであり、あまり人間とは見られていなかった。

　それでも他の生物のオスの存在や、絶滅して五〇〇年という歴史の浅さ、男が各国の首脳を務めた歴史から他の生徒も徐々に慣れて、今では人間として見てもらっている。

　アサトへの接触の規制の段階的な緩和や自分との大々的な甲かつ冑ちゆう戦もあり、アサトを取り囲んだりつけ回したりといった輩も減った。

　だがそれはアサトへの興味が無くなっているとも言えるのかもしれない。アサトが皆の注目の的まとだった頃ころ、いや、今もそうだしニュースや雑誌もアサトの事を取り上げている。

　だが今よりもずっと熱があった頃、アサトがやった事は、ただエリコに負けた甲冑戦にエリコから逃げ回る徒主戦や甲冑戦授業、どれほど嘲ちよう笑しようされても反論一つしない温和さだ。

　体力測定で全種目学園記録は出したが、結局アサトにつけられた評価は、ただ体が大きく体力があるだけのデクの坊で、その性格は臆おく病びような根性無しで兵士としての器量に欠ける。

　物珍しさで興味を持つ者はいても、彼に期待する生徒はいないだろうと思い、それは自分もかとエリコは肩を落とす。かと言ってアサトが嫌いになったわけではない、アサトには兵士とは違う、もっと別の道があるのではないか、そんなふうに思う自分がいるのだ。

　鉛のように重い足をひきずり、エリコは更衣室を出た。

　　　◆

　格技室で軍隊格闘の授業が始まると、俺おれは不意にエリコに話しかけられた。

「アサト」

「ああエリコ、悪いけど俺エリコとは」

「いや、そうではないんだ」

　エリコの言葉はどこかぎこちなく、だがマイカの肩に手を置いてなんとか答える。

「私とマイカ君が組手をするから、欠点を指摘してくれ、徒主戦の指導は得意だろ？」

「え？　ええそうね、お願いアサト、あたし達に指導を、ね」

　エリコと、わざとらしく話を合わせるマイカに違和感を感じつつも、俺は了承する。

「わかった、じゃあ見てるから、始めてくれ」

　二人は構え、そして俺の合図で踏ふみ込んだ。



「さてと、それでは日本人サル共の駆く除じよに行くか」



　エリコとマイカが徒主戦をする最中、俺は振り返り、窓から南の空を見定めた。

「ちょっとアサト、どこ見てんのよ！」

「アサト、あっちに何かあるのか？」

「来る……」

「来るとは一体何がだい？」

「全員逃げろ!!」

　俺おれの叫びにクラスメイト達は首を傾かしげたが、次の瞬間、俺の言葉を理解した。

『緊急警報発令　生徒の方々は速やかに教室へ避難してください、繰り返します──』

　放送に交じって爆発音が生徒達の耳を突く。

　パニックになる生徒達を落ち着かせながら、佐さ久く間ま教官は避難の指示を出して生徒達もそれに従う。学級委員長のエリコが先頭に立ち、最後に教官が俺と一緒に教室へ向かう。

「アサト、貴様何な故ぜ気付いた」

「空気が震えて、後は嫌な予感がしたからです」

　佐久間教官が目を細める。

「相変わらず恐ろしい奴やつめ」

　その時、佐久間教官のＬＬＧが電子音を鳴らして命令コードを表示した。

「出動要請だ。アサト、後は頼んだ。私は作戦室へ行く」

　佐久間教官は列を離れ、校舎ではなく基地へと向かった。










第五話　それが男だ！



「一体どうなっている!?」

　サオリが作戦室へ向かう頃ころ、学園敷地内駐ちゆう屯とん施設、その指令室ではこの学園の教頭を務める大佐が怒声を飛ばしていた。

「わかりません、突然敵機が学園上空に出現、その数五〇〇、五五〇、まだ増えます」

「上空に敵母艦を発見、迎撃システム作動、モニターに映します」

　指令室の巨大スクリーンに映し出された学園上空の映像には、空中から次々未確認機が現れている。

　だが、その周囲の空間に目を凝らすとわずかな違和感を覚える。

　その空間から数発のミサイルが放たれ、学園の敷地を覆おおう塀へいや各施設の屋根に取り付けられたガトリングガンや迎撃用ミサイルが作動してその空間を攻める。

「敵は光学迷彩システムを使用している模様」

　ソレは世界中の軍が持つ技術だが、ここまで完かん璧ぺきに姿を消せるシステムは初めてだった。

「何故こんなに近寄られるまで気付かなかった!?」

　怒りに震える大佐に、オペレーターは怯おびえながら答える。

「レーダーが反応したのは敵母艦が学園の敷地一キロまで近付いてからです」

「我が軍が誇る世界最高水準のレーダーを欺くステルス機があるというのか!?」

　レーダーにかからず国境を越えると聞けば一般人は不思議に思うかもしれないが、本来ステルス機とはそういうものである。

　二十一世紀においてはラプターの愛称で知られるアメリカのＦ２２戦闘機は世界最高のステルス性能を持ち、日本を横断しても誰だれにも気づかれないほどだった。

　そこで大佐は気付く、ここ最近連続して起こった敵の奇襲戦とその成功率。信じたくは無いが、軍のレーダーに一切ひっかからないステルス機、それも一度に大量の軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうや自律兵器を運べる母艦サイズの輸送ステルス機があれば可能ではないかと。

　機械と人間、その両方の目から逃れる完かん璧ぺきなステルス迷彩機能が他国で完成していた事は腹立たしいが、今はそのような事を気にしている場合では無い。

「軍事甲冑を全機発進、状況次第では防ぼう衛えい学がく園えんの三年生にも出撃してもらう」

　いつのまにか到着していたこの基地の責任者である准将の存在に指令室の空気がさらに張り詰め、全員敬礼をして作業に取り掛かる。

　一個大隊を置くこの基地の戦闘員は全員で六〇〇人、敵機の数より下回るが、あとは街の武装警察と他の基地の救援、それでも足りなければいよいよ学生の身分である三年生達に召集をかけなければならないだろう。

「ダメです！　他の基地も同様の襲撃を受けています！　援軍を送る余裕が……」

「何だと!?」

　空から絶えず飛来する敵機は迎撃システムをかいくぐり、地上に降り立つと迷わず各施設へと突入を始めた。

　　　◆

　自律兵器に混ざり、敵甲冑が粘着質の声を向けながら警察を切り殺し、撃ち殺していく。

『やれやれ、武装制限のある国は難儀だねぇ』

　援軍にかけつけた武装警察の小口径ライフル銃や細身の高周波ヴアイブロサーベルに貧弱な甲冑では勝てるべくもなく、警備甲冑は鉄くずにされていった。

　警察の武装制限。あくまで街の警備の為ためであり軍事用ではないという理由で戦力の劣る甲冑を使っているせいで、続々と応援に駆け付ける武装警察は成す術も無く死んでいった。

　警備甲冑は甲冑を犯罪に利用するテロ組織に対抗する為の物。

　軍隊と同じ軍事甲冑と武装を配備すれば、街がそれだけ危険であるという事の証あかしになってしまう。その為、戦争の不利な状況や自分達の防衛能力の無さを認めたくないという、上層部の保身的な愚行のしわ寄せはこんなところにまで押し寄せていた。

『アハハハ！　日本最高！　殺し放題じゃん！』

　高周波ランスで貫いた警察の華きや奢しやな甲冑を殴り飛ばして、わざわざ頭部を踏ふみ潰つぶした。

『こらこら、あんま遊ばないの、ん？　なんか凄すごいの一機いるわね。さっさと行きましょ』

　武装警察を殺し尽くした一団は、近くに建つＣ棟の建物に押し入った。

　そして彼女らが見た先では……

「私が佐さ久く間まサオリだ！　死にたい奴やつはかかってこい!!」

　戦場の悪魔と恐れられた日本の英雄、佐久間サオリが操るセンゴクはその灰色の機体を魔性に塗ぬり潰つぶし、向かう敵機を片っ端から斬きり倒していく。

　センゴク用高周波ヴアイブロブレード、コテツを両手でつかみ地上を駆けるその姿はまさに侍そのもの。戦国武者よろしく戦場の無人機と敵甲かつ冑ちゆうを次々に斬りつけ、一人で三六機ばかりを撃破したところで武器を電磁投射小銃ローレンツ・ライフルに持ち替えて飛ひ翔しよう。飛来する敵機を撃ち落とす。

　だが、数が違い過ぎた。基地からは駐ちゆう屯とん兵が甲冑に乗って出撃するが、たとえ全員出撃し終えてもこちらの数は敵の半分以下だ。

「ならば見せよう、これが装甲戦士ワルキユーレの力だ！」

　限界出力フルバーストモードに替えたサオリの甲冑の動きが急加速、四方からの銃撃をすべてかわしながら敵を的確に撃ち抜き、囲まれる前に高速飛行で移動する。

　あまりの加速力に内臓がＧの圧力で痛むがそんな事を気にしていられる余裕は無い。

　真上から迫る敵に気付き銃口を瞬間的に上げて撃ち抜き、その速度に肩が痛む。

「来い！　私の腕が千切れるまで付き合ってやろう!!」

　かつての戦場を思い出し、サオリは覚かく醒せいするが、敵機はさらに増え続ける。

　学園の敷地内のあらゆる場所で戦闘が行われ、防ぼう衛えい学がく園えんは完全な戦場と化していた。

　　　◆

　あれから三〇分。俺おれ達二年二組は佐久間教官のいない教室で誰だれもが口々に不安を漏らしながら、そわそわと落ち着きがない。

　俺は怯おびえながら必死に虚勢を張るマイカを落ち着かせようと『大丈夫だ』と言葉をかけながら、エリコの様子にも気をまわした。

　エリコは取り巻き連中に抱きつかれながら、不安を取り除こうと彼女達をなだめる。

「大丈夫だ、私達にはあの英雄佐久間教官がついている」

「で、でもお姉様」

　その時、突然教室に指令室からの放送がかかる。

『三年生は全員パイロットスーツに着替えて四番格納庫に集合。二年生はそのまま待機、一年生は教員の指示に従って地下シェルターに避難！　繰り返す、三年生は──』

　クラス中がどよめき、中には悲鳴を上げる者すらいた。

「三年生がパイロットスーツってどういうこと!?　戦うの!?」

「でもあたし達まだ学生だよ！　実戦経験ないんだよ!?」

「大丈夫だよ、だってあたし達二年生だもん。あたし達までは回ってこないよ！」

「じゃあなんで二年は待機なのよ!?」

「一年だけ避難てことはあたし達二年も戦うかもしれないってことじゃないの!?」

「落ち着くんだ!!」

　立ち上がり、叫ぶエリコの鶴の一声で教室のざわめきが治まる。

「放送内容や外を見れば戦況は思わしくないだろう。しかしこの学園には正規軍の駐ちゆう屯とん施設があるし街の武装警察からの応援もある。三年生が出撃するのは援軍が到着するまでの場しのぎといったところだろう。我々はあくまで保険、実際に出撃する事はない！」

　エリコのカリスマ性に皆、一時平静さを取り戻すが、それも長くは続かない。いかに憧あこがれのエリコが演説をしようが、外の爆音はどうしようもなくみんなの不安を駆り立てる。

「だだ、大丈夫、大丈夫よねアサト？　ここには現職の兵士もいるし、平気よね？」

　俺おれは、不安そうな顔のマイカを抱き寄せた。マイカは抵抗しない。

「だいじょうぶ。だいじょうぶだ。何も心配するな」

　佐さ久く間ま教官は以前、今の日本は内陸まで攻められると大打撃を受けると教えてくれた。

　それが現実になってしまったという最悪の状況。慢性的な人手不足という戦力を考えればこうしている間にも学園の駐屯兵が殺され、もう出撃してしまったかもしれない三年生達も……そう考えると、食堂で自分をバカにしてきた高飛車な先輩達の顔が浮かんだ。

　自分達にどんな事をしたかは関係ない。ただ、顔を知っている人間が死んでしまうかもしれないというだけで胸が苦しくなる。

　そしてもし、二年生まで出撃するような事になったら……

「くっ……」

　マイカとエリコが傷つくかもしれない。エリコと戦った時の事が思いだされた。

　女の子の脆もろさ、軽くて、細くて、小さくてやわらかい、そんな娘こ達たちが戦場に身を投じて死んでいくなど絶対にあってはいけない。だがその敵も同じ女である。

　相手の兵にも家族が、大切な人がいる。いや、それは男でも同じ。自分は二十一世紀の時、敵を殺し日本を守ると誓ったはずだ。

　その時、疲ひ弊へいした生徒へトドメの一撃と言わんばかりに防壁の下りた防弾プラスチックの窓と壁を突き破り、教室に一機のアシガルが転がり込んできた。

　右腕と右足が途中で千切れ、ボディがズタズタになったスクラップ同然のそれはあまりに無残で、そして胸のハッチが開き血まみれの兵士が声を絞り出す。

「が……あっ……死にたくない、死にたくない……死にたくない……よ……」

　若い、二十代前半ほどの女性が血を吐きながら泣いている。

　マイカから手を離し、俺はパイロットの元へ跳び、その手を強く握にぎり締める。左手で彼女の頬ほおをなで大きめの声で喋しやべりかける。

「大丈夫だ、君は助かる、絶対助かる、死なないから、俺が見えるだろ？　手を握って、ずっと握にぎっててくれ、そしたらすぐ医者が来るから」

　体内のナノマシンでもどうにもならない致命傷にパイロットの死が秒読みを迎える。

「こわい、よぉ……あたし、死にたくな……ぁ」

「そうだよな、まだ若いもんな、将来何したい？　戦争終わったら君は何がしたい？　俺おれに聞かせてくれよ、君の夢──」

　彼女の握力が無くなった。

　俺が手を緩めると糸の切れた操り人形のように腕が落ちて、赤い泡のついた唇は、もう何も言わなかった。苦しみに悶えた表情のまま固まり、体温を失いながら血が流れ続けて、コックピットを赤く染めていく。

『いやぁああああああああああああああ!!』

　クラス中の女子が悲鳴を上げ、何人かの女子は錯乱している。

「帰るー！　帰るー！　あたし帰るー！」

「もうやだ！　軍隊なんてやだ！　あたし兵隊なんてならなくていい!!」

「助けてお母さぁーん!!」

　錯乱が伝でん播ぱしさらに錯乱を巻き起こす。

　錯乱しない生徒も、どう対処していいかわからずオロオロするばかりだ。

　一部の女子がエリコにしがみつくが、そのエリコでさえ死体を前に戦意を失っているようだった。無理も無い、二年のエースとはいえ、彼女はまだ本当の戦争を知らないのだ。

「アサト!!」

　マイカが駆け寄るが振り返らず、死んだパイロットを見つめたまま俺は涙を流す。

「俺の時代でさ、戦場での実地訓練があったんだ」

　背中越しに語る俺の話に、マイカは無言を貫く。

「最初は戦場の空気に慣れる為ためで、俺らはただの後方支援。小さな銃声や爆音が時々聞こえる程度だったんだけどさ、使える何人かの生徒は前に出されて、でも俺って強いだろ？　うん、俺強いんだよ、学年最強だったんだよ、だから最前線に出たんだ」

　語る言葉に涙が混じり、はっきりしない声でそれでも俺は続ける。

「それで負傷兵運んできたり、敵の足止めしたり、囮おとりになったり、そうだ、民家に取り残された子供達も助けた。俺さ……助けたんだよ…………なのに」

　俺はおそらく泣いたままの顔で振り向き、尋ねる。

「なんで……この人助けられなかったんだ？」

　マイカは答えない、それでも俺はすでに答えを出していた。

　どうして死んだ。どうしたら死ななかった。自分は何をするべきだった。

　名も知らぬ他人が死ぬだけでこれほど悲しいのならマイカが死んだら、エリコが死んだらそれはどれほど辛いのだろうか。

　千年前に死ぬほど体感したあの恐怖、仲間達が次々死んで行くあの光景が頭から離れない。同じだ。仲間を死なせず、仲間を守り切る最も効果的で最も確実な答えは一つ。

　俺おれは涙を流したままパイロットを見下ろした。

　崩れた顔をあらため、涙を溢あふれさせながら俺は微笑する。

「ありがとうございます、あなたの死は……俺が生かします」

　俺は穏やかな表情の下に火薬のような感情を隠し、彼女の顔に触れて目を閉じさせた。

「ア、アサト」

　躊躇ためらい無く死体に触れて慈しむ俺に近づこうとして、マイカは俺から溢れ出す感情の奔ほん流りゆうに気付いたのか、足を止める。

「アサト、ど、どうし」

　俺は駆け、教室から飛び出すとそのまま走り去った。

　　　◆

「アサト！」

　すがりつくような叫びに振り返ると、マイカが息を切らせて走ってくる。

「はぁ　はぁ　あんた、はぁ　何する気よ」

「新型機で出る、それが今の俺がやるべき事だからな」

「何で!?　だってあたし達に出撃命令出てないじゃん、アサトが出る事ないじゃん！」

　マイカは喉のどを潰つぶさんばかりに声を張り上げるが、俺は首を横に振る。

「命令あるまで待機、兵として正しいよ。でもなマイカ、俺は誰だれかが死にそうになっているのを見捨てられるほど大人じゃない、それがマイカかぞくならなおさらだ。そのせいで上官に言われた、『お前は兵に向いてない』って。その上官も命令無視で子供助けて死んだけどな」

「なによそれ……それじゃアサトも死んじゃうじゃん！　なんでそんな無茶するの!?」

　マイカの涙るい腺せんから涙が滲にじむが、かといって止まるわけにはいかない。

「男はみんなガキって事だよ。だから誰かの為ために無茶できる、だから、行ってくる！」

　握にぎり拳こぶしを突き出し、家族に別れを告げ踵きびすを返す。戦地へ向けて再び走るが、

「行かないで!!」

　涙混じりの声を顧みると同時に、マイカが胸に飛び込んできた。

「マ、マイカ？」

「お願いだから、どこにも行かないで……行ったらアサト、お母さんみたいに死んじゃう」

　マイカの母が戦争で死んだ事を思い出すと、彼女は胸の内を吐と露ろする。

「本当はあたしのお母さん……あたしを守ろうとして死んだの、あたしを庇かばって死んだの」

　その言葉で、マイカの体が一瞬強こわ張ばるのが分かる。

「あたし、一人しかいないお母さんが死んでずっと寂しかった。学校の行事の時、いつも親のいるみんながうらやましかった。だからあんたの事を聞いた時、すっごく嬉うれしかった」

　震える体はあまりに華きや奢しやで頼り無く、砂でできているように弱々しかった。

「だからお願い……危ない事しないで…………」

　溢あふれる涙と嗚お咽えつで呼吸も苦しそうなのに、熱した言葉だけは止まらなかった。

「お願いだから死なないで……お願いだから」

　マイカは幼子のようにすがりつき訴える。

「もうどこにも行かないで！！！」

　決して離すまいと力いっぱい抱きつくマイカを、俺おれは優しく抱きしめ返していた。

　俺を知る人が死に、世界に取り残された俺とこれほど強い繋つながりを持ってくれる。

　俺にとってこれ以上の幸せは無かった。

　だから思う。この子を守ろうと、この少女の為ために生きようと……。マイカは『行かないで』と言うが、そう言ってくれるからこそ、ますますマイカを守る為に戦いたくなるのだ。

　そして反省する。どうしてマイカが泣いてしまうのか、どうして家族をこんなにも不安にさせてしまうのか、その答えは千年前に上官が教えてくれた。

　こんな基本中の基本を忘れるなんて兵士失格だと自じ嘲ちようする。兵士が見せていい表情は、

「マイカ」

　頭をひとなでして名を呼ぶと、マイカは泣き顔を上げた。

　兵士の笑顔は愛想を振りまく為ではなく、人々の心を守る為のもの。

















　愛まな娘むすめを見守る父の包容力と、愛する恋人への優しさを兼ね備えた最高の笑みだ。

　そのベストスマイル一つでマイカの涙が止まる。

　家族を守る男が、国を守る兵が見せていいのは、人々の不安を消し去り、この人なら大丈夫、この人なら絶対に帰ってくると確信させる笑顔だけだ。

「心配するなよマイカ。俺おれは国こく防ぼう学がく園えんのエース。お前の家族は世界最強だぞ」

　その言葉で、マイカの泣き顔に満開の花が咲いた。

「うんっ」

　涙に濡れた顔を真っ赤にして笑うマイカと笑みを交わし合い、俺はもう一度、この時代唯一の家族を抱きしめ、抱き返され、俺らは抱き合った。

　　　◆

　取り巻きの女子達にしがみつかれるエリコは、本物の死体を前に戦意を失っていた。二年生のエースとはいえ、今までの競技染みた訓練では決して知り得なかった戦場の恐怖を目の当たりにしては、学校での成績など関係なかった。

　今すぐ逃げだしたい衝動に駆られながらも、高すぎるプライドと物理的に取り巻き達にしがみつかれていることでようやく脚を抑えていられた。が……

「何あいつ!?　もしかして逃げた!?　情けない奴やつだと思ってたけど逃げだすなんて」

「お姉様の言う通り、所しよ詮せん五〇〇年前に絶滅した人種だもんね」

「社会に見捨てられて当然よ！」

　皆がアサトを罵倒する中、ただ一人、エリコだけは走り去るアサトの横顔を思い出し、あれは弱者の目では無かった。と心の中で否定した。

「アサトを追う。どいてくれ」

「お、お姉様？」

　取り巻き達をふりほどき、エリコも教室を去ろうとする。

「まってくださいお姉様！　あんな臆おく病びよう者ほうっておけばいいじゃないですか！」

「そうです、あんなクズにお姉様が関かかわる必要ありません！」

　強く主張する生徒達に、エリコは立ち止まると『それは違うな』と反論する。

「アサトは臆病者でもクズでもない、彼は──私の友だ！」

　それだけ言い残して、エリコはアサトの走る方角へ向かう。もうアサト達の姿は無いが、嫌な予感でエリコは確信していた。アサトはあそこにいると……

　足の速いエリコが全力で格納庫へ向かうと、ギリギリ三番格納庫へ入る影を捉とらえた。そのまま三番格納庫へと走り、中に入ると青い軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆう『アシガル』の中にただ一機、燃え上がるように赤い、真紅の機体に視線が止まる。

　その近くでは、パイロットスーツを着たアサトがその機体に乗ろうとしていた。

　　　◆

「何をしているアサト！」

　振り向くと、エリコがそこにいた。おそらく俺おれを止めに来たのだろう。だが、

「出撃する」

「出撃だと!?　君は正気か!?　敵は本物の軍隊だぞ！　我々学生が相手にできるレベルではない！　三年生ですら勝てるか分からない相手に戦うなど自殺行為だ！」

　必死の訴えを無視して俺は甲かつ冑ちゆうに飛び乗り、出撃準備を整える。

「エリコ、経歴に問題が無ければ誰だれでも軍に入れるのは兵が足りないからじゃないのか？」

「アサト、一体何を……」

「そんな状況で援軍に期待できるか？　武装警察ってのは軍隊並の戦力があるのか？　本当に援軍が来るまでの場つなぎで三年生が出撃させられると思うか？」

　エリコがクラスメイト達を落ち着かせる為ためについた、嘘うそというメッキの裏に隠された真実を俺が暴くと、エリコは一瞬黙る。そして攻め方を変えて来た。

「でも君が行く必要は無いじゃないか！　本当に危なかったら二年生にも出撃命令が下るはずだ！　それまで待ってくれ！　それに！」

　エリコは叫ぶ。

「君に人殺しは無理だ!!　相手は全員女なんだぞ!!」

「関係ない、相手が男でも女でも、大人でも子供でも関係ない、すでに人が死んでいる。こうしている間にも人が死にそうになっている。大事なのはそれだけだ」

「でも！」

「お前は誰かが死にそうになっているのに黙って見ていられるのか？」

「見ていられるさ！　自分が死ぬよりはいい！」

　エリコの声に、涙が混じる。

「私は昔から天才だと褒ほめられ続けた。自分は人々を救う選ばれた人間なのだと子供の頃ころからそう思っていた。だから軍に入って、この戦争を終わらせようと、自分は戦争を終わらせる英雄になる為に生まれてきたんだと思ったんだ！　思っていたんだ!!」

　語り始めた言葉は止まらず、エリコは徐々に熱を帯びて胸の内にあった感情を曝さらけ出す。

「でも……さっきの死体を見て思ったんだ……」

　エリコの目から、大粒の涙が流れ落ちた。

「怖い……」

　そこに、エリコをエリコたらしめる品や余裕は無い。

　母を亡くし泣きじゃくる少女のように、エリコは涙を流した。

「甲冑があんなになって、スーツが血で赤く染まって頭から血を流して助けを請う彼女を見て心臓が止まりそうだった……全身が冷たくなるのを感じた。自分もそうなるかもしれないと思うとそれだけで息が詰まった！　なあアサト」

　最後に声を張り上げてから、エリコはあまりに弱々しい声で尋ねる。

「何故他人の為に死なねばならないんだ？」

　エリコの恐怖は、多くの新兵が通る道だ。

　今までは死など他人事、将来の自分はと聞かれれば、戦場で活躍し華麗に戦う姿しか想像しない。だが兵士は、戦死した人を見て死の恐怖を知る。

　美しい死や華々しく散るなど無いと。死とはこんなにも悲しく恐ろしいモノであり、こんなにも身近なモノなのかと戦せん慄りつする。

　だから、俺おれは口元を優しく緩めた。

「俺が男だからだよ」

「……え？」

　訳がわからないといった様子のエリコに、俺は語る。

「誰だれだって自分の命が一番大事に決まっている。他人の為に命を捨てるなんて一部の奇特な聖人君子様の理想論だ……でもな、男はそういうわけにはいかないんだよ」

　エリコを見据え、そして敢然と言い放つ。

「男はな、他人を守るために命張る生き物なんだよ！　なんで男は生まれながらに女より強いと思う？　それは男がみんなを守る為だ。自分の大切な人を、弱くて助けを必要としている人達を守る為に神様が強く作ったんだよ！　だから俺はたとえ死んでも戦う。相手が女でも関係無い。お前達を守る為なら俺は戦う俺は殺す!!　俺が戦わなくてお前達が死んだら、俺は俺を殺したくなる。ただそれだけだ!!」

　エリコの顔が歪ゆがむ。

「なんだそれは……さっき君は、大事なのはこうしている間にも人が死にそうになっている事だと言ったが、それはマイカや私の為だけでなく、今戦っている兵士を守る為にも戦うという意味か？」

「ああそうだ」

「っっ、今戦っているのは名も知らぬ他人じゃないか！　命に代えても守りたい人なら分かる！　だが赤の他人の為に命を捨てて戦うなど君は馬鹿か!?」

「ああそうだ！　男はみんな馬鹿な生き物だ！　でもなエリコ！」

　エリコを見つめ、俺は俺の決意と意志を貫く。

「それが男だ！」

　エリコは何も言わず、後ろに下がり、悲しむように顔を伏ふせた。

　これでいい。女の子に男の理屈なんて通じない。でも、守るのには必要なんだ。

「じゃあな、行ってくる」

「待って！」

　エリコでは無い、声の主を探し、そこにいたのは新型機の開発者、小こ宮みや所長だった。

　入口で息を切らせ、肩で大きく息をしながら駆け寄ってくる。

「小こ宮みや所長、どうしてここに？」

「それはこっちのセリフよアサト君。サオリがいない間どうしてるかと思って、君達の教室に行ったら君達が急に出て行ったって聞いてもしかしたらと思ったけど」

「俺おれは行きますよ」

「……相手の数は二五〇〇機、こちらは一〇〇〇機だけどその半分は学生でそれも今は八〇〇機まで減っているわ。それでも行くの？」

「はい」

　俺の返事に、小宮所長は一度目を閉じてから息を吐いた。

「止めても無駄みたいね。わかったわ、でも君がその気なら聞いて」

「なんですか？」

「この子の名前ね、君が乗りこなしたら正式に決めようと思っていたんだけど、今言うわ」

　真紅のボディに触れ、小宮所長は俺を見上げた。

「スサノオ、怪物ヤマタノオロチを葬り去った日本神話最強と謳うたわれた男の戦神の名前よ。その名前を君の機体が受け継ぐの。お願いできるかしら」

　俺は大きく頷うなずく。

「了解しました。桐き生りゆうアサト！　スサノオと共に出る！」

　スサノオの胴体ハッチが閉まると重々しい音を立てて、格納庫のシャッターが開いた。

　見れば、マイカが壁際の開閉レバーを持ち、もう片方の手を振っている。

「がんばってねー、アサトー！」

「ああ、当たり前だ」

「マイカ君！　どうして君はアサトを止めない！　君は家族だろう!?」

　エリコの問いに、マイカは笑顔のままに首を傾かしげた。

「え？　だってアサトなら絶対帰ってくるでしょ？」

「何を言っているんだ。そんなの分からないじゃないか！」

「分かってないわねーエリコ。あたしのアサトはね、世界最強なのよ！」

　少しの疑いも無く満開の笑みを見せるマイカとは対照的に、エリコは歯を食いしばる。

「アサト」

　エリコの呼びとめに、俺は発進姿勢を取ったままスサノオを止める。

「頼む……必ず……」

　聖少女のように両手を合わせ、エリコは涙を流した。

「帰って来てくれ」

　しばらくの沈黙の後に、俺はマイカにも見せた、あのベストスマイルで答える。

「当たり前だろ、じゃあ、行ってくる」

　頭部装甲を被ると、家族、友人、上官、その全すべてを振り切り、俺おれは飛び立つ。

　スサノオの足が床から離れた刹せつ那な、背中のエンジンが唸うなりを上げて、俺は猛スピードで戦場へと飛び出した。

　俺を見送ってくれるマイカ達が遠ざかるにつれて、俺の顔から笑顔が抜ける。

《ロックオンされています、数：‥八》

『アシガルやセンゴクとは違うな』

　大空を貫く限り続く、全身を包む心地よいＧと四肢の先まで伝わるスサノオの熱量に心臓がかつてないビートを刻む。

　まるで万軍を得たような自信に突き動かされ、早速迫る敵機に気き遣づかいしか生まれない。

　笑顔を見せるのは仲間だけ、敵には……

『悪いな』

　放たれた弾だん丸がんをかわし、向かうミサイルをライフルで撃ち落とす。

『許せとは言わない、むしろ』

　声音を戦色に染め、俺は引き金を引かず、あえて腰の剣を取った。

『たっぷりと俺を恨め！』

　敵四機の胴と首を通り過ぎざまに落とす。

　堅い甲かつ冑ちゆうの装甲と柔らかい肉と、硬い骨を立て続けに斬きる懐かしくも慣れ親しんだ感触、いや、甲冑の装甲の分、やや新鮮味があるが、人体を斬る感触は甲冑越しにも伝わった。

『な、なんなのよあいつ!?』

『日本の新型!?』

　想像以上の能力で己が願望を実現してくれるスサノオに俺は感動し、本音が漏れる。

『これなら、みんなとの約束が守れそうだ』

『ええい撃て撃てぇ！』

　残る四機の敵が照準を合わせる間もなく、俺の左指は四度引き金を引いていた。

『桐き生りゆうアサト。この名前を覚えておけ！』

　俺は地に堕おちる軍事甲冑に一いち瞥べつもくれず、地上で戦うセンゴクを見つけ、降下する。

『男は女を守るもの、男は女を傷つけない、あぁ確かにその通りだよ！　でもな、連中は自分の意思で戦場に出て来た兵士で、俺の仲間を殺そうとする敵じゃないか！』

　何を迷う必要があった。何な故ぜ悩んでいたのだ。桐生アサトという人間が軍人になった理由は紳士ジエントルマンや女性崇拝者フエミニストになる為ではなく、障害全てを殺し仲間を守る為ためのはずだ。

　なら俺は悪鬼となろう、仲間を守る為、暴ぼう龍りゆうとなり敵を喰い尽くそう。何せいくら女を殺そうと罪を背負うのは俺一人なのだから。ならば俺は鬼き龍りゆうになる。

『門もん司じ、広ひろ見み、それに怜れ央お……俺は』

　かつての仲間達と戦場で血を流した日々を思い出し、鬼お龍れは吼ほえる。

『俺おれは戦争屋！　桐き生りゆうアサトだ!!　前線にて敵を討つ！！！』

　　　◆

「くそ……これまでなのか……」

　限界出力フルバーストでの活動限界を超え、悲鳴を上げる体に鞭むち打ち、戦闘出力ミリタリーでなんとか戦うサオリだが、戦況は悪くなる一方だ。基地の兵士と学園の三年生で敵機から施設を守るが戦力の消耗はこちらのほうが明らかに速い。土台、職業軍人達の軍と、半人前の学生が半分を占めるこちらとでは戦力に雲うん泥でいの違いがある。

「だが……負けるわけには……む？」

　レーダーに映る、新たな味方機の接近に気付いた。

　ソレは敵機の反応で埋まるレーダーを、甲かつ冑ちゆうのスペック上有り得ない速度で移動する。

「まさか!?」

　全すべての敵機を一撃の下に斬きり伏ふせ、戦場を駆ける真紅の甲冑は紛まぎれも無くカナデが密ひそかにスサノオと呼んでいた新型機である。

『大丈夫ですか佐さ久く間ま教官！』

　アサトからの通信にサオリは素早く答える。

「ああ、私は大丈夫だ。それより他の者を頼む」

『了解！』

　両手に高周波ヴアイブロブレード『フツシミ』と電離分子剣プラズマ・ソード『ハバキリ』を一本ずつ持ち、アサトはサオリの横を抜いて疾走する。

　前方の敵機は全身、もしくは頭部が獣のようなフォルムをしている。アルタニアの自律兵器で、アサトはソレを容赦なく斬り倒す。

　敵も高周波ブレードや電離分子剣で武装していたがアサトの剣撃は機械仕掛けの兵や獣の倍は速く、そして巧うまい。

　まるで曲芸のような体たい捌さばきで両手のブレードを別々に使い分け、一息の間に敵を二機以上切り倒して、敵はただの一機もアサトに触れる事すら叶かなわず機能を停止した。

　地上に固まっていた一集団を片付けるとアサトは左手の高周波ブレードを背面のハードポイントに納め電磁投射小銃ローレンツ・ライフルを再構築。浮遊走行で舗ほ装そうされた学園の敷地を突き進み、目に映る敵機に片っ端から鋼の死を与えてやる。

　彼の正確無比な射撃から逃れられる者など皆無に等しく、アサトは戦場に降臨した軍神となる。その光景にサオリは甲冑の中で息をついて、思わず笑みがこぼれた。

　先程聞いた通信機越しの力強い声、頼もしい言葉、それは全ての恐怖を克服した戦士の声に他ならなかった。ならば、

「私も負けられないな!!」

　最強の軍神の登場に戦場の悪魔は目覚める。

　どれほどアドレナリンが出ているのやら、痛みは薄れ、挫くじけかけた心が活力を取り戻す。

　限界出力フルバーストでの戦闘が出来ずとも、今のサオリは間違い無く生涯最高の戦いをするだろう。

「さぁ来い三下共！　戦場の悪魔！　佐さ久く間まサオリが相手になってやる!!」

　　　◆

『いやぁ！　やめて！　殺さないで！』

　アシガルに乗る三年生達が敵甲かつ冑ちゆう達に追い詰められ、壁に背をつけて腰を抜かしていた。

『ハハハ、殺さないでとは初々しいねえ、ガキはそうでなくちゃな』

『これが大人の力だ、覚えときなガキ共』

　合計九機のライフルの銃口が震える生徒達の甲冑を狙ねらい、そして発砲する事無く二丁のライフルが落ちた。

　銃声に振り向く間に三機が爆はぜて、残る四機の内三機は迫る甲冑に狙いを定める間に操縦席コツクピツトを撃ち抜かれた。最後の一機は驚き手が止まっている間にショルダータックルで吹き飛び、何度も地面を転がり倉庫の壁に突っ込み動かなくなった。

『無事か？』

　モニター通信を開いて安否を確認した相手はこの前食堂でアサトを見るなり『大した事なさそう』と言ってきたあの高飛車な先輩達だった。

『戦うのが怖いなら隠れていろ、後は全部俺おれが片づけとく。じゃあな』

　両手にライフルを持つ二丁拳けん銃じゆうスタイルで、アサトは三年生が瞬まばたきをする間に飛び上がり、空の戦場を蹂じゆう躙りんし始めた。

『今のって桐き生りゆうだよね？　あの、男の』

『うん』

『男って……あんなだっけ？』

『さぁ……』

　残された三年生達は、コックピットの中で口を開けたままその場で固まっていた。

　　　◆

『雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お!!』

　死の弾雨をくぐり抜けて肉迫する俺には誰だれもが目を見張った。

　軍事甲冑で強化された反射神経と視力、三六〇度に広がった視界で戦場の全すべてを把握し、超音速で空を飛びまわりながら敵という敵に両手の電磁投射小銃ローレンツ・ライフルで死を送りつける俺の射線からは誰も逃れられず、ライフルの単発モードと連射モードを器用に使い分け俺は戦場の空を完全に支配していた。

　今まで余裕を持って学園を攻めていた敵の目は俺個人に向けられ、自律兵器達が次々標的を俺に変える。だが無駄だった。

　二つのブレードとライフルを瞬間的に持ち替えながら二本の腕をそれぞれ独立させたように操り、遠近両方の戦闘をこなす俺おれに近づく者はすべからくブレードに命を刈り取られ、そうでなくともライフルの銃弾が的確に甲かつ冑ちゆうのコックピット部分と自律兵器の頭部や胴体部を貫く。その姿は、武士が西洋の騎士や怪物達を打ち倒すように見えただろう。

『悪いが殺しを躊躇ためらう余裕はねぇんだよ!!』

　俺の殺意に満ちた顔は一年生の実地訓練では無く、二年生の第一一分隊に配属された戦場に帰り、千年前の地球で最強を誇った少年兵分隊の隊長が今現代に蘇よみがえる。

　エリコに言った通り俺は聖人君子では無い。

　誰だれも殺さず世界を平和にだの、全世界の人に救済をなどと子供の絵え空そら事ごとを語れないならどうする？　答えは単純、味方に降り注ぐ火の粉を全すべて払えばいい。

　敵か味方の片方しか救えないなら、自分が神様でもなんでもないただの人間ならば味方の為ために目に映る敵を全て駆く逐ちくすればよいのだ。

　女を殺すのは悲しい、敵の家族からは恨まれるだろう、だがそれがどうした。

　自分が敵を殺し尽くせば悲しいのも悔やむのも憎まれるのも自分だけで済む。

　自分が全ての憎しみと悲しみを背負えば大勢の味方が救われる。故に、

『一人残らずかかってきな!!』

　一機でも多く自分が殺す、一機でも多くの悲しみと憎しみを自分が背負う。

　手加減をやめた俺の異常性に、敵が気付く。

『そうか、さてはテメーが噂うわさの男だな』

『それならこいつを捕まえれば大金星！』

　二人の腹部には既に風穴を穿っている。俺は二人の背後で別の機体と交戦中だ。

　今まで目の前にいたのに何な故ぜだという答えを得る前に二人は死亡。それでも俺は一いち瞥べつもくれてやることなく、他の敵機に引き金を引き続けた。

『くっそー、テメー何もんだ！　本当に人間か！！？』

『俺の名は桐生アサト！　地球唯一の男だよ!!』

『そんな、男ってだけでこんな……ぐあぁ！』

　また一機、新たな甲冑が墜落していく。

　敵を切断する時、甲冑越しに伝わる肉の感触。コックピットを撃ち抜いた時に機体から溢あふれる赤い鮮血。だが俺はそれがどうしたと刃を狂わせ銃口を唸うならせる。

　戦場で己の名を高らかに宣言する俺に学園の生徒達が沸き上がる。

　教室で待機していた二年生達は全員校舎の窓に張り付き、俺に歓声を送っていた。

　守れなかった二十一世紀の人々、優しかった母、仲の良かった友人、共に戦った仲間、悔やんでも悔やみきれない後悔を皆の歓声と今ある歓喜が癒いやす。

　確かに自分は三次大戦で日本を守れなかった。三次だけではない、解凍初日に読んだ戦争の歴史。遺伝子改造の是非や南極大陸の領有権、南極の独立を巡った四次から七次大戦、男が絶滅した後の世界恐慌による世界紛争、南極国と領海を巡った八次九次大戦。俺おれは日本のピンチに、子孫達のピンチにずっと戦えなかった。だが、今は守れる。マイカを、エリコを、この学園のみんなを、この時代の日本を守れる事の嬉うれしさで俺は胸が張り裂けそうだった。かつての戦友達の顔を思い出し、力いっぱい叫んだ。

『みんな、俺は…………今度こそ守る！　守ってみせる!!』

　　　◆

　音速を遥はるかに超える紅い閃ひらめきに戦場の敵機が片っ端から撃墜され、エリコ達は驚く。

「凄すごい、アサトは……ここまで……」

「スーパーＳ・アクセラレイションＡ・システムＳ」

　ぽつりと呟つぶやいたカナデに、マイカ達が注目する。

「単純な関節の稼働速度や飛行速度だけでもスサノオは従来の軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうを遥かに上回るけど、スサノオの真しん骨こつ頂ちようはそこじゃないの。注目すべきはその加速力、限りなくゼロ秒に近い刻の中で、トップスピードを発揮する殺人的加速は空中での直角カーブすら可能にする代わりに操縦者に莫ばく大だいな負担を与え、男でも数度の加速で限界を超えてしまう。けどアサト君だけは乗れる。彼には慣性減退装置イナーシヤルキヤンセラーがあるから」

　いつもとは違う、真剣味を帯びたカナデに、マイカ達は息を呑のむ。

「アサト君のお母さんで軍事甲冑の開発者、桐き生りゆうアスミ博士の死後発見された発明品だけど、解析しても原理は不明。その上起動条件が特定の生体反応の検知だった。誰だれの生体反応かは資料にも残っていなかったけど、千年前の人ならもう死んでいるはず。そう諦めていたけど、アサト君がアスミ博士の息子と知って解凍したアサト君の生体反応を検知させたら見事起動。慣性減退装置は瞬間的にしか効果を発揮しないけど、ＳＡＳは男性の肉体強度ならなんとか使える程度に負担が減ったわ。これでもう、この戦場でスサノオに追いつける機体は存在しないでしょうね」

　カナデの解説に誰もがアサトを瞠どう目もくした。触れもしないスピードにはどんなに威力の高い弾だん丸がんも、どれほど巧みなブレードも意味を成さない。

　速さこそが勝利のカギである戦場で生きる為ために、カナデが設計したスサノオはどの機体よりも速く、力強く躍動し戦場を翻ほん弄ろうした。

　誰も追いつけない。誰も触れられない。誰も止められない。誰も勝てない。

　それがアサトの操る最強の軍事甲冑、スサノオである。

　その時、日本人共を駆く除じよすると息巻いていた敵の作戦部長、マーベル大佐が母艦で新たな指示を出した。

　　　◆

　地上では衛生兵による負傷兵の救助が行われ、施設内に侵入した全すべての敵機を排除し終えていた。それも全ては多くの敵の目が俺に向かい、軍の負担が減ったためである。

　勝てるかもしれない、そんな甘い期待が学園に流れた時、計五〇機もの無人兵器が一斉に俺おれの頭上から襲い掛かる。

　対して俺はスサノオの全兵装のセイフティを解除。両手のライフルを量子化し、同時に陽電子ポジトロン砲を再構築し持ち替えての砲火と、計八発の空対空ミサイルを肩から発射する事で、敵を完膚なきまでに撃破しながらその軍勢に突撃した。

　一瞬で二刀流に持ち替え、自律兵器達を包む爆炎の中を突き抜けた俺は敵雲から空へと飛び出す。敵は半数以上撃墜したが、空を横切るミサイルの尾を見た。

　自律兵器に視界を奪われた間に敵母艦から六発の弾道ミサイルが放たれていたらしい。

　戦場のさらに頭上を弧を描き校舎の真上から真っ逆さまに落下するミサイルは、重力落下も速度に加えてさらにスピードを上げた。

　学園の迎撃システムは今までの戦闘ですでに使い物にならなくなっている。

　空の戦闘を俺に頼り、地上戦を主にしていた他の兵達は気付かなかった。

　ただ、二人を除いて。

　六発のミサイルは空中で撃ち落とされて爆発。衝撃波ソニツクブームに校舎内の生徒達が悲鳴を上げるが被害は無い。校舎の屋上に立つ二機の青い軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうアシガル、彼女達がモニター通信で俺にコンタクトを取ってきた。

「みんなはあたし達が守るわよ。アサト、校舎の護衛は任せなさい」

「だからアサト、君は自分の戦いに集中してくれ」

『マイカ、エリコ……』

　さらに地上では、校舎に近づく敵機相手に三年生達が勇敢に立ち向かい、腰が引けた者など一人もいなかった。

『みんな！　二年生があれだけ活躍してんだから、アタシら三年も負けてられないよ！』

『『『おーっ！！！』』』

　みんなの声を聞いて力が湧く、同時に、体が馴染んだのかスサノオとのより強い一体感で全身が満たされる。

『ありがたいね……こんなの、負ける訳にはいかねえよなああああああああああああ!!』

　俺が薙なぐ、俺が撃つ。

　この世界の理ことわりから外れた超音速の機体が衝撃波を撒まき散らし、大気を引き裂く。

　俺一機ですでに一〇〇〇機以上の敵を撃墜していた。

　その中で俺は敵機の出現する空間を見定め、不可視の母艦を標的にさらに上昇する。

　気付いた母艦はありったけの武装で応戦してきた。

　銃弾が、ミサイルが、およそ考えうる戦場の攻撃全すべてが織り成す死の嵐あらしに、だが俺は怖おじる事無く最高速度のまま突き進む。

　明らかな飽和攻撃サチユレーシヨンアタツクに僅わずかな間かん隙げきを見出し突貫、かわし切れない弾幕をスサノオ専用強化高周波ヴアイブロブレードと電離分子剣プラズマ・ソード『フツシミ』と『ハバキリ』で弾はじきながらの一騎駆けを敢行する。

　弾き切れない砲弾が肩や足をかすめ、爆炎の熱と衝撃波ソニツクブームも相まって、電離分子装甲プラズマ・アーマー越しにもスサノオの装甲が軋きしみ、削れ、安定化装置スタビライザーでも抑えられない振動で手元が狂わないよう俺おれはさらに集中力を高め続ける。

　だが、敵ミサイルの内、二つが俺の前方で爆発すると大量の煙幕が噴き出し、学園の空全体を覆おおうと同時にレーダーが敵と味方の反応の代わりに表示不能の文字を映す。

　　　◆

「素晴らしい、日本にこれほどの戦士がいたのか、いや、だがあの低い声は……」

　マーベルは光学迷彩の試験中に撃墜したセンゴクを思い出すが、実力が違い過ぎると否定し、あの赤い戦士と戦う期待と興奮に顔をほころばせて、突然の煙幕に顔色を変える。

「つまらん真ま似ねをするな！　あれは私が討ち取る。命令があるまで手出しをするな!!」

　一部の電波の流れを遮断する電磁フィールド弾と発煙弾の同時撃ち、部下の行動は戦略的には正しいが、どうしても私情を挟んでしまう。マーベルはすぐさま専用機に乗り込むと出撃し、電磁フィールドの影響を受けない特殊レーダーと煙幕用の特殊スコープの画像を頼りに空中に静止するアサトに近づくが、彼女はアサトをナメ過ぎていた。

　煙幕が晴れるのを待つマーベルの前で、アサトはスサノオのハッチを開いて顔を出す。

　戦場で甲かつ冑ちゆうから顔を出すなどという自殺行為はスコープの不鮮明な画像でも読み取れた。

『待て……あの顔は……』

　戦場を包む黒雲の中、マーベルは確かに想おもい人の顔を見てとった。

　あの圧倒的な戦闘力もそれなら納得がいく。はたして、千年前の男、桐き生りゆうアサトはマーベルを裏切るどころか、期待以上の力を魅せつけていたのだ。

　その時、アサトがハッチを閉じてマーベルの機体目掛けて両手のライフルを撃ちかけた。

『なぁ!?』

　緊急降下でかわすが、マーベルは甲冑の両肩を削られる感触に一瞬冷静さを失う。

　煙域の外に出ると、アサトも同じく煙域から離脱、視界もレーダーも利く空域で互いのエースソルジャーが向かい合う。

　マーベルは嬉うれしさと共に疑問を感じていた。

　何な故ぜアサトはあの弾幕に怖おじる事無く突っ込んできたのか？

　何故戦場でハッチを開き無防備に頭を晒さらしたのか？

　アサトは死が怖く無いのか？

　そして何故視界もレーダーも利かぬ状態でありながら敵の位置を把握できるのか？

　もしやアサトは五感を研ぎ澄まし、空気の流れ、煙の動き、僅わずかなエンジン音を頼りに自分の位置を把握したというのか？

　否定してから、だがそれしかないと思うと、マーベルの口角が自然と上がってしまう。

『桐き生りゆうアサト』

　マーベルは青い双そう眸ぼうを紅ぐ蓮れんの炎ほのおに燃やし、愛しき敵に心を躍らせた。

　　　◆

　俺おれの目の前で、突如紺こん碧ぺきの軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうの胴体部装甲が消滅した。

　他のアルタニア兵が乗る軍事甲冑同様、西洋甲冑のようなフォルムの装甲が消え、肘や膝ひざから先だけが機械の体で、背中から鋼の翼を生やしているように見える姿は、まるでマンガやゲームに登場する機械少女の様だ。しかしその印象はマーベルの顔を見て変わる。

　晒さらされる搭乗者マーベルの長い金きん紗しやの髪にサファイアブルーの瞳ひとみ、戦う者には不必要なほどの美しさは、だが逆に戦いの女神という印象を受ける。

「クリアモードだ、貴公の甲冑にもついているだろう？　使うがいい」

　敵である自分に姿を晒す意味は俺とて理解できたし、母艦の弾幕は止んでいる。

　空に佇たたずみ両腕を下ろす敵パイロットの言葉を呑のみ、俺もクリアモードを起動させた。

　軍事甲冑の知覚精度で俺の姿をつぶさに見るマーベルの表情が変わる。

　まるで憧あこがれのマイヒーローに会った少年のような、あるいは初恋をした少女のような表情に変わり、満足げに息を漏らした。

　俺は彼女との思わぬ再会に運命を感じつつ、今度は勝つと、視線に力を込めた。

　機械の手足と翼を持つ鋼の天使が睨にらみ合う。はたから見ればそんな風に見えるだろう。

「我が名はアルタニア軍大佐、マーベル・ヴォルナードだ。貴公は桐生アサトだな？」

　声音こそ勇ましいが、瞳は子供のように光っている。

「ああそうだ」

　男の低い声に、マーベルは両肩を小さく震わせて笑う。

「今までの戦いは見事だったぞ。流石さすがは男といったところか。まさに一騎当千、感服した」

　敵の褒ほめなど嬉うれしくは無い。これはスポーツでも試合でも無い、戦争、殺し合いなのだ。

「初めて貴公の事を知った時は驚いたぞ。何せ五〇〇年前に絶滅したと言われるあの」

「前置きはいい、こうしている間にも人が死んでるんだ。さっさとおっ始めようぜ」

　俺は右手に電離分子剣プラズマ・ソード、左手に電磁投射小銃ローレンツ・ライフルを握にぎり直す。

　学園の人達を、マイカ達を守るべく挑発したつもりだったが、言葉を切られたマーベルは気を悪くすることなく、小さなため息を漏らした。

「やはり青いな、そう思うのならば……」

　紺碧の甲冑が火を噴いた。

「私が話している間に何な故ぜ撃たない!?」

　スーパー・アクセラレイション・システム、通称ＳＡＳのゼロ秒加速で弾幕を横へかわし、俺もまたライフルを連射モードで撃つ。

　毎分六〇〇〇発という脅威の連射性を持つ電磁投射小銃ローレンツ・ライフルが咆ほう哮こうし、マーベルの専用機を殺しにかかる。

　それをマーベルはクイックブーストによる瞬間加速でかわして、俺おれらは壮絶な空中対戦ドツグ・フアイトを繰り広げた。

　しかしＳＡＳがある限り俺への単機戦は無謀、のはずが、俺がマーベルの背後を取ろうとＳＡＳを起動させると、スサノオのＡＩが脳に直接残酷な報しらせをする。

《クイックブースト、及びジェネレータの破損によりＳＡＳ使用不能、機体出力、七五パーセントまで低下、自己修復機能始動、修復まで残り一〇分》

　やはり母艦の弾幕を抜ける時に無理をし過ぎたらしい。だがそんな事を知らないマーベルは止まらない。

「何を驚いている。自分と互角に戦える相手は始めてか？　私もそうだ！　素晴らしいぞ桐き生りゆうアサト！　貴公にならばこのアキレスの新機能を見せよう！」

　俺の焦りとは裏腹に加熱するマーベルが高らかに言い放つ。

「フルバースト・オーバーモード！」

　途端に紺こん碧ぺきの甲かつ冑ちゆう、アキレスのエンジンが金切り声を上げてその魔性ぶりを垣かい間ま見せる。

　プラズマアーマーが視認できるほど密度を高め、全身に淡い光を帯びた。

　恐ろしいほどに嬉うれしそうな笑みを浮かべ、マーベルが告げる。

「さあアサト、私の攻撃に耐えてみろ！」

　アキレスはセンゴクの限界出力フルバーストを越えるスピードで迫り、加えて濃密なプラズマアーマーは強固で、かすった程度ではほぼ無傷、ギリシャ神話通りの性能である。

　対して出力低下とＳＡＳ使用不能なスサノオ、万全には程遠い。

　ならばパイロットの腕でカバーするしかないが、この時代に目覚めて一カ月も経たたない俺が歴戦の勇者であるマーベルにどこまで食い下がれるかと言えば……

「ナメんなよ！」

　熟練の業師のような軽やかかつ最小限の動きでマーベルの銃弾をかわし、逆に撃ち返す。

　戦場の空を真紅と紺碧の光が何度も交差し、超音速の殺戮兵器キリング・マシーンが極限の冴さえを見せながら何なん人ぴとたりとも踏ふみ込めない聖域を作り出した。

　スペックで圧倒できないならそれなりに戦うまで、戦場において常に五体満足など有り得ない。二十一世紀において常に自分を追い込み、疲れ切った体で十全に戦えるよう訓練を積んできた俺ならではの戦闘センスだ。

　それでも防戦が限界でダメージを与えられないが、マーベルを驚かせるには充分だ。

「凄すごいな、だが男とはいえ訓練生如ごときが何な故ぜここまで……」

　全すべての攻撃を捌き切られ、表情に焦燥を見せ始めたマーベルへの答えは至極単純である。

「悪いがこっちは古代人でね、お前らみたくレーダーや甲冑に頼ってねぇんだよ！」

「なにぃ!?」

　二等兵にいたるまで兵士全員が軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうを着るこの時代、兵士達は常に軍事甲冑のコックピットの中で装甲に守られ、強化された五感と身体能力、そしてレーダーに頼って戦う。

　だが二十一世紀は違う。己の鍛えた体で銃の重みを感じながらその目で敵を捉とらえ、僅わずかな音に反応し行動しなければならない。

　当然守ってくれる装甲など望むべくもなく、俺おれはその肌で戦車の地響きを、戦闘ヘリの突風を、戦闘機の衝撃波ソニツクブームを体感してきた。

　二十一世紀で生きてきた俺には、戦場のカンとも呼ぶべき能力が備わっている。

　煙幕の中でマーベルを捉えられたのもそのおかげだ。

「だがアサト、先程までの超加速はどうした？　もしや使えないのか？」

　バレたかと、俺は肝が冷え咄とつ嗟さに返答ができない。それを肯定と受け取りマーベルは左手のブレードで畳み掛ける。

「悪いがここは戦場、回復は待たぬ！」

　高周波ヴアイブロブレードで受け止め鍔つば迫ぜり合あいの状態で俺らは降下、マイカ達のいる校舎の屋上に落下し床に蜘蛛の巣状のヒビを入れ、マイカ達が悲鳴を上げる中、剣術戦にもつれこむ。

　敵と真っ向から斬きり結ぶ姿に、マイカ達が瞠どう目もくする。

　だがこれは剣術勝負ではなく殺し合い、俺がマイカにした指導は俺に返る。

「喰くらえ！」

　突如バックブーストで距離を開けながら、マーベルは肩の射出口から四発の空対空ミサイルを放つ。

　白い尾を引きながら直進するミサイルをサイドステップでかわすが、俺は振り向きミサイルの進行上に校舎を守るマイカ達を見つけると精密射撃で全ミサイルを撃ち落とした。

　屋上に大穴を空ける不意の爆発にマイカ達は驚くが、すぐに俺に助けられた事を理解したようで、そして悲鳴を上げた。

　そのおかげで俺は背後から斬りかかるマーベルに気付き、紙かみ一ひと重えで防いだ。

「甘い！」

　鍔迫り合いのままマーベルはアキレスの推進力を総動員し前進。俺らは屋上の大穴から校舎の七階廊下に転がり落ちた。

　教室から飛び出す女子生徒達が、クリアモードで姿を晒さらす俺の姿に目を見開く。

「全員教室に隠れていろ！」

「私を見ろアサト！」

　俺とマーベルが二刀流になって斬り合う。校舎の廊下を二人の殺戮兵器キリング・マシーンが火花を散らし、戦いの余波で廊下を八つ裂きにしていく。

「楽しいな、最高だぞ桐き生りゆうアサト！　もっとだ、もっと男の力を見せてみろ!!」

　笑いながら戦うマーベルが生徒達の恐怖を煽あおり、歯を食い縛りながら皆を守る俺おれに誰だれもが目を見張る。危険だと解わかっていても、俺らの姿に誰も目を離せなかった。

「くっそ！」

　ここは守る対象が多過ぎる。一刻も早くこの場から離れなければと俺は肉迫するが、ＳＡＳを修復中のスサノオでは思うようにいかない。

「どうしたアサト！　ペースが落ちているぞ！」

「黙れ！　それより聞かせろ、なんでこの学校を襲った!?」

「何な故ぜだと？　まだ未熟なうちに兵士を殺し将来の戦力を削そぐ事に理由がいるのか？」

　眉まゆをひそめるマーベルの態度に、俺は怒りで手が震える。

「そうか、そんな理由で……ガキ殺してんのかてめぇええええ！！！」

　体が熱い。訓練を受け、死ぬ覚悟と共に戦場に参じた兵士はともかく、何故いまだ育成中の少女達を襲い殺すのか、それは戦争ではない、外道の所業である。

　全身の血液が沸騰して、喉のどが裂けんばかりの雄たけびに世界が激震する。

「ッ…………!?」

　俺の熱量にマーベルが恐怖する。

《ブースト、及びジェネレータの修復完了、出力一〇〇パーセント、ＳＡＳ機動可能デス》

　ＳＡＳによる急旋回の応用で超音速回転しながらマーベルのブレードを弾はじき飛ばした。

　負けじとマーベルはもう一本のブレードを顔面に突き出してきたが、俺は自ら直進する。

　クリアモードで見えないが、パイロットを守る装甲は確かに存在する。

　ブレードの切っ先が装甲に阻まれ一瞬でも止まるなら退けばいい。というのは新兵の考え、俺は自ら押し込むように歩みを進め、鼻先に向けられた高周波ヴアイブロブレードを瞬時の見切りで首をそらし装甲を犠牲にしてかわし、ブレードは尾翼に突き刺さった。

　僅わずかに首を曲げ、ブレードを回避した俺はマーベルを真一文字に斬きりつける。

　肉を切らせ骨を断つ為ための深い踏ふみ込みは確実にマーベルを殺せるはずだった。だが、マーベルが武器に執着せず、ブレードから手を離した右腕で咄とつ嗟さにガードしながらバックステップをして、俺のブレードの切っ先はアキレスの腹部装甲を裂くに留まり、マーベルの肌には届かなかった。

　右腕を失い、パイロットスーツの腹部を破損したマーベルが冷や汗を流し生まれた隙すきを俺は見逃さない。

「殺し合いがしたきゃ戦場でやりやがれ！！！」

「ぐぅっ！」

　怯んだ。この戦いにおいて、マーベル最大の敗因は甲かつ冑ちゆうのクリアモードを使った事だ。

　マーベルに迫る俺の眼光は鬼のソレ、纏まとう覇は気きは龍りゆうのソレ、否、俺の眼光と纏う覇気はオトコのソレである。

　激怒した男の殺意全すべてを浴びたマーベルは体を強張らせて恐怖に支配される。

　学園を戦場に変え、まだ未熟な学生達を殺さつ戮りくするマーベルへの激怒が質量を伴い、俺おれはその全てを込めてマーベルのアキレスを天井の穴から上空まで蹴けり飛ばし、間髪いれず自身も飛びながら両手に持ち替えたライフルの集中砲火を敢行する。

　最大出力に設定した電磁投射小銃ローレンツ・ライフルと電離分子小銃プラズマ・ライフルのフルオート射撃に、アキレスの装甲が削れ、吹き飛ぶ中、マーベルは瞳ひとみを恐怖に揺らしながら涙を溢あふれさせた。

「アサト……」

　高周波ヴアイブロブレード『フツシミ』を両手で構え、俺はマーベルの元へと飛ひ翔しようする。

「アサト……貴様は、なんなんだぁああああああああああああ！！！」

「俺は男だぁああああああああああああああああああああああ！！！」

　最後の足あ掻がきとして、マーベルは残った左腕から補助兵装しこみブレードを出し俺を迎え討つ。

「アルタニアに栄光あれぇえええええええ！！！」

「雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お！！！」

　鍔つば迫ぜり合あいすら許さず、俺の刃がアキレスを斬きり裂く。

　しかし、アキレスの厚く強固な物理装甲と電離分子装甲プラズマ・アーマー、最大出力でかざされた高周波ブレードなどが盾となり、専用機故の高性能と偶然が重なって命だけは失わなかった。

　それでも、マーベルは機体の左腕ごと胴体を切り裂かれ、左のわき腹を浅く抉えぐられた。

　奇しくも、先週俺を斬ったのと同じ部位の激痛に苦しみ、血を吐きながら自じ嘲ちようする。

「何な故ぜこんな……アサト、君は」

　その言葉に、トドメとばかりに振り上げた俺のブレードが止まった。

　空に立つマーベルの顔に戦意は無かった。そこにいたのは、一人の乙女だった。

　力無い、虚うつろな瞳でマーベルは問う。

「何故一機で我が軍に向かってきた？　何故母艦の飽和攻撃サチユレーシヨンアタツクに突撃した？　何故戦場で甲かつ冑ちゆうのハッチを開き姿を現した？　何故一騎打ちで仲間を守る為ために背を向けた？　何故ブレードの刃に自ら突き進んだ？　仲間の為、勝利の為、勇猛果敢に、ではない……君のそれは、生存本能を欠いた、狂気の沙さ汰たではないか……」

　血に濡れた唇で尋ねるマーベルに、俺は迷わず答える。

「さっきも言っただろう、俺が男だからだよ」

「な……に……？」

「男の力は誰だれかを守る為、一番大事なのは常に自分以外の誰かだ！」

「…………はは」

　苦笑し、マーベルは呟つぶやく。

「『何故』？　私は何を言っているんだ…………」

　マーベルは俺の銃撃で剥むき出しになった自身の右手を上げ、俺の顔に伸ばす。

　俺おれもマーベルの一撃で顔面装甲を失っていて、左頬ほおにマーベルの手が触れた。

　スーツ越しに伝わる、その手の暖かさに驚き、俺は息を呑のむ。

「桐き生りゆうアサト…………君も男だな」

　突如マーベルの兜かぶと、アキレスの頭部パーツが後ろに倒れ、外気に晒さらされた彼女の美しい髪が風になびいた刹せつ那な、俺の口はマーベルの唇に塞ふさがれ、振り上げた腕に力が入らない。

　不意を突かれた。俺に生まれてしまったまたたきの隙すき、だが予想に反し、俺の腹には刃も弾だん丸がんも当たらず。マーベルはまだ血に濡れた唇を優しく離す。

　腹部から血を流す中、マーベルは満足げに笑い目を細めると、その体が浮上した。

「まったく……惚ほれさせてくれる…………アサト……ありがとう………………」

　母艦へと上昇するマーベルの機体を撃ち落とそうと電離分子小銃プラズマ・ライフルを構えたが、残る敵機が母艦に帰還しようとしている事に気づき、銃口を下げた。おそらく最後の力を振り絞り、オートパイロット機能を作動させ、全軍に撤退命令を出したのだろう。

「向かってこないのなら、殺す意味はないか…………」

　唇についた血を腕で拭ぬぐい、彼女の言葉の真意を考え、また見上げる。

　装甲をクリアモードのままにしている為ため、血を流し意識を失うマーベルが見えてしまう。

　すると、どうしても今日自分が殺した敵と、その敵に殺された味方の事が頭に浮かぶが、

『アサトォ───！！！！』

















　学園中から聞こえる自分の名に、俺おれは地上を見下ろした。

　校舎からは窓を空けて二年生達が顔を出し、外では三年生や基地の兵士達、そして校舎の屋上でマイカとエリコが軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうのハッチを開けて手を振っている。

　俺が守った学校。俺が守った人々。みんなを守れた。嬉うれし過ぎて涙るい腺せんが緩むが耐えた。

　まだだ、これは始まりに過ぎない、俺はこの先もずっと、今日よりももっともっと多くの人を、この国の人全すべてを守るんだ。

　教室で死んだ女性兵士に俺は言った、『あなたの死は俺が生かします』と。それと同じだ。

　人は過去を変えられない、だがこれからの生き方は変えられる。間違った選択や運命もその後の努力で正しかった事にできる。

　この時代で仲間達との約束を果たせば二十一世紀を見捨てたのではなく、三十一世紀を守る為ためにこの時代に来たのだときっと思えるだろう。いや、そうしてみせる。

　だから俺はこれからだ。でも、今だけは、

「おかえり、やっぱあんた最強ね、アサト」

「アサト、良かった、本当に良かった」

　校舎の屋上に降り立ち、マイカとエリコの安あん堵どする顔に頬ほおが緩み、俺はこの時代に来て最高の笑顔で笑えた。

「みんな、帰ったぞ」










エピローグ



　襲撃事件で死んだ二一五人の追悼式は学園で執り行われたが、式の終了後、俺は……

「みんな、久しぶりだな」

　人払いが済まされた公園の中央、高さ八メートルの石碑を見上げ、数十人の護衛兵に囲まれながら、俺は晴れやかな顔で両手に持った花束を掲げ、そして石碑の前に添えた。

『第三次世界大戦・大だい慰い霊れい碑ひ』。俺が退場した第三次世界大戦。その犠牲者の魂を慰め、供養する為に建造されたソレに、俺は語りかける。

「悪かったな、お前らと最後まで一緒に戦えなくて……俺だけ千年も眠っちまった。でも、お前らとの約束は守るぞ」

　石碑に軽く拳こぶしを当てて、俺は歯を見せる。

「この時代は俺に任せろ、今度こそ…………日本は俺が守る」

　　　◆

　地球唯一の男の姿を、マイカは要人用輸送ヘリの中から見つめる。

　その視線は熱っぽく、頬は薄く紅潮していた。

「アサト……」

　思い出が蘇よみがえる。

　最初はただ無知な古代人で、でも超人的な体力に胸が高鳴って、でもあんなに強いのに女の子を傷つけたくないと悩むぐらい優しくて、アサトにはいつもドキドキさせられた。

『マイカは俺おれが守る』と言ってマーベルと戦ってくれた頼もしい横顔。

　家族を失う恐怖で泣いてしまった自分をああも安心させてくれる言葉。

　屋上での一騎打ちで見せたあの強く勇ましい姿。

　そして全すべてが終わり、空から帰って来た時の優しくて温かい笑顔。

　本当に、あの少年には出会った時から振り回されっぱなしだ。

『お前の家族は世界最強だぞ』

　出撃前にそう言って見せた笑顔が脳裏に焼き付いて離れなくて、胸がドキドキしてくる。

　自覚したのはアサトの出撃前だが、たぶんそのずっと前から好きだったんだと思う。

　今は初恋の心地よさで胸がくすぐったい。

「付き添いの方」

　不意に声をかけられて、マイカはやや驚きながら振り向く。

「貴方は彼のお孫様と聞いていますが、素晴らしいおじい様をお持ちですね」

「あ……はい」

　アサトを褒ほめ、自分に敬語を使ってくれる現職の兵士にマイカがきょとんとすると、その女性は笑顔を浮かべる。

「私を含め、今いる護衛班は全員任務志願者、つまり、彼のファンなんです」

　にっこりと笑うその女性に、マイカも思わず笑顔が漏れる。

「だがお気を付けください。今回の件で彼を英雄視する者がいる一方で、彼の存在を快く思わない者もいます。既に上層部では不穏な動きがあるという噂うわさも」

　真剣な面持ちで注意を促す女性に、だがマイカは頭かぶりを振った。

「大丈夫ですよ、もしそうなったら、あたしが全力で守りますから」

　　　◆

　あの事件以来、俺を取り巻く環境は一変した。学園中の生徒が俺を英雄扱いし、もう害獣扱いしたり、臆おく病びよう者扱いする人はいない。

　俺への接触の規制緩和がされた事をいいことに、全学年の女子達が俺を追いかけまわし『アサト君大好きー！』と熱烈なラブコールを送りエリコ人気も形無しである。

　スサノオは俺の専用機として正式採用が決まって解体処分は免れたが、小こ宮みや所長には喜ぶヒマも無く、敵の最新光学迷彩の解析に取り掛かり多忙な日々を過ごしている。

　佐さ久く間ま教官はと言えば、また、いつこのような事が起こるか分からないからと今まで以上に俺に厳しい個人指導を計画。見た目は厳しいが所長と二人っきりの時は『アサトに自分の後を継がせる』とこぼし、ツンデレと言われているらしい。そして俺自身は……

「ふう、じゃあ今日も始めるか」

　佐さ久く間ま教官との特訓が終わると、また二十一世紀の訓練をすべく俺おれは訓練場で一人宣誓の準備を始める。皆が一日の疲れを癒いやす夜の時間帯、訓練場には誰だれもおらず、昼間の喧けん騒そうから離れられて、羽を伸ばすようにして両腕を広げた。

「よっしじゃあまずはと」

　旗に見立てた模擬戦用ブレードを地面に突き立て、

「日本国こく防ぼう学がく園えんぇえええん！　二年三組ぃいいいいいいい！」

　そこへ誰かが近づく足音がして振り返ると、マイカとエリコが立っていた。

「マイカ、それにエリコ、どうしたんだ？」

「やれやれ、どうしたんだじゃないでしょ」

「君は今どこに通う何年何組だい？」

　柔らかい笑みを浮かべる二人の言葉に、俺は言うべき言葉を探してしまう。

「ところでアサト、正式な決定は明日なのだが、余計な混乱を招かないようチームは慣れた者がいいだろうと佐久間教官に進言してね」

　何の話か分からず首を傾かしげると、マイカが肩をすくめて呆あきれた。

「入学要領読んだの？　防ぼう衛えい学がく園えんの二年生は五月に班を組むのよ」

「それでそのメンバーがさっき決まったのだが」

「それって……もしかして……」

「私達三人は全員同じ、第一分隊の一班だぞ、アサト」

　驚き、どうしたらいいか困る俺の手を握にぎり、エリコは笑いかける。

「今更だが、三十一世紀へようこそアサト。同じ班の仲間同士、これからもよろしく頼む」

「お前ら……」

　自分の居場所を見つけ、だが感動する間も無くマイカが屹立したブレードの前に立つ。

「はいはい、それで？　これを中心に円えん陣じん組めばいいのかしら？」

「ああ！」

　俺は頷うなずき、三人で円陣を組む。

「「「日本防衛学園！　二年二組第一分たぁあああああああい!!　応！　応！　応！

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！　応！！！」」」

「よし！　ではこれより訓練を始める！　その前にスーツに着替えるぞ！」

「「はい!!」」

　俺が更衣室へ足を向けると、二人が俺の手を引いて走りだす。二人の少女と地球唯一の男である俺は一緒に走り、そしてこのまま三人で広いグラウンドをどこまでも走りたくなる。俺ら日本防衛学園二年二組第一分隊は幸せそうに走り続け、そして。

「ねえ、アサト」

「なんだマイカ？」

「この時代、好き？」

「ああ、今なら言えるよ、俺おれ、俺……」

　俺はハッキリと、心の底から思う自分の気持ちを口にした。



















あとがき



　皆様こんにちは。主人公以外の男は全員絶滅して女の子しかいない地球に男は俺一人という小説でデビューしました。鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　とある人が言いました。『お前地球に男は俺一人の妄想ハーレム作品でデビューした作家として記録が残るんだな』。本望です!!　キリッ！

　ただ、あとがきから先に読んでいる人にはネタバレかもしれませんが、本作はただのエッチなハーレム物にだけはならないよう心がけて作られております。

　女の子を守る為に戦い、男という概念の無い世界に『漢！』を見せるのが本作です。

　え？　それにしてはサービスシーンが多いって？　それは気のせいだよホントだよ。

　小学生の時思いついた愛着のある作品でデビュー、作家としては最高のスタートだと思いますが、人類に男は俺一人展開を考えた当時の私はどんな子供だったんでしょう？

　イラストを描いてくださったchocomori様、そしてメカデザインを担当してくださったkaramiso様、lnw様、素敵な美少女とメカをありがとうございます。

　イラストが届く度に大興奮でした。ヒロイン達と軍ぐん事じ甲かつ冑ちゆうのデザインは心臓破りです。

　というわけで私の駄文で消耗した体力を回復すべく表紙＆カラーページへＧＯ！　回復したら次の行へ。

　作者が私なので肝心の本文が不安でいっぱいですが、本作はイラストだけでも買う価値ありです。むしろ一巻は絵がメインです。『忘却の軍か神みと装甲戦姫ブリユンヒルデ』という名の画集です。

　でもいずれ、内容の方もせっかくの設定を生かしきり最強の『メカ』『バトル』『ハーレム』をそろえて皆様から『全男子一読の価値あり』と思ってもらえる作品にしたいです。

　また、メディアファクトリー様が今回の新人賞受賞作のＰＶと朗読劇を作ってくれたのですが、なんと本作の担当声優様が『輪廻のラグランジェ』や『アクエリオンＥＶＯＬ』、『ラストエグザイル－｜銀翼のファム－｜』や『ガールズ＆パンツァー』など多くのロボ、ミリタリー物でメインキャラを演じていらっしゃる茅野愛衣様です。

　さぁ皆さん、私の駄文で汚れた心を茅野愛衣様のヒーリングボイスで癒いやすべく、こんな本は閉じて今すぐＭＦ文庫Ｊの公式ＨＰにＧＯです。癒されたら次の行へ。

　では最後に謝辞を書かせていただきます。

　三み坂さか編集長、選考に関わって頂いた全ての編集者や審査員の方々、特に担当の神かみ長なが様には本当に感謝しております。あなたがストッパーにならなければこの作品は今の三倍泥臭くて三倍血ち腥なまぐさい汗と怒号と筋肉飛び散るワッショイ益荒男ますらお祭り話と化していたでしょう。

　この本の出版に関わってくださった全ての方々とこの本を手に取り読んで頂いている読者の皆様に感謝を捧げつつまた会える日を夢見て。読んで頂き、ありがとうございました！
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